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特
任
教
授
と
私
（
村
下
）
が
登

壇
し
、
プ
ラ
チ
ナ
構
想
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
長
・
小
宮
山
宏
先
生

か
ら
「
プ
ラ
チ
ナ
大
賞
」
の
表

彰
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
ト
ロ
フ
ィ
ー

は
五
所
川
原
市
に
窯
の
あ
る
津

軽
金
山
焼
で
作
ら
れ
て
い
る
も

の
で
、
同
会
特
別
会
員
の
松
宮

氏
の
や
き
も
の
を
通
じ
た
被
災

地
の
復
興
支
援
活
動
が
プ
ラ
チ

ナ
社
会
の
理
念
に
通
じ
る
と
し

て
、
第
一
回
の
表
彰
式
か
ら
副

賞
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
と
し
て
採
用

さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。「
総

務
大
臣
賞
」
に
つ
い
て
は
、
Ｃ

Ｏ
Ｉ
研
究
推
進
機
構
の
機
構
長

で
あ
る
工
藤
寿
彦
氏
（
マ
ル
マ

ン
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス

㈱
）
が
登
壇
し
、
木
村
弥
生
総

務
大
臣
政
務
官
か
ら
表
彰
状
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

弘
前
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｉ
で
は
今
後

も
さ
ら
に
課
題
の
解
決
の
た
め

邁
進
し
て
い
き
ま
す
。
最
後
に

な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
、
Ｃ
Ｏ
Ｉ
の
取
組
に

お
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
学
内

外
の
先
生
方
は
じ
め
ご
関
係
の

皆
様
、
参
画
機
関
・
企
業
の
皆

様
、
す
べ
て
の
皆
様
に
感
謝
を

申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

持
続
可
能
性
、
⑹
展
開
可
能
性

の
各
点
に
つ
い
て
審
査
を
受
け

ま
し
た
。

　

十
一
月
五
日
㈫
当
日
に
は
、

会
場
の
東
京
（
千
代
田
区
）
に

あ
る
イ
イ
ノ
ホ
ー
ル
＆
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
た
最
終
審
査
会
に
お
い

て
、
中
路
重
之
特
任
教
授
か
ら

Ｃ
Ｏ
Ｉ
の
取
組
に
関
し
、
健
康

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
健

康
増
進
活
動
の
み
な
ら
ず
新
産

業
創
出
な
ど
地
域
活
性
化
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
る
状
況
に
つ

い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

表
彰
式
に
お
い
て
は
、
中
路

１面：弘前大学COI「第７回プラチナ大賞」において「大賞」「総務
大臣賞（最高賞）」を受賞／「ヘルシーエイジング・イノベーション
サミット2020」を開催して　２面：寄附講座「先進血液浄化療法学講
座」開設にあたって　３面：医学研究科長・医学部長寄稿／学長就任
にあたって／退職にあたって　４面：2019年日本心療内科学会第14
回河野賞を受賞して／第141回日本医学放射線学会北日本地方会優秀
演題賞を受賞して　５面：自閉スペクトラム症の診断補助装置として
医療機器の承認に向けた医師主導治験の開始／インフルエンザウイル
ス阻害剤の特許出願　６面：第１回弘前メディカルサイエンスフォー
ラムを開催して／プレナリーセッション最優秀賞を受賞して／優秀賞
を受賞して　７面：第１回弘前メディカルサイエンスフォーラムポス
ター最優秀賞を受賞して／青森初TAVIを実施／第157回弘前医学会
例会開催報告　８面：弘前医学会優秀発表賞を受賞して／OSCE実施
状況／青森県知事と５年生との懇談会　９面：ブランデュー弘前FC
と弘前大学整形外科学講座間でスポーツメディカルサポートに関する
協定を締結／世界糖尿病デー in弘前／明治安田厚生事業団若手研究者
のための健康科学研究助成を受贈して　10～12面：特集：各賞受賞　
13面：若手教員・医師だより／青森あずまし温泉紀行　14面：研究室
紹介 社会医学講座、整形外科学講座　15面：留学だより／部活動紹
介 男子バスケットボール部、女子バスケットボール部　16面：テレ
ビに出演して／写真コラム／人事異動

　

令
和
元
年
十
一
月
五
日
㈫
、

弘
前
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｉ
は
プ
ラ
チ
ナ

構
想
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催
「
第

七
回　

プ
ラ
チ
ナ
大
賞
」
の
最

終
審
査
発
表
会
・
表
彰
式
に
お

い
て
、
最
高
賞
で
あ
る
「
プ
ラ

チ
ナ
大
賞
」
お
よ
び
「
総
務
大

臣
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
「
プ
ラ
チ
ナ
大
賞
」
は
プ
ラ

チ
ナ
構
想
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
［
会

長

・

小
宮
山
宏
先
生
（
元
東
京

大
学
総
長
）］
の
主
催
に
よ
る

も
の
で
、
少
子
化
に
よ
る
人
口

減
や
高
齢
化
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問

題
な
ど
の
先
進
国
な
ら
で
は
の

課
題
を
解
決
し
て
目
指
す
社
会

「
プ
ラ
チ
ナ
社
会
」
の
モ
デ
ル

の
体
現
、
実
現
し
て
い
る
取
組

に
対
し
、
賞
と
い
う
形
で
た
た

え
る
も
の
で
す
。
今
回
、
弘
前

大
学
Ｃ
Ｏ
Ｉ
の
取
組
が
「
プ
ラ

チ
ナ
社
会
」
の
実
現
に
向
け
て

最
も
優
れ
た
も
の
と
し
て
評
価

を
受
け
最
高
賞
で
あ
る
「
プ
ラ

チ
ナ
大
賞
」
を
受
賞
、
さ
ら
に

地
域
に
お
い
て
特
色
あ
る
、
ま

た
新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
よ

う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

や
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど

に
顕
著
な
成
果
の
あ
っ
た
先
進

的
取
組
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
、

併
せ
て
「
総
務
大
臣
賞
」
を
も

受
賞
し
ま
し
た
。

　

選
考
委
員
は
委
員
長
に
吉
川

弘
之
先
生
（
元
東
京
大
学
総

長
）、
副
委
員
長
に
秋
山
弘
子

先
生
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）、

ほ
か
増
田
寛
也
氏
（
日
本
郵
政

社
長
・
元
総
務
大
臣
・
前
岩
手

県
知
事
）
な
ど
各
界
を
代
表
す

る
第
一
人
者
の
合
計
十
名
か
ら

な
り
、
選
考
の
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
⑴
社
会
的
ニ
ー
ズ
へ
の
対

応
、
⑵
創
造
性
・
革
新
性
、
⑶

実
効
性
、
⑷
協
働
の
実
現
、
⑸

「
第
７
回
プ
ラ
チ
ナ
大
賞
」
に
お
い
て

「
大
賞
」「
総
務
大
臣
賞（
最
高
賞
）」
を
受
賞

弘
前
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｉ
研
究
推
進
機
構 

教
授
／
Ｃ
Ｏ
Ｉ
副
拠
点
長（
戦
略
統
括
） 　

村　

下　

公　

一

弘前大学ＣＯＩ

　

令
和
二
年
一
月
三
十
一
日

㈮
、
弘
前
大
学
は
、
青
森
県
、

弘
前
市
と
と
も
に
、
科
学
技
術

振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
共
催

の
も
と
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
弘

前
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｉ
ヘ
ル
シ
ー
エ

イ
ジ
ン
グ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
０
」
を

ア
ー
ト
ホ
テ
ル
弘
前
シ
テ
ィ

で
開
催
し
ま
し
た
。
全
国
か

ら
約
五
百
名
の
お
客
様
に
ご

来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

弘
前
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｉ
が
目
指
す

青
森
県
の
短
命
県
脱
却
と
、

県
民･

国
民
の
健
康
寿
命
延

伸
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）

と
Ｇ
Ｎ
Ｈ
（
幸
福
度
）
の
最

「
弘
前
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｉ 

ヘ
ル
シ
ー
エ
イ
ジ
ン
グ
・

 

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
０
」
を
開
催
し
て

大
化
に
よ
る
「
寿
命
革
命
」
実

現
に
向
け
て
、
当
拠
点
の
超
多

項
目
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
基
盤
と

し
た
社
会
実
装
戦
略
と
、
真
の

「
健
康
の
未
来
」
に
つ
い
て
徹

底
討
論
す
る
た
め
、
産
学
官
金

民
ト
ッ
プ
が
一
堂
に
会
し
、
研

究
や
取
組
の
成
果
に
つ
い
て
発

表
・
討
論
し
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
弘
前
大

学 

佐
藤
学
長
、
青
森
県 

田
中

商
工
労
働
部
長
、
弘
前
市 

鎌

田
副
市
長
、
Ｊ
Ｓ
Ｔ 

白
木
澤

理
事
か
ら
ご
挨
拶
が
あ
り
、
来

賓
と
し
て
文
部
科
学
省
大
臣
官

房 

真
先
文
部
科
学
戦
略
官
、

CO
I ST

REA
M

 

松
田
ビ
ジ
ョ

ナ
リ
ー
リ
ー
ダ
ー
か
ら
ご
挨
拶

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
弘
前
大
学

弘
前
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｉ
研
究
推
進
機
構 

教
授
／

Ｃ
Ｏ
Ｉ
副
拠
点
長（
戦
略
統
括
）　

村　

下　

公　

一

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

全体の様子

プレゼンターと

中路先生

小宮山会長からトロフィーを受ける

工藤機構長

会場の様子
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の
中
路
特
任
教
授
が
「『
Ｑ
Ｏ

Ｌ
健
診
』
で
健
康
未
来
を
切
り

拓
く
」
と
題
し
て
講
演
し
、
弘

前
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｉ
の
こ
れ
ま
で
の

成
果
や
現
在
の
戦
略
、
将
来
展

望
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

　

特
別
講
演
で
は
、
ヒ
ュ
ー
マ

ン
・
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
・
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
ズ
㈱
代
表
取
締
役
社
長

の
橋
爪
克
仁
氏
が
「
未
来
の
健

康
社
会
に
お
け
る
メ
タ
ボ
ロ
ミ

ク
ス
の
可
能
性
」
と
題
し
て
、

メ
タ
ボ
ロ
ミ
ク
ス
と
Ａ
Ｉ
と
の

組
み
合
わ
せ
に
よ
る
将
来
的
な

展
望
な
ど
に
つ
い
て
講
演
さ
れ

ま
し
た
。
続
い
て
、
日
本
コ
ー

プ
共
済
生
活
協
同
組
合
連
合
会

総
合
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
本
部
長
の

前
田
か
お
り
氏
か
ら
「
く
ら
し

や
す
い
地
域
社
会
の
実
現
に
向

け
た
健
康
づ
く
り
（
生
協
版
行

動
変
容
モ
デ
ル
）
を
目
指
し

て
」
と
題
し
て
、
健
康
へ
の
行

動
変
容
を
目
指
し
た
生
協
の
取

組
に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
内
閣
府
政
策
統

括
官
（
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
担
当
）
松
尾
泰
樹
氏
か

ら
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
の

最
新
動
向
」
と
題
し
て
、
政
府

の
方
針
や
施
策
の
最
新
状
況
に

つ
い
て
予
算
も
含
め
た
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。

　

特
別
企
画
の
「
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
解
析
チ
ー
ム
最
前
線
」
で

は
、
京
都
大
学
大
学
院
医
学
研

究
科 

奥
野
教
授
、
名
古
屋
大

学
大
学
院
医
学
系
研
究
科 

中

杤
准
教
授
、
東
京
大
学
大
学
院

薬
学
系
研
究
科
医
薬
政
策

学 

正
路
先
生
が
そ
れ
ぞ
れ
最

新
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
詳
し

く
ご
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
デ
ー
タ
連
携
最
前
線
」
で

は
、
京
都
府
立
医
科
大
学
大
学

院
医
学
研
究
科 

大
内
併
任
助

教
、
和
歌
山
県
立
医
科
大

学 

有
田
名
誉
教
授
、
名
桜
大

学 

本
村
上
級
准
教
授
が
そ
れ

ぞ
れ
岩
木
健
康
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

と
各
大
学
の
デ
ー
タ
を
連
携
さ

せ
て
得
ら
れ
た
成
果
を
ご
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
地
域
連
携
最
前

線
」
で
は
、
青
森
市

か
ら
小
野
寺
市
長
、

鰺
ヶ
沢
町
か
ら
平
田

町
長
、
南
部
町
か
ら

工
藤
町
長
、
協
同
組

合
青
森
総
合
卸
セ
ン

タ
ー
か
ら
小
田
切
業

務
部
長
が
登
壇
さ

れ
、そ
れ
ぞ
れ
地
域
・

学
域
・
職
域
の
活
動

に
つ
い
て
講
演
さ
れ

ま
し
た
。

　
「
認
知
症
・
意
思

決
定
支
援
最
前
線
」

で
は
、
京
都
府
立
医

科
大
学
大
学
院
医
学

研
究
科
の
成
本
教
授

が
、
近
年
大
き
な

注
目
を
集
め
る
高

齢
者
の
意
思
決
定

支
援
に
つ
い
て
詳

し
く
ご
説
明
さ
れ

ま
し
た
。

　

続
い
て
の
「
社

会
実
装
リ
レ
ー
」

で
は
Ｃ
Ｏ
Ｉ
の
参

画
企
業
の
代
表
的

な
取
り
組
み
例
と

し
て
、
花
王
、
ラ

イ
オ
ン
、
サ
ン
ト

リ
ー
、
ハ
ウ
ス
、

カ
ゴ
メ
な
ど
の
企

業
お
よ
び
産
業
技

術
総
合
研
究
所
、

国
立
健
康
・
栄
養

研
究
所
の
計
二
十

者
が
そ
れ
ぞ
れ
の

研
究
や
取
り
組
み

を
発
表
し
ま
し

た
。

　

最
後
の
セ
ッ

シ
ョ
ン
で
あ
る
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
㈱

宮
田
総
研
代
表
取

締
役 

宮
田
氏
を

モ
デ
レ
ー
タ
に
、

Ｃ
Ｏ
Ｉ
統
括
ビ

ジ
ョ
ナ
リ
ー
リ
ー

ダ
ー
代
理
／
名
古

屋
大
学
医
学
部
付

佐藤学長 白木澤理事 真先文部科学戦略官 松田 VL

中路特任教授 橋爪社長 前田本部長 松尾政策統括官

小野寺青森市長 平田鰺ヶ沢町長 工藤南部町長 若林副学長

　

令
和
元
年
十
一
月
一
日
に
寄

附
講
座
「
先
進
血
液
浄
化
療
法

学
講
座
」
が
開
講
し
ま
し
た
。

本
稿
で
は
、
そ
の
新
し
い
寄
付

講
座
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま

す
。

　

近
年
、
わ
が
国
で
は
糖
尿
病

性
腎
症
の
急
増
と
急
速
な
高
齢

化
に
伴
い
、
血
液
透
析
が
必
要

な
慢
性
腎
不
全
患
者
の
数
は
毎

年
約
一
万
人
ず
つ
増
え
続
け
、

現
在
、
約
三
十
四
万
人
の
患
者

が
血
液
透
析
を
受
け
て
い
ま

す
。
そ
の
一
方
で
、
地
方
に
お

け
る
透
析
担
当
医
不
足
が
深
刻

化
し
て
お
り
、
透
析
施
設
の
集

約
化
、
透
析
管
理
シ
ス
テ
ム
の

効
率
化
、
遠
隔
透
析
管
理
シ
ス

テ
ム
の
開
発
と
普
及
が
待
ち
望

ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
透
析

医
療
に
関
わ
る
医
療
費
も
二
兆

円
に
届
こ
う
と
し
て
お
り
、
国

民
総
医
療
費
の
四
十
数
兆
円
に

占
め
る
割
合
は
憂
慮
す
べ
き
規

模
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
医
療
経
済
的
に
も
血
液
浄

化
療
法
の
効
率
化
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
医
学
部
附
属
病
院
に

お
け
る
血
液
浄
化
療
法
は
、
血

液
浄
化
療
法
室
と
集
中
治
療

部
（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
で
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
血
液
浄
化
療
法
室
で

は
、
院
内
発
生
急
性
腎
不
全
、

他
院
で
維
持
透
析
中
の
患
者
が

手
術
目
的
な
ど
で
本
院
に
入
院

し
た
際
の
透
析
支
援
、
持
続
血

液
ろ
過
法
、
腎
移
植
前
後
の
管

理
、
血
漿
交
換
法
、
二
重
ろ
過

血
漿
交
換
法
等
多
彩
な
血
液
浄

化
療
法
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
専
任
教
員
が
配
属
さ
れ
て

お
ら
ず
、
看
護
師
、
臨
床
工
学

士
も
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
ス
タ
ッ
フ
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
で
対

応
し
て
い
る
の
が

現
状
で
、
安
全
管

理
の
面
か
ら
も
同

セ
ン
タ
ー
管
理
シ

ス
テ
ム
改
善
の
必

要
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

本
寄
附
講
座
は

泌
尿
器
科
学
講

座
、
循
環
器
腎
臓

内
科
学
講
座
、
麻

酔
科
学
講
座
と
密

接
に
連
携
す
る
関

係
と
し
、さ
ら
に
、

人
工
知
能
を
用
い

た
遠
隔
医
療
シ
ス

テ
ム
を
開
発
す
る

こ
と
か
ら
こ
の
三

講
座
に
医
学
医
療

情
報
学
講
座
を
加

え
た
四
講
座
を
中

心
に
、
学
内
外
と

の
共
同
研
究
、
学

部
学
生
・
大
学
院

学
生
の
教
育
、
研

究
機
器
の
共
同
利

用
、
セ
ミ
ナ
ー
等

研
究
行
事
の
共
催

を
行
い
、
血
液
浄

化
療
法
に
お
け
る

教
育
研
究
の
さ
ら

な
る
充
実
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

　

本
寄
附
講
座
の
研
究
に
よ
っ

て
効
率
が
良
く
医
療
安
全
の
面

で
も
優
れ
た
血
液
浄
化
療
法
管

理
シ
ス
テ
ム
の
開
発
と
普
及
、

そ
し
て
透
析
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の

向
上
が
実
現
し
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
本
寄
附
講
座
の
成
果
は
、

地
域
医
療
に
多
大
な
る
恩
恵
を

も
た
ら
す
の
み
で
な
く
、
我
が

国
の
医
療
経
済
に
対
し
て
も
大

き
く
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

研
究
課
題
と
し
て
は
、
①
血

液
透
析
の
遠
隔
管
理
シ
ス
テ
ム

の
開
発
と
普
及　

②
腹
膜
透
析

の
遠
隔
管
理
シ
ス
テ
ム
の
開
発

と
普
及　

③
人
工
知
能
に
よ
る

透
析
管
理
シ
ス
テ
ム
の
開
発　

④
維
持
透
析
患
者
に
お
け
る
腎

臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
法
の

開
発
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

属
病
院 

水
野
先
生
を
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
に
迎
え
、
鰺
ヶ
沢
町
長

や
南
部
町
長
は
じ
め
産
学
官
民

か
ら
の
パ
ネ
リ
ス
ト
九
名
が
登

壇
し
、「
人
生
100
年
時
代
の
健

康
未
来
を
考
え
る
」
と
い
う

テ
ー
マ
の
も
と
で
熱
い
討
論
を

重
ね
ま
し
た
。

　

閉
会
に
際
し
、
弘
前
大

学 

若
林
副
学
長
（
医
学
研
究

科
長
）
か
ら
挨
拶
を
い
た
だ

き
、
今
後
に
つ
い
て
「
健
康
未

来
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
」
を
中
心
と
し
た
体
制
づ

く
り
に
つ
い
て
も
お
話
が
あ

り
、
当
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
大
き

な
拍
手
に
包
ま
れ
成
功
裡
に
終

了
し
ま
し
た
。

　

弘
前
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｉ
は
今
後
も

学
内
外
の
先
生
方
、
参
画
機
関

は
じ
め
ご
関
係
皆
さ
ま
の
ご
指

導
・
御
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、

本
事
業
の
さ
ら
な
る
推
進
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ヘ
ル
ス
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
へ
の
貢
献
を
目
指
し
躍
進
し

て
参
り
ま
す
。
引
き
続
き
の
ご

指
導
の
ほ
ど
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
先
進
血
液
浄
化
療
法
学
講
座
」

 

　
　
　
　
　
　
　
開
設
に
あ
た
っ
て

泌
尿
器
科
学
講
座　

教
授　

大　

山　
　
　

力

寄附講座

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

デモ会場
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将
来
に
向
け
て

医
学
部
長
・
医
学
研
究
科
長　

若　

林　

孝　

一

医 学 研 究 科 長
医 学 部 長 寄 稿

　

弘
前
大
学
医
学
科
・
医
学
研

究
科
の
強
み
は
、
自
ら
の
課
題

を
自
覚
し
、
そ
の
課
題
に
真
摯

に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
に
あ

る
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
青

森
県
に
お
け
る
医
師
不
足
の
解

消
の
た
め
に
地
域
定
着
枠
を
早

期
か
ら
導
入
し
、
そ
の
拡
充
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
一
方
、
全

国
的
に
は
入
学
定
員
を
削
減
す

る
医
学
部
が
増
え
つ
つ
あ
り
ま

す
。
二
〇
二
〇
年
度
に
入
学
定

員
を
減
ら
し
た
医
学
部
は
二
三

あ
り
、
前
年
度
に
比
べ
計
九
〇

名
が
削
減
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
、
弘
前
大
学
医
学
科
の
入
学

定
員
は
一
一
二
名
、
そ
の
う
ち

二
七
名
は
臨
時
定
員
増
に
よ
る

も
の
で
す
。
可
能
な
限
り
、
こ

の
臨
時
定
員
増
を
維
持
し
て
ゆ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

入
学
定
員
増
と
も
関
連
し

て
、
臨
床
実
習
を
地
域
の
多
数

の
医
療
機
関
と
連
携
し
て
行

い
、
診
療
参
加
型
の
臨
床
実
習

を
進
め
て
ゆ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
今
後
、
医
学
教
育
に
お
い

て
は
、
授
業
時
間
の
短
縮
（
九

〇
分
を
六
〇
分
に
）、
授
業
科

目
の
垂
直
的
統
合
（
例
え
ば
生

理
学
の
講
義
で
心
音
を
聞
か
せ

た
り
、
心
臓
の
動
き
を
見
せ
る

な
ど
、
基
礎
と
臨
床
の
融
合
）、

水
平
的
統
合
（
神
経
科
学
の
授

業
で
解
剖
学
、
生
理
学
、
病
理

学
の
内
容
を
教
え
る
な
ど
複

数
の
科
目
の
融
合
）、
形
成
的

評
価
（
最
終
的
な
評
価
で
な

く
、
学
生
の
到
達
度
を
途
中
で

チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
そ
の
場
で
改

善
す
る
）
を
進
め
て
ゆ
く
こ
と

が
望
ま
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
、
運
営
、

評
価
に
学
生
の
意
見
を
も
っ
と

生
か
し
て
ゆ
く
こ
と
で
し
ょ

う
。

　

研
究
面
で
は
若
手
研
究
者
の

育
成
が
最
も
重
要
で
す
。
各
講

座
に
お
い
て
大
学
院
へ
の
進
学

を
積
極
的
に
勧
め
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
し
、
学
位
を

取
得
し
た
方
の
研
究
面
で
の

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
（
留
学
な

ど
）
を
支
援
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
医
学
研
究
科

全
体
と
し
て
、
研
究
施
設
を
含

め
基
礎
医
学
講
座
の
あ
り
方
を

議
論
す
べ
き
時
期
に
来
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
マ
ッ
チ
ン
グ
や

新
専
門
医
制
度
の
導
入
を
嘆
く

の
で
は
な
く
、
研
究
者
育
成
に

対
す
る
弘
前
大
学
独
自
の
方
策

を
考
え
、
実
行
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
現
実
的
に
は
国
際

共
著
論
文
の
増
加
、
外
部
資
金

の
導
入
も
重
要
な
要
素
で
す
。

　

施
設
面
で
は
実
験
動
物
施
設

の
改
修
と
附
属
病
院
の
再
開
発

が
始
ま
り
、
こ
れ
か
ら
設
備
は

良
く
な
っ
て
ゆ
く
で
し
ょ
う
。

　

平
成
十
九
年
消
化
器
血
液
内

科
学
講
座
教
授
に
就
任
時
、
青

森
県
内
の
医
師
不
足
は
極
め
て

深
刻
で
あ
り
、
地
域
医
療
崩
壊

の
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
し

た
。
医
局
員
が
五
十
五
名
（
関

連
施
設
勤
務
含
め
）
と
い
う
厳

し
い
中
で
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た

が
、「
地
域
医
療
を
守
る
こ
と

が
使
命
」
と
い
う
当
科
の
理
念

を
堅
持
し
、
教
室
員
お
よ
び
関

連
施
設
の
先
生
方
そ
し
て
各
自

治
体
の
ご
理
解
の
も
と
、
病
院

の
統
廃
合
や
縮
小
を
実
現
し
、

地
域
医
療
の
崩
壊
を
何
と
か
食

い
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
平
成
二
十
四
年
か
ら
副
病

院
長
を
、
そ
し
て
平
成
二
十
八

年
か
ら
病
院
長
／
学
長
特
別
補

佐
を
拝
命
し
、
教
授
在
任
十
二

年
中
の
八
年
間
、
病
院
の
運

営
・
経
営
を
経
験
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
教
職
員
と
の
議

論
、
合
意
形
成
を
重
視
し
つ

つ
、
組
織
運
営
改
革
を
実
施
し

ま
し
た
。
職
場
の
労
働
環
境
改

善
、
遅
れ
て
い
た
医
療
機
器
の

更
新
、
新
規
医
療
技
術
へ
の
重

点
的
投
資
を
行
い
つ
つ
も
、
多

く
の
国
立
大
学
病
院
の
経
営
が

困
難
さ
を
増
す
中
で
黒
字
経
営

を
維
持
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

懸
案
で
あ
っ
た
病
院
の
再
開
発

事
業
も
、
新
病
棟
の
建
設
が
よ

う
や
く
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
以

上
の
よ
う
な
教
授
お
よ
び
病
院

長
と
し
て
の
実
績
を
評
価
い
た

だ
き
、
学
長
選
考
会
議
で
次
期

学
長
候
補
者
に
ご
指
名
い
た
だ

い
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
室
員
、
同
門
の
先
生
方
、
各

自
治
体
、
そ
し
て
何
よ
り
医
学

部
・
附
属
病
院
の
教
職
員
の
皆

様
方
に
よ
っ
て
導
か
れ
た
重

責
、
名
誉
で
あ
る
こ
と
を
肝
に

銘
じ
、
学
長
の
責
務
を
果
た
し

て
参
り
ま
す
。

　

医
学
部
・
附
属
病
院
に
お
け

る
研
究
、
医
療
、
管
理
・
運
営

面
に
け
る
施
策
お
よ
び
実
績

が
、
弘
前
大
学
全
体
の
評
価
を

左
右
し
ま
す
。
学
部
横
断
的
な

多
学
部
共
同
研
究
や
全
国
的
規

模
の
共
同
研
究
の
推
進
、
外
部

資
金
の
獲
得
お
よ
び
研
究
力
の

益
々
の
向
上
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
新
病
棟
建
設
に
付
帯
す
る

既
存
施
設
の
取
り
壊
し
や
代
替

施
設
の
建
設
・
改
修
は
病
院
の

自
己
資
金
で
整
備
す
る
計
画
と

な
っ
て
い
ま
す
。
病
院
の
安
定

た
だ
し
、
将
来
、
講
座
や
教
授

の
数
が
増
え
る
こ
と
を
見
越
し

て
、
共
有
あ
る
い
は
多
目
的
の

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
お
く
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
欲

を
言
え
ば
、
附
属
病
院
の
中
に

臨
床
医
学
教
育
に
関
す
る
ス

ペ
ー
ス
と
人
員
が
確
保
さ
れ
、

卒
前
教
育
と
卒
後
教
育
が
シ
ー

ム
レ
ス
に
行
え
る
よ
う
に
な
れ

ば
最
高
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
人
口
減
少
が
進

み
、
大
学
が
規
模
を
縮
小
し
て

ゆ
く
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
と

思
い
ま
す
。
月
並
み
な
表
現
で

す
が
、
教
員
と
職
員
が
一
体
と

な
り
、
選
択
と
集
中
、
そ
し
て

工
夫
を
重
ね
て
ゆ
く
こ
と
で
し

か
対
応
で
き
ま
せ
ん
。
反
省
よ

り
も
具
体
的
な
対
処
方
法
を
考

え
る
べ
き
で
す
。

し
た
経
営
基
盤
が
前
提
と
な
る

こ
と
か
ら
、
機
能
強
化
に
加
え

て
こ
れ
ま
で
以
上
に
経
営
改
善

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
地
域

医
療
に
お
い
て
、
全
て
の
診
療

科
は
青
森
県
全
域
・
北
秋
田
医

療
圏
の
医
療
を
支
え
る
責
務
が

あ
る
と
い
う
認
識
を
新
た
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
シ
ー
ム
レ
ス
な
医
学

教
育
、
臨
床
実
習
が
叫
ば
れ
る

中
、
当
地
域
で
こ
れ
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
県
内
の
す
べ
て

の
中
核
病
院
の
診
療
機
能
を
早

期
に
充
実
さ
せ
、
教
育
・
研
修

機
能
を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
卒
業
生
（
と
く
に
地

域
枠
卒
業
生
）
の
キ
ャ
リ
ア
形

成
と
ど
の
よ
う
に
両
立
さ
せ
る

の
か
と
い
う
課
題
を
含
め
て
、

県
と
の
密
な
連
携
を
維
持
し
つ

つ
、
教
授
会
が
中
心
と
な
っ
て

今
後
も
議
論
を
重
ね
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

春
か
ら
、
全
学
的
な
立
場
で

弘
前
大
学
を
牽
引
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
医
学
部
・

附
属
病
院
の
全
面
的
な
ご
支
援

な
く
し
て
そ
の
責
務
を
は
た
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま

で
と
変
わ
ら
ず
ご
指
導
ご
鞭
撻

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

学
長
就
任
に
あ
た
っ
て

附
属
病
院
長　

福　

田　

眞　

作
　

私
は
本
学
に
は
平
成
九
年
に

参
り
ま
し
た
。
丁
度
そ
の
頃
か

ら
、
教
授
選
考
に
際
し
て
最
終

候
補
者
に
よ
る
抱
負
発
表
会
が

全
国
の
大
学
で
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
私
は
弘
前
大
学
医
学

部
に
お
け
る
二
回
目
の
抱
負
発

表
会
で
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
く

機
会
を
得
ま
し
た
。
そ
の
と
き

に
前
任
地
の
東
北
大
学
で
は
、

私
の
恩
師
に
あ
た
る
丹
治
順
先

生
の
ご
指
導
は
も
ち
ろ
ん
、
北

大
の
出
身
で
山
形
大
学
の
医
学

部
長
を
さ
れ
て
い
た
土
居
勝
彦

先
生
（
生
理
学
）
の
ご
推
薦
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
当

時
は
東
北
大
学
医
学
部
長
の
久

道
茂
先
生（
公
衆
衛
生
学
）が
、

東
北
大
学
医
学
部
か
ら
の
候
補

者
す
べ
て
に
つ
い
て
ご
本
人
の

前
で
発
表
会
の
予
行
演
習
を
さ

せ
る
と
い
う
こ
と
を
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
は
ご
自
分
を
含

め
て
教
授
と
い
え
ど
も
必
ず
し

も
す
べ
て
の
領
域
に
精
通
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
分

か
り
や
す
い
発
表
を
目
指
さ
せ

る
と
い
う
ご
配
慮
か
ら
で
あ

り
、
そ
の
教
え
を
現
在
ま
で
も

私
の
肝
に
命
じ
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
は
北
海
道
大
学
の
出

身
で
す
が
、
本
学
に
参
り
ま
す

前
ま
で
は
丹
治
教
授
の
も
と
東

北
大
学
医
学
部
の
生
理
学
教
室

で
十
年
間
助
教
授
の
任
に
あ

た
っ
て
い
ま
し
た
。
当
初
は
東

北
大
学
が
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ

か
も
よ
く
知
ら
な
い
状
況
で
し

た
が
、
私
が
赴
任
し
た
昭
和
六

十
二
年
当
時
、
東
北
大
学
医
学

部
の
学
部
長
で
お
ら
れ
た
山
本

敏
行
先
生
は
弘
前
大
学
医
学
部

の
解
剖
学
教
授
で
お
ら
れ
た
こ

と
、
本
学
に
お
け
る
私
の
前
任

の
鈴
木
寿
夫
先
生
は
、
東
北
大

学
の
学
長
を
さ
れ
た
本
川
弘
一

先
生
主
催
の
生
理
学
教
室
の
ご

出
身
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
人
の

つ
な
が
り
の
深
さ
に
驚
か
ざ
る

を
え
ま
せ
ん
。
何
よ
り
も
私
が

本
学
に
選
考
さ
れ
た
と
き
の
医

学
部
長
は
遠
藤
正
彦
先
生
（
そ

の
の
ち
本
学
学
長
）
で
し
た

が
、
私
が
本
学
の
教
授
に
決

ま
っ
た
直
後
に
、
遠
藤
先
生
が

学
位
を
と
ら
れ
た
東
北
大
学
医

学
部
医
化
学
教
室
に
来
ら
れ
る

機
会
が
あ
っ
た
折
に
、
わ
ざ
わ

退
職
に
あ
た
っ
て

統
合
機
能
生
理
学
講
座　

教
授　

蔵　

田　
　
　

潔

ざ
私
の
部
屋
に
足
を
運
ば
れ

て
、「
弘
前
大
学
に
来
て
く
だ

さ
い
」
と
の
お
話
を
い
た
だ
い

た
こ
と
に
大
変
感
激
し
た
こ
と

を
今
で
も
鮮
明
に
記
憶
し
て
い

ま
す
。
本
学
に
参
り
ま
し
て
か

ら
も
、
理
工
学
部
の
教
授
の
先

生
の
息
子
さ
ん
が
東
北
大
学
医

学
部
の
学
生
で
、
た
ま
た
ま
私

が
基
礎
修
練
（
本
学
で
の
研
究

室
研
修
）
で
お
世
話
を
し
た
こ

と
を
知
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。

　

本
学
に
お
け
る
二
十
三
年
の

間
に
は
二
千
五
百
人
以
上
も
の

医
学
部
の
学
生
さ
ん
に
生
理
学

を
教
え
て
参
り
ま
し
た
。
生
理

学
の
単
位
を
と
る
こ
と
に
苦
労

さ
れ
た
方
々
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
臨
床
実

習
や
一
線
の
医
師
と
し
て
の
経

験
の
中
で
、
生
理
学
の
重
要
性

を
あ
ら
た
め
て
認
識
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
と
す
れ
ば
、
私
の

任
は
果
た
せ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

私
が
赴
任
し
て
以
来
の
卒
業
生

が
い
ま
や
本
学
を
担
う
中
堅
と

な
っ
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
、
大
き
な
感
慨
を
覚
え
て
い

ま
す
。
長
い
年
月
、
本
学
で
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
こ
と
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
一
九
七
五
年
に
弘
前
大

学
医
学
部
に
入
学
し
、
以
来
約

四
十
五
年
間
弘
前
大
学
に
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
二
〇
〇
〇

年
（
平
成
十
二
年
）
の
十
二
月

に
小
児
科
学
講
座
の
教
授
に
就

任
し
、
ち
ょ
う
ど
二
十
年
目
に

当
た
る
二
〇
二
〇
年
三
月
に
定

年
退
職
の
日
を
迎
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
今
、
こ
の
二
十

年
間
を
振
り
返
っ
て
み
る
と

あ
っ
と
い
う
間
の
出
来
事
の
よ

う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
良
い
こ

と
も
、
悪
い
こ
と
も
、
辛
か
っ

た
こ
と
も
、
嬉
し
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
と
て
も
充

実
し
た
良
い
二
十
年
間
で
し

た
。
こ
れ
も
、
私
を
支
え
て
く

れ
た
多
く
の
教
室
員
、
同
窓
会

の
先
生
方
、
医
学
部
各
講
座
・

部
門
、
小
児
科
を
始
め
と
す
る

看
護
部
門
、
事
務
部
門
の
方
々

の
お
陰
で
あ
り
、
心
よ
り
感
謝

の
念
を
捧
げ
ま
す
。

　

弘
前
大
学
小
児
科
は
、
私
が

小
児
科
に
加
わ
っ
た
一
九
八
一

年
に
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
グ

こ
の
20
年
間
を
振
り
返
っ
て

小
児
科
学
講
座　

教
授　

伊　

藤　

悦　

朗

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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頼
関
係
を
築
き
、

共
に
心
の
中
を
整

理
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
心
因
性
発
熱

に
限
ら
ず
、
心
身

相
関
が
原
因
と
考

え
ら
れ
る
疾
患
す

べ
て
に
お
い
て
重

要
で
あ
る
こ
と
を

再
認
識
い
た
し
ま

し
た
。

　

こ
の
論
文
の
要

旨
は
、
第
二
十
一

回
日
本
心
療
内
科

学
会
学
術
大
会
に

て
発
表
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
も
の
で

す
。
そ
の
後
、
論
文
に
し
て
は

ど
う
か
と
い
う
お
話
を
頂
き
、

論
文
化
致
し
ま
し
た
。
正
直
、

面
倒
だ
な
と
い
う
思
い
も
あ
り

ま
し
た
が
、
な
ん
と
か
完
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

研
究
が
発
展
し
、
講
座
後
輩
の

学
位
取
得
に
繋
が
っ
た
こ
と
も

嬉
し
く
思
い
ま
す
。
私
は
現
在

子
育
て
中
で
あ
り
、
短
時
間
勤

務
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
勤
務
体
系
を

ご
許
可
頂
い
た
福
田
教
授
を
は

じ
め
、
講
座
の
先
生
方
に
は
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
深
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
受

賞
は
、
長
年
こ
の
分
野
に
貢
献

さ
れ
て
き
た
佐
々
木
大
輔
先

生
、
佐
藤
研
先
生
の
ご
指
導
の

賜
物
で
あ
り
、
心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

二
〇
〇
一
年
十
二
月
、
ま
だ

米
国
の
多
発
同
時
テ
ロ
の
余
波

で
社
会
が
ざ
わ
ざ
わ
し
て
い
る

時
に
筑
波
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー
か
ら
本
学
に
赴
任
し
、
十

八
年
と
四
ヶ
月
の
長
き
に
わ
た

り
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
医

学
教
育
の
経
験
も
研
究
歴
も
な

く
、
ひ
た
す
ら
心
臓
血
管
手
術

を
行
っ
て
い
た
市
中
病
院
の
外

科
医
に
教
授
が
務
ま
る
も
の
か

と
、
不
安
で
一
杯
で
し
た
が
、

皆
様
の
お
か
げ
で
、
数
多
く
の

波
乱
を
乗
り
越
え
て
任
期
を
全

う
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

弘
前
大
学
医
学
部
の
教
員
と

し
て
当
初
私
に
求
め
ら
れ
た
こ

と
は
、「
医
学
教
育
の
充
実
」

と
「
心
臓
血
管
外
科
の
成
績
の

向
上
」
で
、
こ
の
お
約
束
は
果

た
せ
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

教
育
に
関
し
て
は
、「
良
医
を

育
て
る
」
と
い
う
目
標
に
向

か
っ
て
、
学
務
委
員
と
し
て
Ｏ

Ｓ
Ｃ
Ｅ
（
客
観
的
臨
床
能
力
評

価
試
験
）
本
導
入
、PreBSL

整
備
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
当
時
は
臨
床

実
習
をsm

all group teaching 

（
Ｓ
Ｇ
Ｔ
）
と
呼
ん
で
い
ま
し

た
が
、
こ
れ
を
Ｂ
Ｓ
Ｌ
（bed 
side learning

）
と
呼
称
を
改

め
、
学
生
が
実
習
を
通
し
て
学

ぶ
こ
と
を
明
示
し
ま
し
た
。
本

学
の
卒
業
生
か
ら
、「
現
場
に

出
て
、
他
学
の
卒
業
生
と
比
べ

る
と
弘
前
大
学
の
臨
床
教
育
は

と
て
も
進
ん
で
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
」
と
い
う
声
を
聞
き
ま

す
。
こ
れ
は
医
学
科
の
先
生
方

が
、
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
の
試
行
段
階
か

ら
苦
労
さ
れ
、PreBSL

で
体

系
的
に
教
育
し
て
こ
ら
れ
た
成

果
だ
と
思
い
ま
す
。
胸
部
心
臓

血
管
外
科
の
Ｂ
Ｓ
Ｌ
で
は
、
外

来
や
回
診
で
の
心
音
診
断
、
カ

ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
で
の
胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
・
心
電
図
、
病
理
組
織

像
、
冠
動
脈
造
影
の
読
影
で
実

習
生
の
診
断
能
力
の
向
上
に
努

め
ま
し
た
。
あ
る
初
期
研
修
医

が
小
児
科
を
回
っ
て
い
る
と
き

に
、「
聴
診
で
乳
児
の
心
室
中

隔
欠
損
を
見
つ
け
ま
し
た
」
と

報
告
に
来
た
時
は
本
当
に
嬉
し

く
思
い
ま
し
た
。

　

弘
前
大
学
医
学
部
の
教
育
の

特
徴
の
一
つ
は
、
充
実
し
た
医

療
安
全
教
育
で
す
。Ｂ
Ｓ
Ｌ（
現

Ｃ
Ｃ
１
）
前
の
半
年
間
、
十
七

コ
マ
の
演
習
と
事
例
検
討
を
組

み
合
わ
せ
、
医
療
安
全
を
医
療

の
質
の
評
価
と
確
保
ま
で
含
め

て
学
生
と
一
緒
に
勉
強
し
ま
し

　

こ
の
度
は
、
私
が
日
本
心
療

内
科
学
会
誌
に
投
稿
し
た
論
文

「
不
明
熱
症
例
に
お
け
る
心
因

性
発
熱
の
検
討
」（
日
本
心
療

内
科
学
会
誌
22（2018

）28‒35

）

が
、
第
十
四
回
河
野
賞
を
受
賞

致
し
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
河
野
賞
は
、

心
療
内
科
の
分
野
に
お
き
ま
し

て
多
大
な
功
績
を
遺
さ
れ
ま
し

た
、
河
野
智
信
先
生
を
称
え
、

一
年
間
に
学
会
誌
に
掲
載
さ
れ

た
論
文
の
う
ち
一
篇
を
優
秀
論

文
と
し
て
選
出
し
与
え
ら
れ
る

賞
で
す
。 「

第
14
回
河
野
賞
」を
受
賞
し
て

　

心
因
性
発
熱
は
、
機
能
性
高

体
温
症
と
も
呼
ば
れ
、
炎
症
性

疾
患
等
の
除
外
後
、
ス
ト
レ
ス

と
な
り
う
る
心
理
社
会
的
要
因

が
想
定
さ
れ
、
さ
ら
に
心
理
的

ス
ト
レ
ス
負
荷
に
よ
り
体
温
が

上
昇
す
れ
ば
診
断
が
確
実
に
な

り
ま
す
。
本
疾
患
は
、
不
明
熱

の
鑑
別
疾
患
の
ひ
と
つ
で
す
。

そ
こ
で
、
二
〇
一
四
年
一
月
か

ら
二
〇
一
六
年
七
月
ま
で
に
当

科
に
不
明
熱
と
し
て
受
診
し
た

四
十
症
例
に
つ
い
て
、
最
終
診

断
を
含
む
臨
床
的
特
徴
を
解
析

し
、
さ
ら
に
心
因
性
発
熱
に
つ

い
て
そ
の
特
徴
を
検
討
し
ま
し

た
。
心
因
性
発
熱
に
は
、
情
動

ス
ト
レ
ス
に
反
応
し
て
一
過
性

に
顕
著
な
高
体
温
（
～
41
℃
）

を
生
じ
る
場
合
と
、
慢
性
ス
ト

レ
ス
下
で
37

－

38
℃
程
度
の
高

体
温
が
持
続
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。「
感
染
や
炎
症
な
ど
の

身
体
的
原
因
が
な
く
て
も
こ
ん

な
に
熱
が
出
る
の
だ
ろ
う
か
」

「
何
か
見
逃
し
て
い
る
疾
患
は

な
い
か
」
と
い
う
思
い
が
、
こ

の
分
野
で
診
療
を
行
っ
て
い
る

者
で
す
ら
沸
き
起
こ
り
ま
す
。

そ
こ
に
明
確
な
ス
ト
レ
ス
の
存

在
が
あ
る
場
合
は
、
患
者
さ
ん

も
医
療
従
事
者
も
こ
の
病
態
を

受
け
入
れ
や
す
い
の
で
す
が
、

中
に
は
ス
ト
レ
ス
の
存
在
に
気

づ
い
て
い
な
い
、
認
め
た
く
な

い
患
者
さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
そ
の
場
合
、
慎
重
な
除

外
診
断
と
、
患
者
さ
ん
と
の
信

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

ル
ー
プ
診
療
体
制
・
研
究
体
制

（
血
液
腫
瘍
、
循
環
器
、
腎
臓
、

神
経
）
が
確
立
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
新
生
児
医
療
の

分
野
は
大
き
な
課
題
を
抱
え
て

い
て
い
ま
し
た
。
教
授
就
任
と

同
時
に
、
県
内
の
小
児
医
療
全

体
に
も
責
任
を
持
つ
立
場
と
な

り
ま
し
た
が
、
当
時
の
新
生
児

医
療
の
レ
ベ
ル
は
、
新
生
児
死

亡
率
、
周
産
期
死
亡
率
、
乳
児

死
亡
率
の
ど
れ
か
ら
見
て
も
全

国
最
下
位
で
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
苦
し
い
時
期
に
小
児
科
に

入
っ
て
く
れ
た
若
手
が
新
生
児

専
門
医
と
し
て
大
き
く
育
ち
、

青
森
県
の
新
生
児
医
療
の
レ
ベ

ル
も
こ
の
二
十
年
間
で
全
国
レ

ベ
ル
ま
で
向
上
し
ま
し
た
。

　

最
も
辛
か
っ
た
こ
と
は
、
二

〇
〇
四
年
に
開
始
さ
れ
た
卒
後

臨
床
研
修
制
度
の
影
響
で
、
そ

の
後
し
ば
ら
く
極
度
の
マ
ン
パ

ワ
ー
不
足
に
悩
ま
さ
れ
た
こ
と

で
し
た
。
し
か
し
、
教
室
員
と

様
々
な
取
り
組
み
を
行
い
、
地

域
枠
の
導
入
も
あ
っ
て
、
二
〇

一
一
年
か
ら
は
毎
年
平
均
約
五

名
の
新
人
が
小
児
科
に
加
わ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
こ
れ
ま
で
弘
前
大
学
小
児

科
の
関
連
病
院
で
は
な
か
っ
た

青
森
県
立
中
央
病
院
や
八
戸
市

民
病
院
も
関
連
病
院
と
な
り
、

小
児
科
の
研
修
シ
ス
テ
ム
も
格

段
に
充
実
し
ま
し
た
。
ま
た
、

大
学
も
念
願
で
あ
っ
た
三
十
人

体
制
を
や
っ
と
確
保
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
の
専
門
分
野
の
仕
事
で

は
、
臨
床
も
研
究
も
同
僚
、
後

輩
に
恵
ま
れ
、
弘
前
大
学
か
ら

少
し
で
す
が
世
界
に
発
信
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
、

「
ダ
ウ
ン
症
候
群
に
伴
う
白
血

病
」
と
「D

iam
ond-Blackfan

貧
血
」
の
研
究
で
は
、
新
規
の

白
血
病
原
因
遺
伝
子
の
同
定
や

新
し
い
先
天
性
骨
髄
不
全
症
の

発
見
に
発
展
し
、
世
界
か
ら
評

価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
実
績
を
バ
ネ
に
さ

ら
に
今
後
大
き
く
発
展
さ
せ
て

欲
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
、
苦
労
を
共
に
し
て

く
れ
た
一
人
一
人
の
皆
さ
ん
に

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
弘
前
大

学
医
学
研
究
科
及
び
附
属
病
院

が
益
々
大
き
く
発
展
す
る
こ
と

を
心
か
ら
祈
念
し
て
い
ま
す
。

つ
が
る
の
こ
と

胸
部
心
臓
血
管
外
科
学
講
座　

教
授　

福　

田　

幾　

夫

た
。
彼
ら
に
は
様
々
な
事
故
を

取
り
上
げ
て
研
究
発
表
を
し
て

も
ら
い
、
背
景
に
あ
る
シ
ス
テ

ム
不
全
の
問
題
を
考
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。
彼
ら
は
と
て
も
熱

心
で
、
私
た
ち
も
大
い
に
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。

　

診
療
で
は
、
オ
フ
ポ
ン
プ
冠

動
脈
バ
イ
パ
ス
手
術
を
積
極
的

に
応
用
し
、
そ
の
入
院
死
亡
率

は
〇
・
五
％
以
下
と
極
め
て
低

値
で
す
。
私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

で
あ
る
弓
部
大
動
脈
瘤
の
手
術

成
績
も
良
好
で
、
待
機
的
手
術

の
死
亡
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
ら
の
心
臓
血
管
外
科

領
域
で
最
も
難
度
の
高
い
手
術

が
、
若
手
が
執
刀
し
て
も
ベ
テ

ラ
ン
の
成
績
と
変
わ
ら
な
い
結

果
を
出
し
て
い
る
こ
と
が
私
の

誇
り
で
す
。
若
手
が
嬉
々
と
し

て
手
術
を
し
て
い
る
姿
を
見

て
、
多
数
の
若
者
が
心
臓
血
管

外
科
医
を
目
指
し
て
く
れ
た
こ

と
も
嬉
し
い
こ
と
で
す
。
こ
の

治
療
成
績
の
向
上
に
は
、
弘
前

大
学
理
工
学
部
と
の
共
同
研
究

で
安
全
な
体
外
循
環
戦
略
を
開

発
で
き
た
こ
と
が
寄
与
し
て
い

ま
す
。
医
工
連
携
研
究
は
初
期

か
ら
橋
渡
し
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
現
在
着
手
し
て
い
る
自
動

血
管
穿
刺
装
置
の
開
発
も
実
用

化
の
可
能
性
が
見
え
て
き
ま
し

た
。

　

四
月
か
ら
は
関
西
に
移
住

し
、
一
外
科
医
と
し
て
働
き
、

さ
ら
に
大
阪
大
学
医
学
部
・
工

学
部
で
、
東
日
本
大
震
災
以
来

取
り
組
ん
で
い
る
病
院
防
災
の

実
践
的
研
究
を
発
展
さ
せ
る
つ

も
り
で
す
。
東
京
、
千
葉
、
茨

城
、
大
阪
、
青
森
と
全
国
を
渡

り
歩
い
て
き
ま
し
た
が
、
兵
庫

県
が
終
の
す
み
か
に
な
り
ま

す
。
私
の
よ
う
な
者
を
拾
っ
て

い
た
だ
き
、
多
く
の
チ
ャ
ン
ス

を
与
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
弘

前
大
学
に
心
か
ら
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
皆
様
の
ご
発
展
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

お
別
れ
に
戯
れ
歌
を
一
首
。

　
風
と
き
て
風
と
去
り
ゆ
く

　
　
我
が
身
か
な

　
つ
が
る
の
こ
と
は

　
　
夢
の
ま
た
夢

２
０
１
９
年
日
本
心
療
内
科
学
会

消
化
器
内
科
，
血
液
内
科
，
膠
原
病
内
科　

医
員　

櫻　

庭　

美
耶
子

　

令
和
元
年
十
月
十
一
日
に
仙

台
市
に
て
第
百
四
十
一
回
日
本

医
学
放
射
線
学
会
北
日
本
地
方

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
来

は
十
月
十
一
日
・
十
二
日
両
日

の
開
催
で
し
た
が
、
大
型
の
台

風
十
九
号
の
接
近
に
伴
い
、

十
一
日
だ
け
の
開
催
に
変
更
と

な
り
ま
し
た
。
私
は
大
学
院
の

研
究
内
容
で
あ
る
「
非
小
細
胞

肺
癌
定
位
照
射
に
お
け
る
低

ヨ
ー
ド
密
度
腫
瘍
面
積
割
合
を

用
い
た
高
精
度
予
後
予
測
法
の

確
立
」
に
つ
い
て
発
表
を
行
い

ま
し
た
。

　

早
期
の
非
小
細
胞
肺
癌
の
治

療
と
し
て
手
術
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
高
齢
・
合
併
症
な
ど

の
理
由
で
手
術
不
能
で
あ
る
症

例
が
増
加
し
て
お
り
、
手
術
に

代
わ
る
治
療
法
と
し
て
体
幹
部

定
位
放
射
線
治
療
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
体
幹
部
定
位
放
射
線

治
療
の
局
所
制
御
率
は
八

－

九

割
と
良
好
で
は
あ
る
も
の
の
、

手
術
や
化
学
療
法
が
困
難
な
症

例
が
多
く
後
治
療
が
限
定
さ
れ

る
た
め
、
体
幹
部
定
位
放
射
線

治
療
の
局
所
制
御
率
を
さ
ら
に

向
上
さ
せ
る
こ
と
は
こ
れ
ら
の

症
例
に
お
い
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
血
流
の
低

下
し
た
腫
瘍
で
は
放
射
線
治
療

に
よ
る
局
所
制
御
率
が
低
下
す

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お

り
、
当
科
で
はD

ual energy 
CT

を
用
い
て
血
流
を
定
量
的

に
評
価
し
、
治
療
開
始
前
に
予

後
予
測
を
行
う
研
究
を
行
っ

て
い
ま
す
。D

ual energy CT

は
管
電
圧
の
異
な
る
二
種
類
の

優
秀
演
題
賞
を
受
賞
し
て

第
141
回
日
本
医
学
放
射
線
学
会
北
日
本
地
方
会

放
射
線
治
療
科　

医
員　

田　

中　

円　

葵

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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ロ
ウ
イ
ル
ス
は
培
養
で
き
な
い

の
で
代
替
に
用
い
ら
れ
る
）
に

対
し
て
わ
ず
か
な
効
果
が
あ
り

ま
し
た
が
顕
著
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
私
は
エ
ン
ベ
ロ
ー

プ
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
で
は
明
確
な

効
果
が
出
る
と
根
拠
の
な
い
確

信
を
も
ち
、
浅
野
ク
リ
ス
ナ
教

授
と
と
も
に
実
験
す
る
と
明
確

な
効
果
を
示
す
デ
ー
タ
が
得
ら

れ
、
予
想
的
中
で
感
激
し
た
次

第
で
す
。
取
り
急
ぎ
特
許
出
願

を
行
い
ま
し
た
が
、
大
切
な
こ

と
は
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明

で
す
か
ら
、
そ
れ
が
今
後
の
課

題
で
す
。
現
在
、
中
国
武
漢
か

ら
発
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
（2019-nCoV

）
感
染
症
が

世
界
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
他

の
エ
ン
ベ

ロ
ー
プ
ウ
イ

ル
ス
に
も
効

果
が
あ
れ
ば

と
思
い
ま

す
。
ま
た
、

不
溶
性
と
い

う
性
質
を
利

用
し
て
消
毒

用
エ
タ
ノ
ー

ル
と
の
棲
み

分
け
が
可
能

か
と
思
い
ま

す
。

　

一
方
、
こ

の
発
表
に
よ

り
、
藍
エ
キ

ス
が
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に

万
能
で
飲
ん

で
も
効
く
と

か
治
療
に
も

使
え
る
と

い
っ
た
拡
大

解
釈
の
風
聞

拡
散
が
怖
い

で
す
。
あ
く

ま
で
試
験
管

内
の
実
験
結

果
で
あ
る
こ

と
を
強
調
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
研
究
を
通
し
て
、
人
と
の

つ
な
が
り
、
も
の
と
の
つ
な
が

り
の
不
思
議
と
、
そ
の
つ
な
が

り
成
果
で
あ
る
こ
と
が
一
番
う

れ
し
い
で
す
。
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
予
想

に
反
し
て
参
加
者
も
多
く
、
発

表
後
に
は
活
発
な
質
疑
応
答
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
後
の
研

究
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
有
意
義
な

発
表
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
優
秀
演
題
賞
に
選
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
ま
さ

か
私
が
受
賞
で
き
る
と
は
思
っ

て
お
ら
ず
大
変
嬉
し
く
感
じ
て

お
り
ま
す
。
青
木
教
授
を
は
じ

め
、
学
会
発
表
の
度
に
私
の
拙

い
ス
ラ
イ
ド
を
時
間
を
か
け
て

確
認
し
助
言
し
て
く
だ
さ
る
先

生
方
の
指
導
の
賜
物
で
す
。
学

　

二
〇
一
九
年
十
二
月
二
十
四

日
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
と
し
て
公

表
さ
れ
ま
し
た
、
表
題
の
治
験

に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま

す
。

　

発
達
障
害
の
一
つ
で
あ
る 

自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
（
Ａ
Ｓ

Ｄ
） 

の
有
病
率
は
、
二
～
三
％

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
発
症
時

期
は
通
常
三
歳
以
前
で
あ
り
、

そ
の
症
状
や
行
動
、
特
徴
に
起

因
す
る
日
常
生
活
・
社
会
生
活

の
機
能
障
害
が
長
期
に
渡
る
た

め
、
成
人
期
に
お
い
て
も
生
活

に
困
難
が
生
じ
や
す
く
、
薬
物

治
療
・
生
物
学
的
治
療
は
未
開

発
で
す
。
し
か
し
、
発
達
支
援

な
ど
、
個
々
の
行
動
特
性
に
即

し
た
対
応
（
通
常
、
合
理
的
配

慮
と
呼
ば
れ
る
）
に
よ
っ
て
予

後
に
改
善
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
Ａ
Ｓ
Ｄ 

児
・
者
の
診
断
は
極
め
て
重
要

な
位
置
を
占
め
ま
す
が
、
Ａ
Ｓ

Ｄ 

の
診
断
は
難
し
く
子
ど
も

た
ち
へ
の
介
入
時
期
は
遅
れ
が

ち
で
す
。

　

Ａ
Ｓ
Ｄ 

を
診
断
す
る
の
は

主
に
小
児
科
医
や
小
児
精
神
科

医
で
す
。
通
常
、
観
察
さ
れ
た

行
動
学
的
所
見
の
評
価
は
、
米

国
精
神
医
学
会
精
神
障
害
の
診

断
と
統
計
マ
ニ
ュ
ア
ル
第
五
版

（D
SM

-5

）
に
ま
と
め
ら
れ
た

診
断
基
準
に
基
づ
き

行
い
ま
す
。
し
か

し
、
医
師
に
よ
る
診

断
の
ば
ら
つ
き
が
生

じ
や
す
く
、
ま
た
子

ど
も
の
行
動
も
環
境

の
影
響
を
受
け
や
す

い
た
め
、
早
期
に
診

断
を
得
る
こ
と
が
難

し
い
状
況
で
す
。
本

装
置
の
医
療
機
器
化
に
よ
り
、

医
師
の
診
断
に
客
観
的
で
安
定

し
た
評
価
が
加
え
ら
れ
る
こ
と

で
、
Ａ
Ｓ
Ｄ
児
へ
の
介
入
時
期

が
早
ま
り
、
Ａ
Ｓ
Ｄ
児
の
予
後

が
改
善
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
大
阪
大
学
を
代

表
と
し
て
弘
前
大
学
を
含
む
七

大
学
お
よ
び
Ｊ
Ｖ
Ｃ
ケ
ン
ウ
ッ

ド
は
、
二
〇
一
五
年
度
か
ら 

二
〇
一
八
年
度
ま
で
、
国
立
研

究
開
発
法
人
日
本
医
療
研
究
開

発
機
構
（
以
下
「
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
」）

の
支
援
を
受
け
、「
注
視
点
検

出
技
術
を
活
用
し
た
発
達
障
害

診
断
シ
ス
テ
ム
の
開
発
」
を
行

い
、
二
分
間
画
面
を
見
る
だ
け

で
Ａ
Ｓ
Ｄ
の
診
断
が
予
測
で
き

る
機
器
を
開
発
し
ま
し
た
。
そ

し
て
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医

療
機
器
総
合
機
構
（
Ｐ
Ｍ
Ｄ

Ａ
）
に
治
験
届
を
提
出
し
、
治

験
を
開
始
す
る
運
び
と
な
り
ま

し
た
。
今
回
の
研
究
で
は
、
浜

松
医
科
大
学
を
代
表
と
す
る
五

大
学
が
二
〇
一
九
年
度
か
ら
二

自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
の
診
断
補
助
装
置

と
し
て
医
療
機
器
の
承
認
に
向
け
た

医
師
主
導
治
験
の
開
始

Ｘ
線
で
Ｃ
Ｔ
を
撮
影
す
る
こ
と

に
よ
り
、
物
質
の
分
別
が
可
能

で
す
。
こ
れ
を
用
い
て
造
影
Ｃ

Ｔ
を
行
い
、
腫
瘍
の
ヨ
ー
ド
密

度
を
測
定
す
る
こ
と
に
よ
り
腫

瘍
の
血
流
を
定
量
的
に
評
価
で

き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で

は
腫
瘍
ヨ
ー
ド
密
度
を
平
均
値

や
中
央
値
で
評
価
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
は
そ
れ
に
面
積
の

概
念
を
加
え
て
よ
り
良
い
予
後

因
子
と
な
り
得
る
か
を
検
討
し

ま
し
た
。
台
風
の
接
近
の
た
め

参
加
者
が
少
な
い
こ
と
が
危
惧

会
発
表
や
ス
ラ
イ
ド
作
成
は
非

常
に
苦
手
で
あ
り
、
毎
回
学
会

の
度
に
四
苦
八
苦
し
、
発
表
上

手
な
同
期
や
後
輩
を
見
て
落
胆

す
る
こ
と
も
た
び
た
び
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た

だ
い
て
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
研
究
発
表
を
継
続
す
る

の
み
な
ら
ず
、
研
究
方
法
や
発

表
方
法
に
つ
い
て
も
研
磨
を
続

け
、
い
ず
れ
は
後
輩
を
指
導
で

き
る
よ
う
に
精
進
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

〇
二
一
年
度
か
け
て
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ

か
ら
支
援
を
受
け
、「
視
線
計

測
装
置
及
び
視
線
計
測
装
置
用

診
断
プ
ロ
グ
ラ
ム
（GF01

）

に
よ
る
Ａ
Ｓ
Ｄ
の
診
断
能
に
関

す
る
多
施
設
共
同
試
験
」
と
し

て
Ａ
Ｓ
Ｄ
の
診
断
補
助
と
し
て

医
療
機
器
の
承
認
を
目
指
し
ま

す
。

　

治
験
の
リ
ク
ル
ー
ト
期
間
は

二
〇
二
〇
年
七
月
ま
で
で
す
。

治
験
に
参
加
さ
れ
ま
す
と
、
知

能
検
査
や
自
閉
症
の
検
査
も
含

め
短
期
間
で
検
査
が
終
了
で
き

ま
す
。
五
歳
か
ら
十
七
歳
の
お

子
さ
ん
で
Ａ
Ｓ
Ｄ
の
診
断
を
希

望
さ
れ
る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た

ら
、
臨
床
試
験
管
理
セ
ン
タ
ー

に
是
非
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。 

神
経
精
神
医
学
講
座　

准
教
授　

斉　

藤　

ま
な
ぶ

　

三
年
振
り
に
寄
稿
す
る
機
会

を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

話
は
四
十
余
年
前
に
遡
り
ま

す
。
当
時
北
海
道
大
学
医
学
部

細
菌
学
教
室
の
大
学
院
生
だ
っ

た
私
は
、
三
年
目
で
ボ
ツ
リ
ヌ

ス
菌
に
関
す
る
学
位
論
文
を
仕

上
げ
、
大
学
院
の
残
り
の
期
間

で
ウ
イ
ル
ス
学
を
学
び
ま
し

た
。
当
時
教
室
の
テ
ー
マ
で

あ
っ
た
麻
疹
ウ
イ
ル
ス
や
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
（
Ｉ
Ｆ
Ｎ
）
の

強
力
な
イ
ン
デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ

る
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
病
ウ
イ

ル
ス
と
親
し
み
ま
し
た
。
そ
の

流
れ
で
Ｉ
Ｆ
Ｎ
の
研
究
を
す
る

こ
と
に
な
り
、
ウ
イ
ル
ス
感
染

実
験
を
し
た
か
っ
た
の
で
す

が
、
動
物
実
験
施
設
の
許
可
が

得
ら
れ
ず
、
細
菌
感
染
系
を
用

い
て
Ｉ
Ｆ
Ｎ
の
感
染
免
疫
に
お

け
る
役
割
の
研
究
を
始
め
ま
し

た
。
当
時
Ｉ
Ｆ
Ｎ
の
測
定
は
バ

イ
オ
ア
ッ
セ
イ
で
水
疱
性
口
内

ウ
イ
ル
ス
（
Ｖ
Ｓ
Ｖ
）
を
使
用

し
、
ウ
イ
ル
ス
と
の
つ
き
あ
い

は
続
い
た
の
で
す
が
、
一
九
八

十
年
代
後
半
に
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
Ａ
に

取
っ
て
代
わ
り
、
ウ
イ
ル
ス
を

扱
う
こ
と
も
な
く
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
三
十
余
年
、
し

か
も
定
年
退
職
し
て
か
ら
再
び

ウ
イ
ル
ス
研
究
に
携
わ
れ
る
こ

と
に
感
慨
ひ
と
し
お
で
す
。
若

い
と
き
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

経
験
し
て
お
い
て
よ
か
っ
た
と

改
め
て
思
い
ま
す
。

　

藍
と
の
出
会
い
は
二
〇
〇
三

年
で
す
。
教
育
学
部
北
原
晴
男

元
教
授
か
ら
誘
わ
れ
、
藍
エ
キ

ス
の
抗
真
菌
活
性
や
抗
ア
レ
ル

ギ
ー
作
用
を
研
究
し
ま
し
た
。

藍
エ
キ
ス
に
両
活
性
が
あ
る
こ

と
を
見
い
だ
し
、
抗
ア
レ
ル

ギ
ー
活
性
に
つ
い
て
は
特
許
を

出
願
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

弘
前
大
学
と
サ
ン
ス
タ
ー
株
式

会
社
と
の
共
同
研
究
チ
ー
ム
の

中
に
藍
の
部
門
が
で
き
、
花
田

勝
美
皮
膚
科
学
講
座
教
授
（
附

属
病
院
長
）
主
導
の
下
、
研
究

を
続
け
ま
し
た
が
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
終
了
と
と
も
に
藍
研
究
か

ら
離
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
三
年

前
、
福
田
眞
作
消
化
器
血
液
内

科
学
講
座
教
授
（
附
属
病
院

長
）
か
ら
藍
研
究
を
始
め
る
こ

と
を
伺
い
懐
か
し
く
思
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
一
年
後
、
櫻
庭

裕
丈
准
教
授
・
菊
池
英
純
助
教

を
介
し
て
、
あ
お
も
り
藍
産
業

協
同
組
合
か
ら
藍
エ
キ
ス
の
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
効
果
の

検
証
を
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。
ネ

コ
カ
リ
シ
ウ
イ
ル
ス
（
非
エ
ン

ベ
ロ
ー
プ
ウ
イ
ル
ス
、
ヒ
ト
ノ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

阻
害
剤
の
特
許
出
願

生
体
高
分
子
健
康
科
学
講
座　

特
任
教
授　

中　

根　

明　

夫

後援会のご案内
会長　石戸谷　忻　一

　弘前大学後援会では、学生の学業、課外活動への助成、学
生の進路指導に必要な助成等学生生活の多岐にわたる分野の
助成を行っております。つきましては、何卒本会の趣旨にご
賛同頂きまして、各位の格別のご高配、ご支援を賜りますよ
う、切にお願い申し上げます。
　なお、入会方法等の詳細については、弘前大学総務部総務
広 報 課（Tel：0172-39-3012、E-mail：jm3012@hirosaki-u.
ac.jp）までご連絡いただくか、弘前大学後援会ホームペー
ジ（http://www.hirosaki-u.ac.jp/kouen/index.html）をご覧
ください。

弘前大学
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究
内
容
に
関
す
る
白
熱
し
た

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
な
さ

れ
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
の
意
義

を
感
じ
た
瞬
間
で
も
あ
り
ま
し

た
。
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
契

機
に
、
医
学
研
究
科
そ
し
て
全

学
の
知
が
結
集
し
、
本
学
の
研

究
活
動
が
よ
り
一
層
活
発
に
な

る
こ
と
を
切
に
望
ん
で
お
り
ま

す
。

　

最
後
に
今
回
の
開
催
に
あ
た

り
、
実
行
委
員
な
ら
び
に
各
講

座
の
先
生
方
を
は
じ
め
と
す
る

多
く
の
皆
様
か
ら
多
大
な
ご
支

援
・
サ
ポ
ー
ト
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
次

回
第
二
回
の
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
イ

エ
ン
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
ゲ
ノ

ム
生
化
学
講
座
藤
井
穂
高
教
授

の
も
と
で
二
〇
二
〇
年
に
開
催

予
定
で
す
。
引
き
続
き
、
ご
支

援
の
ほ
ど
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
本
学
の

医
学
・
生
命
科
学
研
究
を
さ
ら

に
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
ご
講
演
も
医
学
研
究

の
醍
醐
味
な
ら
び
に
ご
自
身
の

研
究
に
対
す
る
熱
い
意
気
込
み

が
伝
わ
っ
て
く
る
素
晴
ら
し
い

内
容
で
し
た
。
聴
衆
の
研
究
者

も
大
い
に
刺
激
さ
れ
、
感
銘
を

受
け
た
様
子
で
し
た
。
若
手
研

究
者
か
ら
は
、
プ
レ
ナ
リ
ー

セ
ッ
シ
ョ
ン
六
題
な
ら
び
に
ポ

ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
二
十
九
題

を
発
表
い
た
だ
き
ま
し
た
。
発

表
す
る
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
研

　

二
〇
一
九
年
十
一
月
三
十
日

健
康
未
来
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
に
て
、
第
一
回
弘
前
メ

デ
ィ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ォ
ー

ラ
ム
（
会
長　

若
林
孝
一
医
学

研
究
科
長
）
を
開
催
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
は
百
二
十
三
名
の
参
加
が
あ

り
、
盛
会
裡
に
終
了
し
た
こ
と

を
ま
ず
は
ご
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
今
、
医
学
・

生
命
科
学
を
は
じ

め
と
す
る
基
礎
科

学
研
究
全
体
の
衰

退
が
叫
ば
れ
て
お

り
ま
す
が
、
弘
前

大
学
も
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
研

究
に
求
め
ら
れ
る

内
容
は
よ
り
一
層

高
度
化
し
、
一
つ

の
講
座
に
よ
る
研

究
だ
け
で
は
設
備

面
や
ア
イ
デ
ア
面

で
も
限
界
を
感
じ

る
こ
と
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
他

の
講
座
で
は
ど
の

よ
う
な
研
究
を

行
っ
て
い
る
の

か
、
ど
ん
な
設
備

を
有
し
て
い
る
の

か
、
興
味
は
あ
り

な
が
ら
も
な
か
な

か
そ
の
よ
う
な
こ

と
を
知
る
機
会
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
こ
で
今
回

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

目
的
を
、
医
学
研

究
科
の
み
な
ら
ず

全
学
の
様
々
な
分

野
・
講
座
の
研
究

者
と
の
交
流
促
進
な
ら
び
に
魅

力
あ
る
研
究
の
創
出
と
し
、

テ
ー
マ
を「
知
の
結
集
、融
合
、

そ
し
て
創
造
的
変
革
へ

（T
o

g
e

th
e

r! T
o

w
a

rd 
Innovation

）」
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
は

皆
様
の
御
協
力
の
も
と
、
全
学

を
巻
き
込
ん
で
研
究
発
表
や

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
す
る
場

に
な
り
ま
し
た
。
特
別
講
演
で

は
国
内
外
か
ら
著
名
な
医
学
研

究
者
を
お
招
き
し
、
教
育
講

演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
医
学

研
究
科
の
教
授
の
先
生
方
か
ら

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
で
は
脊
髄
損
傷

に
対
す
るM

use

細
胞
の
移
植

の
治
験
が
開
始
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
研
究
がM

use

細
胞

の
臨
床
応
用
へ
の
助
力
に
な
れ

る
よ
う
に
今
後
も
頑
張
っ
て
い

く
予
定
で
す
。

　

本
研
究
に
お
い
て
マ
ウ
ス
の

手
術
や
実
験
を
手
伝
っ
て
く
れ

た
後
輩
や
先
輩
方
、
細
胞
の
管

理
や
動
物
管
理
を
行
っ
て
く
れ

た
実
験
助
手
の
方
々
、
そ
し
て

実
験
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
本
発
表

の
指
導
を
し
て
い
た
だ
い
た
指

導
医
の
熊
谷
先
生
、
石
橋
教
授

に
は
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
は
最
優
秀
賞
に
お
選

び
い
た
だ
い
た
こ
と
を
大
変
光

栄
に
思
い
ま
す
。
本
研
究
会
で

は
広
く
生
命
科
学
を
テ
ー
マ
と

し
て
多
様
で
興
味
深
い
研
究
が

紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
基
礎
研
究
の
最

前
線
、
研
究
の
意
義
や
面
白
さ

を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
、
非
常

に
豪
華
で
実
り
の
多
い
研
究
会

で
し
た
。
私
は
学
生
の
頃
の
研

究
室
研
修
を
き
っ
か
け
と
し
て

現
在
に
至
り
ま
す
。
他
県
の
出

身
の
た
め
卒
後
や
初
期
研
修
後

の
進
路
に
つ
い
て
は
悩
む
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
が
、
当
講
座
・

糖
尿
病
研
究
と
の
出
会
い
を
大

切
に
し
た
い
と
思
い
、
大
学
院

生
と
し
て
基
礎
研
究
に
本
腰
を

入
れ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
水

上
先
生
か
ら
頂
い
た
「
糖
尿
病

性
神
経
障
害
に
お
け
る
マ
ク
ロ

フ
ァ
ー
ジ
を
介
し
た
炎
症
の
関

与
」
と
い
う
テ
ー
マ
は
糖
尿
病

分
野
に
お
け
る
ト
ピ
ッ
ク
と

ニ
ッ
チ
の
狭
間
の
絶
妙
な
ポ
ジ

シ
ョ
ン
に
位
置
し
て
お
り
、
や

り
甲
斐
と
興
味
を
好
バ
ラ
ン
ス

に
維
持
し
な
が
ら
三
年
間
研
究

を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
拙
い
な
が
ら
も
完
成
形
に

近
づ
い
た
研
究
成
果
に
つ
い
て

口
演
の
機
会
、
更
に
は
賞
を
頂

戴
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
正
に

感
無
量
の
思
い
で
す
。
ま
た
、

弘
前
大
学
医
学
部
の
研
究
環
境

が
日
々
整
備
さ
れ
て
き
て
い
る

こ
と
を
大
変
あ
り
が
た
く
感
じ

ま
す
。
私
の
研
究
で
は
培
養

ニ
ュ
ー
ロ
ン
の
軸
索
内
輸
送
と

い
う
微
細
な
現
象
を
タ
イ
ム
ラ

プ
ス
で
観
察
す
る
必
要
が
あ

り
、
当
初
使
用
し
て
い
た
顕
微

鏡
に
限
界
を
感
じ
て
い
た
と
き

に
、
健
康
未
来
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
て
い

る
共
焦
点
イ
メ
ー
ジ
サ
イ
ト

　

整
形
外
科
学
講
座
の
長
沖
と

申
し
ま
す
。
こ
の
度
は
第
一
回

弘
前
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
ス

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
て
こ
の
よ
う
な

賞
を
い
た
だ
き
大
変
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。
今
回
私
は
「
脊
髄

損
傷
に
対
す
るM

use

細
胞
移

植
に
よ
る
抗
炎
症
効
果
」
と
い

う
題
で
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。M

use

細
胞
は
ｉ
Ｐ

Ｓ
細
胞
や
、
Ｅ
Ｓ
細
胞
の
よ
う

に
多
能
性
・
多
分
化
能
を
も
つ

細
胞
で
あ
り
現
在
注
目
さ
れ
て

い
る
細
胞
の
一
つ
で
す
。
私
た

ち
は
こ
のM

use

細
胞
を
脊
髄

損
傷
マ
ウ
ス
に
移
植
し
、
そ
れ

に
よ
っ
て
脊
髄
損
傷
後
の
損
傷

部
で
の
炎
症
が
抑
制
さ
れ
運
動

機
能
が
改
善
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
判
明
し
ま
し
た
。
研
究
と
し

て
は
ま
だ
ま
だ
必
要
な
評
価
が

多
く
未
完
成
で
あ
る
の
が
現
状

で
す
。
今
後
さ
ら
な
る
実
験
を

行
い
皆
様
に
お
届
け
で
き
れ
ば

弘
前
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
ス

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
て

実
行
委
員
長　

富　

田　

泰　

史

（
循
環
器
腎
臓
内
科
学
講
座　

教
授
）

第1回

プ
レ
ナ
リ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
　

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
て

分
子
病
態
病
理
学
講
座（
内
分
泌
代
謝
内
科
学
講
座
所
属
）

　

助
手　

遅
野
井　
　

祥

メ
ー
タ
ーY

okogaw
a 

CQ
-1

が
好
評
を
得
て

い
る
こ
と
を
伺
い
ま
し

た
。
最
初
に
お
借
り
し

た
際
に
は
高
い
分
解
能

で
シ
ャ
ー
プ
に
撮
像
さ

れ
た
、
空
か
ら
見
た
夜

の
首
都
高
を
思
わ
せ
る

綺
麗
な
軸
索
内
輸
送
に

深
く
感
銘
を
受
け
、
基

礎
研
究
の
面
白
さ
を
再

確
認
し
ま
し
た
。
本
研

究
会
が
継
続
さ
れ
弘
前

大
学
の
基
礎
研
究
が
益
々
盛
ん

に
な
る
こ
と
を
願
う
と
と
も

に
、
私
も
将
来
は
大
学
に
恩
返

し
を
で
き
る
様
な
研
究
者
と
な

れ
る
よ
う
精
進
し
て
参
り
ま

す
。
会
長
の
若
林
先
生
、
実
行

委
員
長
の
富
田
先
生
、
企
画
・

実
行
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
先

生
方
、
日
頃
ご
指
導
を
い
た
だ

い
て
い
る
先
生
方
に
心
よ
り
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

プ
レ
ナ
リ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
　
　

優
秀
賞
を
受
賞
し
て

地
域
救
急
医
療
学
講
座
（
整
形
外
科
学
講
座
）

助
手　

長　

沖　

隼　

英 リソソームを蛍光標識したマウス DRG
由来の培養ニューロン

プレナリーセッション受賞者
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こ
の
度
、
第
一
回
弘
前
メ

デ
ィ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ォ
ー

ラ
ム
プ
レ
ナ
リ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

に
お
い
て
優
秀
賞
を
受
賞
い
た

し
ま
し
た
。

　

私
は
現
在
、
分
子
生
体
防
御

学
講
座
で
ご
指
導
い
た
だ
き
な

が
ら
、
ア
ド
リ
ア
マ
イ
シ
ン
心

筋
症
に
つ
い
て
基
礎
研
究
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ア
ド
リ
ア
マ

イ
シ
ン
は
様
々
な
悪
性
腫
瘍
に

有
効
な
抗
癌
剤
で
す
が
、
心
不

全
に
つ
な
が
る
心
毒
性
が
あ
る

た
め
そ
の
使
用
は
限
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
心
筋
細
胞
は
基

本
的
に
分
裂
増
殖
せ
ず
、
な
お

か
つ
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
を
多
く

含
む
と
い
う
特
徴
が
あ
る
た

め
、
障
害
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
の

分
解
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
マ
イ
ト

フ
ァ
ジ
ー
が
細
胞
内
恒
常
性
維

持
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
私
は

こ
の
マ
イ
ト
フ
ァ
ジ
ー
に
関

プ
レ
ナ
リ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
　
　

優
秀
賞
を
受
賞
し
て

循
環
器
腎
臓
内
科
学
講
座
（
分
子
生
体
防
御
学
講
座
所
属
）

　

医
員　

對　

馬　

迪　

子

　

こ
の
度
は
、
第
一
回
弘
前
メ

デ
ィ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
お
い
て
ポ
ス
タ
ー
最
優

秀
賞
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
の

で
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
第

一
回
の
テ
ー
マ
は
、「
知
の
結

集
、
融
合
、
そ
し
て
創
造
的
革

新
へ
（T

ogether! T
ow

ard 
Innovation

）」
を
テ
ー
マ
と

し
、
演
題
募
集
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
泌
尿
器
科
学
講

座
で
実
施
し
て
い
る
企
業
と
の

共
同
研
究
か
ら
前
立
腺
癌
診
断

バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
に
関
す
る
研

究
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
機

会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
演
題

は
、「
糖
鎖
変
異prostate-

specific antigen

生
合
成
に
関

す
る
組
織
病
理
学
的
・
酵
素
学

的
背
景
お
よ
び
そ
の
臨
床
有
用

性
に
関
す
る
研
究
」
で
す
。
前

立
腺
癌
の
血
清
マ
ー
カ
ー
で
あ

る
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
は
特
異
度
が
低

く
、
過
剰
診
断
や
過
剰
治
療
が

問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、

私
達
は
、
Ｐ
Ｓ
Ａ
糖
鎖
変
異
に

注
目
し
、
臨
床
応
用
を
目
指
し

て
、
二
つ
の
企
業
と
そ
れ
ぞ
れ

共
同
研
究
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
一
つ
は
、
富
士
フ
イ
ル
ム

和
光
純
薬
と
も
う
一
つ
は
、
コ

ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
社
と
の
共
同
研

究
で
す
。
各
企
業
と
の
共
同
研

究
か
ら
二
つ
糖
鎖
変
異
Ｐ
Ｓ
Ａ

検
査
（S2, 3PSA

検
査
お
よ
び

LD
N

-PSA

検
査
法
）
の
自
動

測
定
装
置
、
試
薬
を
開
発
し
ま

し
た
。
本
ポ
ス
タ
ー
で
は
、
国

内
外
多
施
設
後
ろ
向
き
臨
床
研

究
結
果
か
ら
血
清
の
二
つ
糖
鎖

変
異
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
値
が
高
悪
性

度
の
前
立
腺
癌
で
上
昇
し
、
二

つ
の
糖
鎖
変
異
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
を

従
来
検
査
に
導
入
す
る
こ
と
で

従
来
の
二
十
倍
程
度
の
前
立
腺

針
生
検
低
減
効
果
を
示
す
こ
と

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
さ
ら

　

二
〇
一
九
年
十
一
月
五
日
、

弘
前
大
学
医
学
部
附
属
病
院
に

て
青
森
県
初
と
な
る
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
と
は
経
カ
テ
ー

テ
ル
的
大
動
脈
弁
留
置
術

（T
ranscatheter A

ortic V
alve 

Im
plantation

）
の
略
で
、
大

動
脈
弁
狭
窄
症
（
Ａ
Ｓ
）
の
患

者
が
治
療
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

東
北
地
方
は
特
に
高
齢
化
率

が
高
く
、
Ａ
Ｓ
患
者
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
心
不
全
や
狭
心

症
、
失
神
な
ど
の
自
覚
症
状
を

と
も
な
う
Ａ
Ｓ
患
者
は
大
動
脈

弁
置
換
術
の
適
応
と
な
り
ま

す
。
開
胸
に
よ
る
外
科
的
弁
置

換
術
が
治
療
の
第
一
選
択
で
す

が
、
年
齢
や
身
体
機
能
の
衰
え

（
フ
レ
イ
ル
）、
肺
機
能
障
害
な

ど
の
合
併
疾
患
の
た
め
に
手
術

ポ
ス
タ
ー
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
て

先
進
移
植
再
生
医
学
講
座　

助
教　

米　

山　
　
　

徹

青
森
県
初
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
を
実
施

循
環
器
内
科
，
腎
臓
内
科　

講
師　

横　

山　

公　

章
弘
前
医
学
会
例
会
開
催
報
告

弘
前
医
学
会
庶
務
幹
事　

大　

熊　

洋　

揮

（
脳
神
経
外
科
学
講
座　

教
授
）

第
157
回

　

第
百
五
十
七
回
弘
前
医
学
会

例
会
が
令
和
二
年
一
月
二
十
四

日
㈮
に
弘
前
大
学
医
学
部
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加

者
は
百
十
四
名
（
医
学
部
学
生

三
十
二
名
）
で
あ
り
、
学
生
出

席
が
開
始
さ
れ
た
昨
年
か
ら
二

年
続
け
て
百
名
以
上
の
参
加
が

得
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
般
演
題
発
表
は
、
土
岐
力

先
生
、
蔭
山
和
則
先
生
、
佐
々

木
亮
先
生
の
座
長
の
下
で
八
題

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ

の
演
題
も
優
れ
た
内
容
で
、
活

発
な
質
疑
討
論
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。
座
長
三
名
に
黒
瀬
顕
教

授
、
浅
野
ク
リ
ス
ナ
教
授
を
加

え
た
選
考
委
員
会
（
選
考
委
員

長
：
蔭
山
和
則
先
生
）
の
厳
正

な
審
査
に
よ
り
、
優
秀
発
表
賞

は
、
脳
卒
中
後
の
運
動
マ
ヒ
に

つ
い
て
自
動
運
動
に
よ
る
良
好

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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連
す
る
タ
ン
パ
クp62

に
着
目

し
、
そ
の
ア
ド
リ
ア
マ
イ
シ
ン

心
筋
症
に
お
け
る
作
用
に
つ
い

て
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

　

本
学
会
に
参
加
し
た
こ
と

で
、
普
段
は
な
か
な
か
直
接
関

わ
る
こ
と
の
で
き
な
い
他
講
座

の
先
生
方
か
ら
貴
重
な
ご
意
見

を
い
た
だ
い
た
り
、
他
科
の
同

級
生
や
後
輩
の
素
晴
ら
し
い
発

表
を
聞
い
た
り
と
、
と
て
も
刺

激
的
で
有
意
義
な
経
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
貴
重
な

機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
分

子
生
体
防
御
学
講
座
、
循
環
器

腎
臓
内
科
学
講
座
の
方
々
、
本

学
会
の
開
催
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
皆
様
に
こ
の
場
を
借
り
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

に
病
理
組
織
切
片
中
の
糖
転
移

酵
素
の
発
現
と
組
織
中
の
糖
鎖

変
異
Ｐ
Ｓ
Ａ
濃
度
を
詳
細
に
解

析
す
る
こ
と
で
、
糖
鎖
変
異
Ｐ

Ｓ
Ａ
が
高
悪
性
度
癌
細
胞
で
盛

ん
に
合
成
さ
れ
て
い
る
可
能
性

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
本
研

究
結
果
は
、
糖
鎖
変
異
Ｐ
Ｓ
Ａ

の
起
源
を
明
ら
か
に
し
、
臨
床

的
価
値
に
対
す
る
科
学
的
裏
付

け
を
与
え
る
重
要
な
結
果
で
あ

り
糖
鎖
変
異
Ｐ
Ｓ
Ａ
マ
ー
カ
ー

の
信
頼
性
を
高
め
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
度
の
受
賞
を
励

み
に
一
日
で
も
早
い
臨
床
応
用

を
目
指
し
て
粛
々
と
研
究
を
進

め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
研

究
の
ご
指
導
を
頂
き
ま
し
た
泌

尿
器
科
学
講
座
の
大
山 

力
教

授
、
他
様
々
な
面
で
サ
ポ
ー
ト

し
て
頂
い
た
教
室
の
皆
様
、
共

同
研
究
者
で
あ
る
富
士
フ
イ
ル

ム
和
光
純
薬
お
よ
び
コ
ニ
カ
ミ

ノ
ル
タ
の
開
発
チ
ー
ム
の
皆
様

に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
引

き
続
き
ご
指
導
賜
り
た
く
存
じ

ま
す
。

が
ハ
イ
リ
ス
ク
で
あ
り
外
科
的

弁
置
換
術
が
施
行
困
難
な
患
者

も
存
在
し
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
手
術
リ
ス
ク
の

高
い
高
齢
患
者
が
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
お
よ
そ
八

十
歳
以
上
の
患
者
が
対
象
と
な

り
、
約
九
十
五
％
の
患
者
が
大

腿
動
脈
か
ら
カ
テ
ー
テ
ル
を
挿

入
す
る
こ
と
に
よ
り
開
胸
す
る

こ
と
な
く
治
療
が
可
能
で
す
。

大
腿
動
脈
か
ら
カ
テ
ー
テ
ル
を

挿
入
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

に
は
、
鎖
骨
下
動
脈
な
ど
別
の

ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
か
ら
カ
テ
ー

テ
ル
を
挿
入
し
て
治
療
を
行
い

ま
す
。

　

日
本
で
は
二
〇
一
三
年
に
保

険
償
還
さ
れ
ま
し
た
が
、
Ｔ
Ａ

Ｖ
Ｉ
実
施
施
設
認
定
の
基
準
が

厳
し
く
定
め
ら
れ
て
お
り
、
青

森
県
で
は
長
ら
く
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
施

設
認
定
基
準
の
一
つ
に
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
手
術
室
を
有
す
る
こ
と

と
い
う
条
件
が
あ
り
、
弘
前
大

学
医
学
部
附
属
病
院
で
は
二
〇

一
九
年
春
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手

術
室
が
完
成
し
ま
し
た
。
ま
た

「
ハ
ー
ト
チ
ー
ム
」
が
結
成
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
認
定
基
準
の

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
循

環
器
内
科
や
心
臓
血
管
外
科
、

麻
酔
科
の
医
師
だ
け
で
は
な

く
、
看
護
師
や
臨
床
工
学
技

士
、
診
療
放
射
線
技
師
、
生
理

検
査
技
師
、
心
臓
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ
な
ど
多

職
種
か
ら
な
る
ハ
ー
ト
チ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
協
議
会

に
よ
る
査
察
（
サ
イ
ト
ビ
ジ
ッ

ト
）
を
経
て
、
弘
前
大
学
医
学

部
附
属
病
院
は
二
〇
一
九
年
十

月
十
五
日
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
実
施
施
設

認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

ハ
ー
ト
チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー

で
あ
る
循
環
器
内
科
の
横
山
公

章
は
、
二
〇
一
八
年
三
月
か
ら

二
〇
一
九
年
二
月
ま
で
榊
原
記

念
病
院
に
国
内
留
学
し
ま
し

た
。
榊
原
記
念
病
院
は
日
本
一

の
開
心
術
数
を
ほ
こ
り
（
年
間

一
千
例
以
上
）、
二
〇
一
八
年

は
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
施
行
件
数
も
日
本

一
で
し
た
。
榊
原
記
念
病
院
で

は
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
手
技
だ
け
で
は
な

く
、
今
後
さ
ら
に
治
療
適
応
が

拡
大
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る

構
造
的
心
疾
患
（
心
筋
症
や
弁

膜
症
な
ど
）
に
対
す
る
カ
テ
ー

テ
ル
治
療
に
つ
い
て
も
多
く
を

学
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

二
〇
一
九
年
春
に
弘
前
大
学

医
学
部
附
属
病
院
に
戻
っ
て
か

ら
は
、
ハ
ー

ト
チ
ー
ム
を

結
成
し
チ
ー

ム
メ
ン
バ
ー

へ
の
勉
強
会

な
ど
を
通
じ

て
自
身
が
身

に
つ
け
て
き

た
知
識
や
技

術
を
伝
え
る

よ
う
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス

を
定
期
的
に

行
う
よ
う
に

し
ま
し
た
。

　

今
後
は
Ｔ

Ａ
Ｖ
Ｉ
だ
け

で
は
な
く
僧

帽
弁
閉
鎖
不

全
症
に
対
す

る
カ
テ
ー
テ

ル
治
療
や
、

心
房
細
動
患

者
に
対
す
る
カ
テ
ー
テ
ル
左
心

耳
閉
鎖
術
な
ど
も
行
っ
て
い
く

予
定
で
す
。

　
「
短
命
県
青
森
」
の
汚
名
返

上
に
む
け
て
少
し
で
も
役
に
立

て
れ
ば
と
思
い
、
日
々
チ
ー
ム

メ
ン
バ
ー
と
努
力
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
と
も
ハ
ー
ト
チ
ー
ム

の
活
動
を
温
か
く
見
守
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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し
た
。

　

次
回
は
、
第
百
四
回
弘
前
医

学
会
総
会
と
な
り
、
令
和
二
年

六
月
六
日
㈯
に
三
沢
市
の
「
き

ざ
ん
三
沢
」
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
是
非
と
も
多
数
の
演
題
申

込
み
と
ご
参
加
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

弘
前
医
学
会
例
会

弘
前
医
学
会
優
秀
発
表
賞
を

受
賞
し
て

保
健
学
研
究
科
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
学
領
域

　

助
教　

佐　

藤　

ち
ひ
ろ

　

令
和
二
年
一
月
二
十
四
日
に

開
催
さ
れ
た
弘
前
医
学
会
例
会

に
お
い
て
「
脳
出
血
モ
デ
ル

ラ
ッ
ト
に
お
け
る
異
な
る
種
類

の
運
動
が
機
能
回
復
に
与
え
る

影
響
」
を
発
表
し
、
優
秀
発
表

賞
を
頂
き
ま
し
た
。
山
田
順
子

教
授
を
は
じ
め
、
生
体
検
査
科

学
領
域
の
千
葉
満
先
生
、
医
学

研
究
科
脳
血
管
病
態
講
座
の
丹

治
邦
和
先
生
他
、
ご
指
導
・
ご

協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
多
く
の

先
生
方
に
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
が
所
属
す
る
研
究
室
で

は
、
山
田
教
授
の
ご
指
導
の
も

と
様
々
な
動
物
モ
デ
ル
を
用
い

た
ニ
ュ
ー
ロ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
（
以
下
リ
ハ
ビ
リ
）
に

関
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
ま

す
。
私
は
作
業
療
法
士
と
し
て

脳
卒
中
後
の
リ
ハ
ビ
リ
に
携

わ
っ
た
経
験
か
ら
、
脳
卒
中
モ

デ
ル
動
物
を
用
い
て
麻
痺
改
善

促
進
の
た
め
の
治
療
法
開
発
お

よ
び
回
復
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明
を

目
指
し
た
研
究
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
今
回
は
半
身
麻
痺
を

呈
す
る
線
条
体
出
血
ラ
ッ
ト
を

作
出
し
、
自
発
お
よ
び
強
制
運

動
を
行
っ
た
際
の
機
能
回
復
の

違
い
と
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明

を
目
的
に
研
究
を
行
い
ま
し

た
。

　

そ
の
結
果
、
運
動
に
よ
る
リ

ハ
ビ
リ
を
し
な
い
動
物
よ
り
も

行
っ
た
方
が
機
能
回
復
は
促
進

さ
れ
、
特
に
自
発
運
動
で
は
強

制
運
動
よ
り
も
機
能
回
復
が
早

期
に
起
こ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

運
動
に
伴
う
ス
ト
レ
ス
や
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
状
態
評
価
に
よ

り
、
強
制
運
動
に
は
ス
ト
レ

ス
、
自
発
運
動
に
は
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
伴
う
可
能
性
が
示
唆

さ
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
ス
ト

レ
ス
を
伴
う
強
制
運
動
よ
り

も
、
意
欲
的
に
行
う
自
発
運
動

の
方
が
脳
卒
中
後
の
機
能
回
復

に
効
果
的
で
あ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
結
果
は
、
動
物

の
保
定
か
ら
始
ま
り
、
手
術
や

試
薬
の
調
整
、
免
疫
染
色
や
脳

機
能
解
析
な
ど
様
々
な
実
験
を

先
生
方
に
何
度
も
ご
指
導
い
た

だ
き
、
失
敗
を
繰
り
返
し
な
が

ら
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

当
初
は
動
物
に
触
る
こ
と
さ
え

儘
な
ら
な
か
っ
た
私
に
と
っ

て
、
電
気
生
理
学
の
た
め
の
脳

令
和
元
年
度

 

Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
実
施
状
況

総
合
診
療
医
学
講
座　

教
授　

加　

藤　

博　

之

　

令
和
元
年
十
二
月
十
四
日

㈯
、
四
年
次
学
生
百
四
十
五
名

を
対
象
と
し
て
令
和
元
年
度

Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
（O

bjective Struc-
tured Clinical Exam

ination

、

客
観
的
臨
床
能
力
試
験
）
が
、

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
一
号
棟
を

会
場
と
し
て
行
わ
れ
た
。
Ｏ
Ｓ

Ｃ
Ｅ
と
は
四
年
次
の
学
生
が
、

本
年
三
月
か
ら
医
療
チ
ー
ム
の

一
員
と
し
て
診
療
参
加
型
臨
床

実
習
（
ク
リ
ニ
カ
ル
・
ク
ラ
ー

ク
シ
ッ
プ
Ⅰ
）
に
入
る
た
め
に

必
要
な
知
識
、
技
能
、
態
度
を

有
す
る
か
を
評
価
す
る
公
式
な

実
技
試
験
で
あ
り
、
全
国
の
す

べ
て
の
医
学
部
で
行
わ
れ
て
い

る
。
医
療
系
大
学
間
共
用
試
験

実
施
評
価
機
構
（
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）

が
作
成
し
た
い
く
つ
か
の
分
野

に
関
す
る
試
験
問
題
に
対
し
、

学
生
が
試
験
官
で
あ
る
教
員
の

前
で
実
際
に
実
技
を
行
い
、
そ

の
習
熟
度
に
つ
い
て
定
め
ら
れ

た
評
価
表
に
基
づ
き
評
価
が
行

わ
れ
る
。

　

今
回
の
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
の
具
体
的

な
実
施
内
容
は
、
医
療
面
接
、

頭
頸
部
診
察
、
胸
部
診
察
・
バ

イ
タ
ル
サ
イ
ン
、
腹
部
診
察
、

神
経
診
察
、
基
本
的
臨
床
手

技
、
救
急
の
七
つ
の
分
野
に
つ

い
て
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
呼
ば

れ
る
模
擬
診
察
室
で
、
模
擬
患

者
（
一
部
は
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
ー
）に
対
し
、学
生
が
面
接
、

診
察
、
手
技
を
行
い
、
こ
れ
を

教
員
が
評
価
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
行
な
わ
れ
た
。
救
急
を
除
く

六
つ
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、

他
大
学
の
教
員
も
外
部
評
価
者

と
し
て
参
加
し
た
。
ま
た
こ
れ

に
加
え
て
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｏ
か
ら
は
機

構
派
遣
監
督
者
一
名
が
派
遣
さ

れ
、
本
学
の
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
実
施
状

況
全
般
に
つ
い
て
評
価
を
頂
い

た
。
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
に
先
立
つ
三
週

間
（
十
一
月
二
十
五
日
～
十
二

月
十
三
日
）
は
、
臨
床
実
習
入

門
科
目
で
あ
り
、
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
の

準
備
科
目
で
も
あ
る
「Pre 

BSL

」
の
教
育
が
集
中
的
に
行

わ
れ
た
。
当
日
の
試
験
は
極
め

て
厳
正
に
行
わ
れ
、
百
四
十
四

名
が
受
験
し
た
。
終
了
後
の
事

後
打
合
せ
会（
反
省
会
）で
は
、

機
構
派
遣
監
督
者
よ
り
、
受
験

生
の
受
験
態
度
や
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
の

運
営
全
般
に
対
し
、
お
褒
め
の

言
葉
を
頂
く
こ
と
が
で
き
た

（
な
お
令
和
二
年
一
月
六
日
に

は
一
名
の
学
生
に
つ
い
て
追
試

験
が
行
わ
れ
た
）。
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
・

Pre BSL

は
元
来
大
変
な
時
間

と
労
力
が
か
か
る
教
育
・
評
価

法
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
今
年

度
は
受
験
学
生
の
数
が
百
四
十

五
名
と
い
う
例
年
に
な
い
多
人

数
と
な
っ
た
た
め
、
効

果
的
な
教
育
と
円
滑
な

運
営
の
た
め
に
本
当
に

多
く
の
方
々
の
ご
協
力

を
頂
く
必
要
が
あ
っ

た
。
お
力
添
え
を
頂
い

た
総
勢
百
名
を
超
え
る

本
学
の
教
員
、
事
務
職

員
、
模
擬
患
者
さ
ん
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
学
生

諸
君
な
ど
ご
協
力
頂
い

た
全
て
の
皆
様
に
、
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
改

め
て
深
く
感
謝
申
し
上

げ
た
い
。

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

　

三
村
申
吾
青
森
県
知
事

と
弘
前
大
学
医
学
部
医
学

科
学
生
と
の
懇
談
会
は
年

二
回
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

県
知
事
と
医
学
科
学
生
と

の
定
期
的
な
懇
談
は
、
全

国
的
に
見
て
も
極
め
て
稀

で
貴
重
な
会
と
な
っ
て
お

り
、
春
は
新
入
生
を
対
象

に
、
秋
は
五
年
生
を
対
象

と
し
た
も
の
で
す
。
こ
の

懇
談
会
が
ス
タ
ー
ト
し
た

の
は
平
成
十
七
年
の
こ
と

で
あ
り
、
そ
の
後
、
十
五

年
に
わ
た
り
連
続
し
て
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回

は
令
和
二
年
一
月
十
日
に

医
学
部
基
礎
大
講
堂
で
、

医
学
科
五
年
生
全
員
が
出

席
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
県

側
か
ら
は
三
村
知
事
に
加
え
、

有
賀
玲
子
健
康
福
祉
部
長
、
山

中
朋
子
医
師
確
保
対
策
監
、
齋

藤
和
子
保
健
医
療
対
策
、
小
川

克
弘
良
医
育
成
支
援
特
別
顧
問

ら
が
出
席
し
、
佐
藤
学
長
・
若

林
医
学
部
長
の
列
席
の
も
と
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

懇
談
会
の
初
め
に
三
村
知
事

か
ら
は
「
青
森
県
の
目
指
す
医

療
の
姿
」
と
題
し
た
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。
青
森
県
基
本
計

画
「
選
ば
れ
る
青
森
」
へ
の
挑

戦
（
二
〇
一
九
～
二
〇
二
三
）

に
基
づ
き
、
地
域
を
支
え
る
保

健
・
医
療
・
福
祉
一
体
化
シ
ス

青
森
県
知
事
と

五
年
生
学
生
と
の
懇
談
会

学
務
委
員
長　

鬼　

島　
　
　

宏

（
病
理
生
命
科
学
講
座　

教
授
）

な
回
復
効
果
を
証

明
し
た
佐
藤
ち
ひ

ろ
先
生
（
弘
前
大

学
大
学
院
保
健
学

科
研
究
科　

総
合

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科
学
領

域
）
の
「
脳
出
血

モ
デ
ル
ラ
ッ
ト
に

お
け
る
異
な
る
種

類
の
運
動
が
機
能

回
復
に
与
え
る
影

響
」
に
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　

例
会
講
座
は
、

鈴
木
千
恵
子
先
生

（
弘
前
大
学
大
学

院
医
学
研
究
科
脳
神
経
内
科
学

講
座
・
准
教
授
）
に
よ
る
「
糖

尿
病
神
経
障
害
の
現
状
と
課

題
」
で
し
た
。
糖
尿
病
の
三
〇

～
四
〇
％
に
合
併
す
る
と
さ
れ

る
抹
消
神
経
障
害
に
関
し
て
多

く
の
経
験
に
基
づ
き
早
期
診
断

の
ポ
イ
ン
ト
と
重
要
性
な
ど
に

つ
い
て
詳
細
に
説
明
頂
き
ま
し

た
。
糖
尿
病
症
例
に
接
す
る
機

会
の
多
い
臨
床
医
に
と
っ
て
極

め
て
貴
重
な
知
識
を
提
供
し
て

頂
き
ま
し
た
。

　

例
会
講
座
に
続
き
、
第
二
十

四
回
弘
前
大
学
医
学
部
学
術
賞

記
念
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
学
術
奨
励
賞
を
受
賞
さ
れ

た
市
川
博
章
先
生
（
弘
前
大
学

大
学
院
医
学
研
究
科
循
環
器
腎

臓
内
科
学
講
座

：

青
森
市
民
病

院
循
環
器
・
呼
吸
器
内
科
）
と

追
切
裕
江
先
生
（
弘
前
大
学
大

学
院
医
学
研
究
科
産
科
婦
人
科

学
講
座

：

国
立
病
院
機
構
弘
前

病
院
産
婦
人
科
）、
さ
ら
に
学

術
特
別
賞
を
受
賞
さ
れ
た
珍
田

大
輔
先
生
（
弘
前
大
学
大
学
院

医
学
研
究
科
地
域
医
療
学
講

座
）
に
よ
る
受
賞
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
、
一
流

医
学
雑
誌
に
公
表
さ
れ
た
高
レ

ベ
ル
の
研
究
成
果
の
講
演
で
、

弘
前
大
学
の
医
学
研
究
の
質
の

高
さ
に
改
め
て
感
銘
い
た
し
ま

例会講座
鈴木（村上）千恵子先生

記念講演 学術特別賞
珍田大輔先生

切
片
作
成
は
特
に
大
変
で
、
作

業
自
体
の
手
早
さ
や
繊
細
さ
は

勿
論
の
こ
と
、
大
雑
把
な
私
に

は
実
験
工
程
一
つ
一
つ
の
も
つ

意
味
を
分
か
る
ま
で
に
と
て
も

時
間
を
要
し
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
経
験
を
経
て
、
デ
ー
タ
を

得
る
大
変
さ
が
身
に
沁
み
、
他

の
研
究
者
の
方
へ
の
尊
敬
の
念

が
強
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
近
ご
ろ
よ
う
や
く
、
予
想

通
り
の
結
果
が
得
ら
れ
た
と
き

の
何
と
も
言
え
な
い
壮
快
な
気

持
ち
や
予
想
通
り
に
な
ら
な
い

結
果
の
面
白
さ
を
感
じ
は
じ
め

ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な

い
こ
と
が
沢
山
あ
り
ま
す
の

で
、
神
経
科
学
的
エ
ビ
デ
ン
ス

に
基
づ
い
た
治
療
法
確
立
を
目

指
し
、
今
後
も
研
究
を
発
展
さ

せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

OSCE 当日の会場風景

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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ブ
ラ
ン
デ
ュ
ー
弘
前
Ｆ
Ｃ
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
本
チ
ー

ム
は
Ｊ
リ
ー
グ
参
入
を
目
指

し
、
二
〇
一
二
年
に
発
足
し
た

地
元
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
で
す
。

今
回
、
弘
前
大
学
整
形
外
科
学

講
座
と
ブ
ラ
ン
デ
ュ
ー
弘
前
Ｆ

Ｃ
と
の
間
に
お
い
て
、
ス
ポ
ー

ツ
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ポ
ー
ト
に
関

す
る
協
定
を
令
和
二
年
一
月
十

六
日
に
締
結
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
目
的
は
、
ス
ポ
ー
ツ
メ

デ
ィ
カ
ル
の
分
野
で
緊
密
な
協

力
関
係
を
築
き
発
展
的
な
連
携

を
深
め
る
こ
と
で
、
ブ
ラ
ン

デ
ュ
ー
弘
前
の
競
技
力
向
上
を

目
指
し
、
さ
ら
に
双
方
の
人
材

育
成
と
地
域
活
性
化
に
貢
献
す

る
こ
と
で
す
。

ブ
ラ
ン
デ
ュ
ー
弘
前
Ｆ
Ｃ
と

弘
前
大
学
整
形
外
科
学
講
座
間
で

ス
ポ
ー
ツ
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ポ
ー
ト
に

関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

　

当
教
室
で
は
同
チ
ー
ム
の
選

手
の
ケ
ガ
を
診
て
き
ま
し
た

が
、
こ
れ
ま
で
は
単
な
る
病
院

で
の
診
療
が
中
心
で
し
た
。
今

回
の
協
定
締
結
に
あ
た
り
、
今

後
は
当
科
が
こ
れ
ま
で
サ
ッ

カ
ー
日
本
代
表
や
Ｊ
リ
ー
グ
、

青
森
ワ
ッ
ツ
な
ど
の
チ
ー
ム
サ

ポ
ー
ト
で
培
っ
て
き
た
経
験
を

元
に
、
選
手
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ニ
ン
グ
を
含
め
た
メ
デ
ィ
カ
ル

サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
方
に
位
置
す
る
青
森
県
は

決
し
て
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん

と
は
言
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

県
内
で
は
ヴ
ァ
ン
ラ
ー
レ
八
戸

が
Ｊ
３
で
活
躍
し
て
お
り
ま
す

し
、
Ｂ
２
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

総
合
地
域
医
療
推
進
学
講
座

　

助
教　

佐　

藤　

江　

里

世
界
糖
尿
病
デ
ー
in
弘
前

　

十
一
月
十
四
日
は
国
連
に
よ

り
公
式
認
定
さ
れ
て
い
る
「
世

界
糖
尿
病
デ
ー
」
で
す
。
糖
尿

病
の
予
防
、
治
療
、
療
養
を
喚

起
す
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
弘
前
市

協
力
の
も
と
、
本
年
度
も
「
世

界
糖
尿
病
デ
ー
in
弘
前
」
を
行

い
ま
し
た
。

　

例
年
、
青
森
銀
行
記
念
館
を

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
本
年
度
は
工
事
中
で

あ
っ
た
た
め
、
弘
前
城
で
の
イ

ベ
ン
ト
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
初
雪
が
舞
う
と
て
も
寒

い
日
で
し
た
の
で
、
市
民
の
参

加
は
残
念
な
が
ら
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
多
く
の
医
療
ス

タ
ッ
フ
と
医
学
生
、
新
聞
記
者

が
集
ま
り
ま
し
た
。
ブ
ル
ー
に

照
ら
さ
れ
た
弘
前
城
は
と
て
も

怪
し
く
美
し
く
、
各
々
写
真
を

撮
っ
た
り
皆
で
集
合
写
真
を

撮
っ
た
り
し
て
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

世
界
糖
尿
病
デ
ー
に
先
立

ち
、
十
一
月
九
日
に
は
弘
前
公

開
糖
尿
病
教
室
（
於　

ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
）
も
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
村
ク
リ
ニ
ッ

ク
院
長
の
今
村
憲
市
先
生
座
長

の
も
と
、
当
講
座
の
松
橋
有
紀

助
教
、
十
和
田
市
の
は
る
ひ
と

診
療
所
の
片
野
春
人
院
長
の
二

名
の
先
生
に
よ
る
ご
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

松
橋
先
生
か
ら
は
「
糖
尿
病

と
う
ま
く
付
き
合
う
た
め
に
」

と
題
し
て
、
合
併
症
や
治
療
法

の
話
、
減
塩
と
禁
煙
の
重
要
性

　

こ
の
度
、
公
益
社
団
法
人
明

治
安
田
厚
生
事
業
団
に
よ
る

「
若
手
研
究
者
の
た
め
の
健
康

科
学
研
究
助
成
」
に
医
学
研
究

科
附
属
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
の
発

達
研
究
セ
ン
タ
ー
が
推
進
し
て

い
る
児
童
思
春
期
の
前
向
き
コ

ホ
ー
ト
調
査
「
心
の
サ
ポ
ー
ト

ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
デ
ー
タ
を
活

用
し
た
研
究
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
研
究
課
題
は
「
小
中
学
生

に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ

ピ
タ
ル
と
抑
う
つ
と
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の

関
連
」で
す
。
内
容
に
つ
い
て
、

以
下
に
簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

健
康
に
影
響
を
与
え
る
要
因

と
し
て
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ

タ
ル
が
近
年
注
目
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ

タ
ル
（
社
会
資
本
）
と
は
、
個

人
が
属
し
て
い
る
集
団
の
中
で

利
用
で
き
る
リ
ソ
ー
ス
（
信

頼
・
規
範
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な

ど
）
の
こ
と
で
す
。
今
ま
で
の

研
究
で
は
、
地
域
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
高
い
（
近

所
の
人
を
よ
く
知
っ
て
い
る
、

な
ど
）
と
犯
罪
が
少
な
い
、
家

族
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ

ル
が
高
い
（
食
事
を
一
緒
に
と

る
機
会
が
多
い
、
な
ど
）
と
子

ど
も
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
問

題
が
少
な
い
な
ど
様
々
な
こ
と

に
影
響
を
与
え
る
環
境
変
数
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
子
ど
も

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
の
関
連

で
、学
校
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ

ピ
タ
ル
に
着
目
し
て
い
る
研
究

は
少
な
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。

　

二
〇
一
八
年
度
の
調
査
で

は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ

ル
が
高
い
児
童
生
徒
（
学
校

が
団
結
し
て
い
る
、
友
人
を

信
頼
し
て
い
る
、
な
ど
）
は

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
問
題
が

低
い
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。
本
研
究
課

題
で
は
、
縦
断
調
査
を
行
い

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル

と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
継
時

的
な
関
係
性
を
分
析
し
、
そ

の
因
果
関
係
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
年
齢
や

明
治
安
田
厚
生
事
業
団

 

『
若
手
研
究
者
の
た
め
の
健
康

　
　
科
学
研
究
助
成
』を
受
贈
し
て

テ
ム
を
築
く
た
め
に
、
さ
ら
に

は
青
森
県
の
医
療
の
未
来
に
明

る
い
展
望
を
持
つ
た
め
に
何
を

す
べ
き
か
の
説
明
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
弘
前
大
学
と
連
携
し
た

県
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
、

⑴
優
れ
た
医
育
環
境
（
医
師
が

学
ぶ
環
境
）
を
整
え
る
、
⑵
意

欲
が
わ
く
環
境
（
医
師
が
働
く

環
境
）
を
整
え
る
、
⑶
仕
組

み
を
整
え
る
（
医
師
が
学
び
、

働
く
環
境
を
整
え
る
た
め
に
、

県
・
市
町
村
・
大
学
が
そ
れ
ぞ

れ
連
携
と
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
取
り
組
ん
で
ゆ
く
）、
と

い
う
三
本
柱
か
ら
な
っ
て
い
る

と
力
説
さ
れ
ま
し
た
。「
良
医

を
育
む
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」

に
基
づ
き
、
医
師
修
学
資
金
に

よ
る
支
援
、
女
性
医
師
の
定
着

や
職
場
復
帰
支
援
、
研
修
医
や

指
導
医
を
対
象
と
し
た
ワ
ー
ク

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

整
形
外
科
学
講
座　

教
授　

石　

橋　

恭　

之

リ
ー
グ
に
所
属
す
る
青
森
ワ
ッ

ツ
、
ま
た
野
球
で
は
市
民
球
団

で
あ
る
弘
前
ア
レ
ッ
ズ
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
ブ
ラ
ン
デ
ュ
ー
弘

前
は
東
北
一
部
リ
ー
グ
の
上
位

に
お
り
ま
す
が
、
こ
こ
か
ら
Ｊ

Ｆ
Ｌ
に
上
が

り
好
成
績
を

残
し
て
初
め

て
Ｊ
リ
ー
グ

の
舞
台
に
立

て
ま
す
。
弘

前
に
Ｊ
リ
ー

グ
を
目
指
す

チ
ー
ム
が
あ

る
と
い
う
こ

と
は
、
地
域

の
子
供
達
へ

夢
を
与
え
ま

す
。
将
来
的

に
は
整
形
外

科
だ
け
で
は

な
く
、
弘
前

大
学
と
の
全

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
な
ど
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
知
事
の
講
演

の
後
は
、
県
ス
タ
ッ
フ
も
加
わ

り
、
学
生
と
の
活
発
な
意
見
交

換
が
あ
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
、
懇
談
会
の
幕
が
閉
じ
ら

れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
青
森
県
か
ら
の
寄
附

講
座
と
し
て
総
合
地
域
医
療
推

進
学
講
座
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

県
内
の
大
小
医
療
機
関
を
循
環

す
る
本
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
地
域

循
環
型
医
師
育
成
シ
ス
テ
ム
に

関
す
る
試
み
が
な
さ
れ
、
県
と

大
学
と
の
連
携
も
強
化
さ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。
青
森
県
の
医
療

の
未
来
に
明
る
い
展
望
を
持
つ

た
め
に
は
、
弘
前
大
学
医
学
部

を
中
心
と
す
る
循
環
型
医
師
育

成
の
中
で
、
多
く
の
卒
業
生
が

青
森
県
に
定
着
し
、
大
学
が
担

う
教
育
・
研
究
機
能
を
充
実
し

て
ゆ
く
こ
と
も
肝
要
で
す
。

学
的
な
連
携
を
深
め
る
こ
と

で
、
ス
ポ
ー
ツ
医
学
の
み
な
ら

ず
地
域
社
会
の
活
性
化
や
地
域

住
民
の
健
康
啓
蒙
に
も
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

に
つ
い
て
の
お

話
を
頂
き
ま
し

た
。
片
野
先
生

か
ら
は
「
負
け

た
ら
あ
か
ん

で
、
糖
尿
に｣

と
題
し
て
、
往

年
の
歌
謡
曲
の

替
え
歌
を
用
い

た
と
て
も
ユ

ニ
ー
ク
な
ご
講

演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
本
年

度
も
百
人
程
の

ご
参
加
を
い
た

だ
き
、
盛
会
裡

の
う
ち
に
終
了

す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

本
イ
ベ
ン
ト

を
通
し
て
、
糖

尿
病
患
者
様
と

そ
の
ご
家
族
、
そ
し
て
医
療
ス

タ
ッ
フ
一
丸
と
な
っ
た
療
養
環

境
づ
く
り
が
で
き
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本

イ
ベ
ン
ト
開
催
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
ま
し
た
関
係
各
位
に
深
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

子
ど
も
の
こ
こ
ろ
の
発
達
研
究
セ
ン
タ
ー　

特
任
助
手　

森　
　
　

裕　

幸

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
問
題
を
予

防
し
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
改
善
す
る
た

め
の
、
よ
り
効
果
的
な
介
入
策

の
策
定
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
日
頃

か
ら
ご
指
導
を
頂
い
て
い
る
神

経
精
神
医
学
講
座
教
授
／
子
ど

も
の
こ
こ
ろ
の
発
達
研
究
セ
ン

タ
ー
長
の
中
村
和
彦
先
生
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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令和元年度　弘前大学学術特別賞
第24回　弘前大学医学部学術賞
第22回　医学部附属病院診療奨励賞
第23回　医学部医学科国際化教育奨励賞
第38回　唐牛記念医学研究基金助成金

特 集

医
学
部
学
術
特
別
賞
を
受
賞
し
て

地
域
医
療
学
講
座　

珍　

田　

大　

輔

学術特別賞
第
24
回
　
弘
前
大
学
医
学
部
学
術
賞

　

こ
の
度
は
弘
前
大
学
医
学
部

学
術
特
別
賞
を
受
賞
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

こ
の
受
賞
は
、
私
に
と
っ
て

身
に
余
る
栄
誉
で
あ
る
だ
け
で

な
く
、
医
師
に
な
っ
て
か
ら
今

年
で
二
十
年
目
の
節
目
を
迎

え
、
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
る
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

秋
田
大
学
を
一
九
九
九
年
に

卒
業
し
、
地
元
の
青
森
県
に
帰

る
と
き
は
、
他
大
学
出
身
者
は

冷
遇
さ
れ
る
に
違
い
な
い
か
ら

残
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
い
わ
れ

ま
し
た
。
で
も
津
軽
弁
で
患
者

さ
ん
と
話
し
診
療
に
あ
た
れ
る

医
師
に
な
り
た
い
と
昔
か
ら

思
っ
て
い
た
た
め
、
消
化
器
血

液
内
科
学
講
座
の
門
を
叩
き
ま

し
た
。

　

幸
い
自
分
で
は
冷
遇
さ
れ
た

と
思
う
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ

県
内
外
の
中
核
病
院
で
仕
事
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
に
恵
ま

れ
、
医
師
の
専
門
性
が
問
わ
れ

る
時
期
に
、
消
化
管
癌
に
対
す

る
内
視
鏡
的
粘
膜
剥
離
術
（
Ｅ

Ｓ
Ｄ
）
と
い
わ
れ
る
手
技
を
学

ぶ
機
会
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。

今
で
こ
そ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
安
全
性
や

有
用
性
が
確
立
し
て
い
ま
す

が
、
当
時
は
エ
ビ
デ
ン
ス
も
少

な
く
、
早
期
胃
癌
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
は

高
齢
者
に
お
い
て
も
安
全
に
施

行
で
き
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し

た
。
大
学
に
戻
っ
て
か
ら
も
、

内
視
鏡
治
療
の
身
体
に
与
え
る

侵
襲
度
に
つ
い
て
、
臨
床
の
場

で
胃
癌
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
を
行
い
な
が

ら
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
周
術
期
で
の
間
接

熱
量
計
を
用
い
た
ス
ト
レ
ス
係

数
や
ケ
ミ
ル
ミ
ネ
ッ
セ
ン
ス
法

に
よ
る
血
清
オ
プ
ソ
ニ
ン
化
活

性
の
変
動
に
よ
る
研
究
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
一

方
で
、
胃
癌
の
死
亡
者
数
を
減

ら
す
に
は
早
期
発
見
・
早
期
治

療
（
二
次
予
防
）
だ
け
で
は
限

界
が
あ
り
、
原
因
の
排
除
（
一

次
予
防
）
が
重
要
で
あ
る
た

め
、
ピ
ロ
リ
菌
除
菌
に
よ
り
胃

癌
予
防
を
行
う
県
内
の
多
施
設

共
同
研
究
「「
ヘ
リ
コ
バ
ク

タ
ー
・
ピ
ロ
リ
除
菌
の
普
及
と

胃
が
ん
リ
ス
ク
別
検
診
の
推

進
」（Risk IN

vestigation of 
Gastric cancer and O

bser -
vation after eradication 
Study: RIN

GO
 Study

）」
が

二
〇
一
三
年
か
ら
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
携
わ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
の
成
果
を
学
会
発
表

だ
け
で
終
わ
ら
せ
ず
、
地
道
に

論
文
と
し
て
投
稿
し
、
今
回

「H
elicobacter pylori

感
染
症

と
胃
が
ん
撲
滅
へ
向
け
て
の
治

療
と
予
防
に
関
す
る
研
究
」
と

医
学
部
学
術
奨
励
賞
を
受
賞
し
て

青
森
市
民
病
院　

副
部
長　

市　

川　

博　

章

（
循
環
器
腎
臓
内
科
学
講
座
）

学術奨励賞
　

こ
の
度
は
、
栄
誉
あ
る
弘
前

大
学
医
学
部
学
術
奨
励
賞
を
賜

り
ま
し
て
、
大
変
栄
光
に
感
じ

て
お
り
ま
す
。
選
考
に
関
係
さ

れ
た
皆
様
、
こ
れ
ま
で
様
々
な

形
で
ご
指
導
・
ご
支
援
い
た
だ

い
た
皆
様
に
、
ま
ず
は
心
よ
り

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
受
賞
論
文
で
あ
る

「Rivaroxaban, a D
irect Fac-

tor X
a Inhibitor, A

m
eliorates 

H
ypertensive Renal D

am
age 

T
hrough Inhibition of the 

Inflam
m

atory Response M
e -

diated by Protease-A
ctivated 

Receptor Pathw
ay

」
は
、
レ

ニ
ン
過
剰
発
現
マ
ウ
ス
（Ren-

T
G

）
を
用
い
て
腎
臓
器
障
害

に
お
け
る
〝
第
Ｘ
ａ
因
子- 

Protease-A
ctivated Receptor 

（
Ｐ
Ａ
Ｒ
）
シ
グ
ナ
ル
伝
達
系
〟

の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、直
接
経
口
抗
凝
固
薬（
Ｄ

Ｏ
Ａ
Ｃ
）
と
し
て
広
く
使
わ
れ

て
い
る
第
Ｘ
ａ
因
子
阻
害
薬

（Rivaroxaban; Riv

）
の
Ｐ
Ａ

Ｒ
シ
グ
ナ
ル
伝
達
抑
制
を
介
し

た
腎
保
護
作
用
に
つ
い
て
検
討

し
ま
し
た
。Ren-T

G

は
、
肝

臓
で
レ
ニ
ン
が
過
剰
に
産
生
さ

れ
、
高
血
圧
を
引
き
起
こ
す
よ

う
遺
伝
子
改
変
し
た
マ
ウ
ス
で

す
。
レ
ニ
ン
・
ア
ン
ジ
オ
テ
ン

シ
ン
系
（
Ｒ
Ａ
Ｓ
）
は
高
血
圧

だ
け
で
な
く
心
肥
大
や
腎
障
害

な
ど
の
高
血
圧
性
臓
器
障
害
の

進
展
に
寄
与
し
ま
す
。
第
Ｘ
ａ

因
子
に
よ
り
Ｐ
Ａ
Ｒ
を
介
し
た

細
胞
内
シ
グ
ナ
ル
伝
達
経
路

は
、
Ｒ
Ａ
Ｓ
亢
進
に
よ
り
惹
起

さ
れ
る
腎
臓
障
害
の
進
展
に
極

め
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。
我
々
の
研
究
で
はRen-

T
G

の
ア
ル
ブ
ミ
ン
尿
が
Ｒ
ｉ
ｖ

投
与
に
よ
り
減
少
す
る
こ
と
が

示
さ
れ
ま
し
た
。
ヒ
ト
ポ
ド
サ

イ
ト
細
胞
を
使
っ
た
実
験
で
は

Ｐ
Ａ
Ｒ
２
が
炎
症
サ
イ
ト
カ
イ

し
て
一
連
の
研
究
と
し
て
評
価

さ
れ
た
こ
と
は
、
医
師
二
十
年

目
の
成
人
式
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

学
術
賞
と
い
う
形
で
い
た
だ
け

た
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

消
化
器
血
液
内
科
学
講
座
所

属
以
来
御
指
導
い
た
だ
い
て
い

る
福
田
眞
作
教
授
、
論
文
の
添

削
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
下
山
克
先
生
を
は

じ
め
、
い
ま
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な

診
療
や
研
究
を
御
指
導
、
御
協

力
い
た
だ
い
た
先
生
方
は
も
ち

ろ
ん
、
私
の
研
究
は
す
べ
て
臨

床
研
究
で
す
の
で
、
協
力
し
て

い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
患
者
様

に
感
謝
申
し
上
げ
、
今
後
も
還

元
で
き
る
よ
う
に
尽
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ン
の
発
生
に
関
わ
っ
て
い
る
こ

と
が
示
唆
さ
れ
、
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｒ
２

の
リ
ガ
ン
ド
で
あ
る
第
Ｘ
ａ
因

子
を
阻
害
す
る
Ｒ
ｉ
ｖ
は
こ
の

炎
症
サ
イ
ト
カ
イ
ン
を
抑
制

す
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
ま

し
た
。
我
々
の
研
究
で
は
、

Rivaroxaban

が
Ｐ
Ａ
Ｒ
シ
グ

ナ
ル
伝
達
を
抑
制
す
る
こ
と
に

よ
り
、
ポ
ド
サ
イ
ト
傷
害
を
軽

減
し
、
尿
中
ア
ル
ブ
ミ
ン
を
減

少
さ
せ
、
腎
保
護
的
作
用
す
る

可
能
性
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
研
究

の
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た

当
科
の
富
田
泰
史
教
授
、
奥
村

謙
名
誉
教
授
を
は
じ
め
、
腎
臓

に
つ
い
て
は
右
も
左
も
わ
か
ら

な
い
状
態
で
ご
指
導
頂
い
た
島

田
美
智
子
講
師
、
研
究
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ
た
研
究

室
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
に
紙
面
を

お
借
り
し
て
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

医
学
部
学
術
奨
励
賞
を
受
賞
し
て

国
立
病
院
機
構
弘
前
病
院　

追　

切　

裕　

江

（
産
科
婦
人
科
学
講
座
）

学術奨励賞
　

こ
の
度
、「Inhibitory effect 

of carbonyl reductase 1 
against peritoneal progres -
sion of ovarian cancer: evalu-
ation by ex vivo 3D

-hum
an 

peritoneal m
odel  

（
人
工
ヒ
ト

腹
膜
組
織
を
用
い
たCarbonyl 

reductase 1

に
よ
る
卵
巣
癌

腹
膜
播
種
抑
制
効
果
の
形
態
学

的
解
析
）」
と
い
う
論
文
で
第

二
十
四
回
弘
前
大
学
医
学
部
学

術
奨
励
賞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
独
創
的
か
つ
将

来
の
発
展
を
期
待
し
得
る
論
文

に
い
た
だ
け
る
と
の
こ
と
で
、

大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。

　

こ
の
研
究
で
は
、
産
科
婦
人

科
学
講
座
で
長
年
研
究
し
卵
巣

癌
の
治
療
薬
と
し
て
期
待
し
て

い
るCarbonyl reductase 1 

（
Ｃ
Ｒ
１
）の
効
果
に
つ
い
て
、

人
工
ヒ
ト
腹
膜
組
織
（
Ａ
Ｈ

Ｐ
Ｔ
）
を
用
い
て
卵
巣
癌
腹

膜
播
種
モ
デ
ル
を
作
製
し
、

CR1D
N

A
-

デ
ン
ド
リ
マ
ー
複

合
体
導
入
に
よ
る
腹
膜
播
種
初

期
動
態
の
変
化
を
観
察
し
ま

し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
卵
巣

癌
腹
膜
播
種
の
進
行
を
視
覚

的
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
、

CR1D
N

A

導
入
に
よ
り
、
Ａ

Ｈ
Ｐ
Ｔ
上
の
癌
細
胞
の
増
殖
が

有
意
に
抑
制
さ
れ
る
と
い
う
結

果
を
得
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｈ
Ｐ
Ｔ
は
弘
前
大
学
神
経

解
剖
・
細
胞
組
織
学
講
座
が
大

阪
大
学
と
共
同
開
発
し
、
二
〇

一
八
年
に
国
内
特
許
を
と
っ
た

三
次
元
組
織
で
す
。
今
回
の
研

究
は
、
神
経
解
剖
・
細
胞
組
織

学
講
座
の
先
生
方
の
ご
協
力
が

あ
っ
て
で
き
た
も
の
で
す
。
組

織
の
提
供
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
研
究
者
と
し
て
未
熟
な
私

を
や
さ
し
く
導
い
て
く
れ
た
浅

野
先
生
に
は
頭
が
あ
が
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
忙
し
い
中
い
ろ
い

ろ
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
た
下

田
教
授
に
も
と
て
も
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

　

産
婦
人
科
は
人
数
が
少
な

く
、
私
も
含
め
皆
が
臨
床
と
研

究
と
二
足
の
わ
ら
じ
で
や
っ
て

お
り
ま
す
。
実
験
を
し
て
い
る

と
き
は
、
時
間
の
捻
出
も
大
変

で
、
実
験
自
体
も
う
ま
く
い
か

ず
何
度
も
試
行
錯
誤
を
繰
り
返

し
、
孤
独
を
感
じ
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
し
、
も
う
嫌
だ
と
思

う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
比
較
的
短
期
間
で
結
果

を
得
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
こ

の
よ
う
な
名
誉
あ
る
賞
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
た
私
は
と
て

も
運
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
い

た
だ
い
た
賞
に
恥
じ
ぬ
よ

う
今
後
も
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
論
文
の
完
成

ま
で
最
後
ま
で
つ
き
あ
っ

て
く
だ
さ
っ
た
横
山
教
授

に
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

附
属
病
院
診
療
奨
励
賞

（
診
療
技
術
賞
）
を
受
賞
し
て

臨
床
試
験
管
理
セ
ン
タ
ー　

海
老
名　

麻　

美

診療技術賞
第
22
回
　
医
学
部
附
属
病
院
診
療
奨
励
賞

　

こ
の
度
は
、
名
誉
あ
る
第
二

十
二
回
弘
前
大
学
医
学
部
附
属

病
院
診
療
奨
励
賞
に
お
選
び
頂

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
大
変
光
栄
で
あ
り
、

嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

病
院
長
先
生
な
ら
び
に
選
考

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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委
員
の
諸
先
生

方
、
関
係
者
の

方
々
に
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

今
回
の
主
題
は

『
内
視
鏡
の
先
端

保
護
に
よ
る
修
理

費
の
節
約
と
啓

発
』
で
す
。

　

当
院
内
視
鏡
室

で
は
内
視
鏡
の
修

理
費
が
年
間
、
約

三
百
万
円
程
で
し

た
。

　

故
障
回
数
も
多

く
、
修
理
か
ら

戻
っ
て
き
た
か
と

思
え
ば
、
入
れ
違

い
で
他
の
内
視
鏡

が
修
理
に
出
る
と

い
う
よ
う
な
状
況

で
し
た
。
不
具
合

や
故
障
の
多
さ

は
、
検
査
や
治
療

の
遅
延
に
繋
が
る
こ
と
も
あ

り
、
ト
ラ
ブ
ル
の
少
な
い
安
定

し
た
検
査
・
治
療
の
出
来
る
環

境
整
備
が
必
要
だ
と
考
え
ま
し

た
。

　

故
障
内
容
を
調
べ
る
と
、
使

用
頻
度
の
高
さ
な
ど
に
よ
る
劣

化
で
気
を
付
け
て
い
て
も
避
け

ら
れ
な
い
も
の
も
あ
り
ま
し
た

が
、
ぶ
つ
け
る
、
落
と
す
な
ど

が
原
因
の
レ
ン
ズ
や
内
視
鏡
先

端
部
分
の
破
損
な
ど
、
普
段
の

取
り
扱
い
を
見
直
す
こ
と
で
避

け
る
こ
と
が
で
き
る
故
障
が
大

半
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
ポ
ス
タ
ー
を
作
成

し
内
視
鏡
を
使
用
す
る
医
師
へ

の
注
意
喚
起
、
洗
浄
担
当
ス

タ
ッ
フ
な
ど
へ
の
定
期
的
な
勉

強
会
を
開
催
し
、
内
視
鏡
の
扱

い
方
に
つ
い
て
再
確
認
し
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
保
管
庫
か
ら
内
視

鏡
を
持
ち
出
す
際
は
、
先
端
に

保
護
チ
ュ
ー
ブ
を
装
着
し
、
洗

浄
時
も
洗
浄
機
へ
セ
ッ
ト
す
る

ま
で
の
装
着
を
徹
底
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

先
端
関
連
の
修
理
費
は
、
約

二
百
万
円
で
あ
っ
た
の
が
一
年

後
に
は
五
十
万
円
程
と
な
り
、

成
果
が
顕
著
に
現
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
内
視
鏡
に
関
わ
る
ス

タ
ッ
フ
の
内
視
鏡
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
の
意
識
が
変
わ
っ
た

こ
と
が
、
先
端
の
損
傷
以
外
の

故
障
の
減
少
に
も
寄
与
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
、
昨
年
の
修
理

費
は
百
五
十
万
円
程
度
に
抑
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
今
回
の
受
賞
を
励
み

に
、
内
視
鏡
や
機
器
の
管
理
の

面
か
ら
、
検
査
や
治
療
の
行
い

や
す
い
環
境
作
り
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
協
力
し
て
頂
い
た
先
生

方
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の

ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

附
属
病
院
診
療
奨
励
賞

（
診
療
技
術
賞
）
を
受
賞
し
て

放
射
線
治
療
科　

助
教　

佐　

藤　

ま
り
子

診療技術賞
　

こ
の
度
、
第
二
十
二
回
弘
前

大
学
医
学
部
附
属
病
院
診
療
奨

励
賞
（
診
療
技
術
賞
）
を
受
賞

し
、
大
変
光
栄
に
思
っ
て
お
り

ま
す
。
今
回
は
「
前
立
腺
が
ん

に
対
す
る
シ
ー
ド
線
源
永
久
挿

入
療
法
の
チ
ー
ム
医
療
体
制
の

確
立
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
応
募

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

前
立
腺
が
ん
に
対
す
る
シ
ー

ド
線
源
永
久
挿
入
療
法
は
二
〇

〇
三
年
に
我
が
国
に
導
入
さ
れ

た
治
療
技
術
で
あ
り
、
限
局
性

前
立
腺
癌
に
対
す
る
根
治
的
治

療
法
と
し
て
注
目
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
本
治
療
法
は
、
会
陰
部

か
ら
針
を
通
じ
て
五
十-

八
十

個
ほ
ど
の
シ
ー
ド
線
源
を
前
立

腺
内
に
超
音
波
の
映
像
を
観
察

し
な
が
ら
正
確
に
留
置
す
る
こ

と
で
、
前
立
腺
に
大
量
の
放
射

線
を
安
全
に
照
射
す
る
治
療
法

で
あ
り
、
シ
ー
ド
治
療
と
も
呼

ば
れ
て
お
り
ま
す
。
全
身
麻
酔

は
不
要
で
、
入
院
期
間
も
三
泊

四
日
で
済
む
こ
と
か
ら
、
退
院

後
す
ぐ
に
社
会
復
帰
も
可
能
で

す
。

　

弘
前
大
学
病
院
で
は
二
〇
〇

六
年
よ
り
導
入
の
準
備
を
進

め
、
二
〇
〇
七
年
に
青
森
県
初

の
治
療
施
設
と
し
て
認
可
を
受

け
ま
し
た
。
当
初
は
低
リ
ス
ク

の
限
局
性
前
立
腺
が
ん
が
本
治

療
の
良
い
適
応
と
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
が
、
針
挿
入
の
工
夫
や

連
結
シ
ー
ド
の
導
入
、
ホ
ル
モ

ン
療
法
や
外
部
照
射
と
の
併
用

等
に
よ
り
、
中
間
・
高
リ
ス
ク

の
前
立
腺
が
ん
に
対
し
て
も
適

応
拡
大
を
図
り
ま
し

た
。
現
在
ま
で
に
二

百
六
十
例
を
超
え
る

症
例
に
対
し
て
本
治

療
を
行
い
、
良
好
な

治
療
成
績
を
収
め
る

に
至
り
ま
し
た
が
、

診
療
放
射
線
技
師
や

Ｒ
Ｉ
病
棟
の
看
護
師

の
協
力
の
も
と
、
放

射
線
治
療
科
と
泌
尿

器
科
の
密
な
連
携
に

よ
り
、
チ
ー
ム
医
療

体
制
が
確
立
・
機
能

し
た
こ
と
が
本
治
療

法
の
成
功
に
繋
が
っ

た
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、

前
立
腺
が
ん
に
対
す

る
根
治
的
治
療
に

は
、
ロ
ボ
ッ
ト
手

術
、
強
度
変
調
放
射

線
治
療
や
粒
子
線
治

療
な
ど
様
々
な
選
択
肢
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
こ
数
年
は
シ
ー

ド
治
療
の
件
数
が
全
国
的
に
減

少
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

今
回
の
受
賞
を
機
に
、
シ
ー
ド

治
療
が
前
立
腺
癌
に
対
す
る
優

れ
た
治
療
法
の
ひ
と
つ
で
あ
る

こ
と
を
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ

き
、
患
者
さ
ん
に
安
心
し
て
治

療
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う

チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
よ
り
一

層
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
ご
指
導
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

附
属
病
院　

外
来
化
学
療
法
室　

看
護
師　

粟　

津　

朱　

美

心のふれあい賞
　

こ
の
度
は
、
弘
前
大
学
医
学

部
附
属
病
院
診
療
奨
励
賞
心
の

ふ
れ
あ
い
賞
を
頂
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
選
考

委
員
の
諸
先
生
方
な
ら
び
に
関

係
者
の
皆
様
に
心
よ
り
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。　

　

近
年
、
新
規
抗
が
ん
薬
の
開

発
、
支
持
療
法
薬
の
進
歩
、
診

療
報
酬
制
度
改
定
に
よ
る
在
院

日
数
の
短
縮
な
ど
に
よ
り
、
治

療
の
場
が
外
来
へ
移
行
し
つ
つ

あ
り
通
院
治
療
を
す
る
が
ん
患

者
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

外
来
化
学
療
法
を
受
け
る
が

ん
患
者
様
は
、
そ
れ
ま
で
の
生

活
を
継
続
し
な
が
ら
治
療
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
一
方
で
、

病
状
の
進
行
に
関
す
る
心
理
的

負
担
や
、
副
作
用
に
伴
う
日
常

生
活
の
制
限
、
治
療
に
よ
る
時

間
的
拘
束
や
経
済
的
負
担
、
職

場
や
家
庭
で
の
役
割
遂
行
な
ど

の
困
難
が
あ
り
ま
す
。

　

外
来
化
学
療
法
は
、
患
者
様

と
関
わ
る
時
間
が
短
い
こ
と

や
、
副
作
用
が
帰
宅
後
に
出
現

す
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
私
た
ち
は
短

時
間
の
関
わ
り
を
積
み
重
ね
て

関
係
を
構
築
し
、
帰
宅
後
の
生

活
を
予
測
し
な
が
ら
、
患
者
様

が
生
活
の
中
で
大
切
に
し
て
い

る
こ
と
を
支
え
る
看
護
を
心
が

け
て
い
ま
す
。
ま
た
患
者
様
や

ご
家
族
が
思
い
を
表
出
す
る
場

を
作
り
た
い
、
辛
い
な
が
ら
も

笑
顔
を
忘
れ
ず
に
少
し
で
も
明

る
い
気
持
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
治
療
当
日

が
、
誕
生
日
の
場
合
や
バ
レ
ン

タ
イ
ン
デ
ー
や
ク
リ
ス
マ
ス
な

ど
の
季
節
の
行
事
に
は
、
手

作
り
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
カ
ー
ド
と

さ
さ
や
か
な
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
贈

り
、
ス
タ
ッ
フ

と
と
も
に
喜
び

を
共
有
で
き
る

よ
う
声
掛
け
を

行
っ
て
い
ま

す
。「
歳
を
と

る
と
自
分
の
誕

生
日
な
ん
て
自

分
も
家
族
も
忘

れ
て
い
た
。
と

く
に
病
気
に
な

っ
て
か
ら
は
、

病
気
の
こ
と
で

頭
が
い
っ
ぱ
い

だ
っ
た
の
で
う

れ
し
か
っ
た

な
。」
と
い
う

言
葉
を
い
た
だ

く
な
ど
、
思
い
が
け
な
い
心
情

を
表
出
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
患
者
様
、
ご
家
族
、
ス
タ

ッ
フ
で
喜
び
を
共
有
す
る
と
い

う
関
係
が
、
信
頼
関
係
の
構
築

に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
受
賞
を
励
み
と
し
、

ス
タ
ッ
フ
一
丸
と
な
り
よ
り
一

層
患
者
様
・
ご
家
族
へ
の
看
護

の
質
の
向
上
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

　

こ
の
度
医
学
部
医
学
科
よ
り

国
際
化
教
育
奨
励
賞
を
頂
き
、

ハ
ワ
イ
で
ハ
ワ
イ
大
学
式

医
学
科
国
際
化
教
育
奨
励
賞
を

受
賞
し
て

救
急
・
災
害
医
学
講
座　

教
授　

花　

田　

裕　

之

Problem
 Based Learning

（
Ｐ

Ｂ
Ｌ
）
を
学
ぶ
機
会
を
頂
き
ま

し
た
。
最
近
教
授
に
な
っ
た
玉

井
教
授
、
浅
野
教
授
と
私
に
機

会
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
玉

井
教
授
が
既
に
予
定
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
私
と
浅
野
教
授
、

加
え
て
現
在
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
な
ど
の

学
生
教
育
を
多
く
担
当
さ
れ
て

い
る
神
尾
卓
哉
、
糸
賀
正
道
、

木
村
憲
央
、
長
瀬
勇
人
、
西
崎

公
貴
、
西
崎
史
恵
各
先
生
と
参

加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
既
に

弘
前
大
学
で
は
Ｐ
Ｂ
Ｌ
が
実
際

に
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
し

ば
ら
く
学
生
教
育
に
つ
い
て
は

講
義
と
実
習
の
み
で
あ
っ
た
私

は
、
こ
れ
を
機
会
に
何
か
生
か

せ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
い
い
な
、

と
い
う
気
持
ち
で
し
た
。

　

今
回
が
ハ
ワ
イ
は
初
め
て
に

も
か
か
わ
ら
ず
何
も
事
前
知
識

を
入
れ
ず
に
飛
行
機
に
乗
り
ま

し
た
が
、
日
本
人
も
日
本
語
表

示
も
多
く
、
観
光
客
と
ホ
ー
ム

レ
ス
が
多
少
多
い
こ
と
と
、
日

差
し
が
強
い
こ
と
を
除
け
ば
、

何
と
か
な
り
そ
う
と
感
じ
な
が

ら
、
ホ
テ
ル
近
く
で
久
し
ぶ
り

に
見
つ
け
たK

eyStone

と
い

う
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
ベ
ッ
ド
に

入
り
ま
し
た
。
案
の
定
、
夜
中

に
目
覚
め
て
そ
の
後
眠
れ
ず
、

ク
ラ
ス
の
最
中
に
居
眠
り
し
た

ら
ま
ず
い
な　

と
考
え
な
が
ら

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
バ
ス
に
乗
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
担
当
の

Richard K
azuya

先
生
の
英
語

は
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
、
内

容
も
非
常
に
興
味
深
い
も
の
で

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

第
23
回
　
医
学
部
医
学
科
国
際
化
教
育
奨
励
賞

附
属
病
院
診
療
奨
励
賞

（
心
の
ふ
れ
あ
い
賞
）
を
受
賞
し
て

「
外
来
化
学
療
法
室
に
お
け
る

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
マ
イ
ン
ド

～
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
通
し
た
心
の
つ
な
が
り
～
」
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こ
の
度
研
究
課
題
「
過
動
性

不
随
意
運
動
の
発
現
機
序
に
関

す
る
研
究
」
に
て
唐
牛
記
念
医

学
研
究
基
金
（
助
成
金
Ａ
）
を

い
た
だ
く
事
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
今
ま

で
私
ど
も
の
研
究
に
ご
指
導
・

ご
助
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た

唐
牛
敏
世
氏
の
遺
志
を
尊
び
、

研
究
に
生
か
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

さ
て
私
ど
も
は
現
在
ま
で
、

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
に
Ｌ-

ド
パ
を
投
与
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
生
じ
る
Ｌ-

ド
パ
誘
発
ジ
ス

キ
ネ
ジ
ア
（
首
や
体
幹
を
く
ね

ら
せ
、
手
を
ひ
ら
ひ
ら
さ
せ
る

不
随
意
運
動
）
の
発
現
機
序
に

つ
い
て
、
神
経
可
塑
性
の
観
点

か
ら
主
に
神
経
細
胞
の
ス
パ
イ

ン
の
形
態
の
研
究
を
し
て
き
ま

し
た
。
研
究
は
動
物
が
中
心
と

な
り
ま
す
が
、
研
究
で
得
た

Ｌ-

ド
パ
の
特
性
な
ど
の
知
識

　

こ
の
度
は
伝
統
あ
る
唐
牛
記

念
医
学
研
究
基
金
（
助
成
金

Ｂ
）
を
受
賞
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
大
変
光
栄
に
感
じ
て
お
り

ま
す
。
関
係
者
の
皆
様
へ
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
受

賞
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
研
究

テ
ー
マ
は
「
疾
患
モ
デ
ル
マ
ウ

ス
を
用
い
た
多
系
統
萎
縮
症
バ

イ
オ
マ
ー
カ
ー
の
探
索
」
で

す
。
多
系
統
萎
縮
症
は
多
系
統

の
神
経
系
が
障
害
さ
れ
、
発
症

か
ら
約
十
年
で
死
亡
す
る
予
後

不
良
な
疾
患
で
す
。
残
念
な
が

ら
そ
の
発
病
機
構
は
未
だ
不
明

で
、
治
療
法
も
あ
り
ま
せ
ん
。

当
科
に
も
多
数
の
多
系
統
萎
縮

症
患
者
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
が
、
有
用
な
バ
イ
オ
マ
ー

カ
ー
が
存
在
し
な
い
こ
と
も
あ

り
早
期
診
断
は
難
し
い
の
が
現

状
で
す
。
最
近
脳
神
経
病
理
学

講
座
の
丹
治
助
教
を
中
心
に
多

唐
牛
記
念
医
学
研
究
基
金

（
助
成
金
Ｂ
）
を
受
賞
し
て

脳
神
経
内
科
学
講
座　

助
教　

今　
　
　

智　

矢

助成金Ｂ

唐
牛
記
念
医
学
研
究
基
金

（
助
成
金
Ａ
）
を
受
賞
し
て

脳
神
経
内
科
学
講
座　

教
授　

冨　

山　

誠　

彦

助成金Ａ
第
38
回
　
唐
牛
記
念
医
学
研
究
基
金
助
成
金

は
患
者
さ
ん
の
診
療
で
も
役
に

た
っ
て
い
ま
す
。
薬
物
副
作
用

の
研
究
で
す
の
で
「
冴
え
な

い
」
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
Ｌ-

ド
パ
誘
発
ジ
ス

キ
ネ
ジ
ア
は
患
者
さ
ん
の
Ｑ
Ｏ

Ｌ
を
著
し
く
損
な
い
ま
す
し
、

実
際
に
は
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

治
療
上
のunm

et m
edical 

needs

で
す
。
ジ
ス
キ
ネ
ジ
ア

さ
え
な
け
れ
ば
、
Ｌ-

ド
パ
以

外
の
抗
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
薬
は

不
要
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
る
く

ら
い
で
す
。
世
界
中
の
研
究
者

（
私
ど
も
も
少
し
は
役
に
た
っ

た
と
思
い
ま
す
）
が
少
し
ず
つ

知
見
を
積
み
重
ね
、
そ
の
発
現

機
序
の
全
容
が
よ
う
や
く
見
え

て
き
ま
し
た
。
さ
て
次
は
治
療

法
の
開
発
で
あ
り
、
皆
さ
ん
の

知
恵
を
拝
借
し
な
が
ら
、
な
ん

と
か
治
療
薬
の
開
発
に
結
び
つ

け
て
い
き
た
い
と
い
う
の
が
、

私
の
願
い
で
す
。
ま
た
、
こ
の

形
態
変
化
は
Ｌ-

ド
パ
誘
発
ジ

し
た
。
四
日
間
睡
魔
に
襲
わ
れ

る
こ
と
な
く
、
討
論
に
参
加
で

き
ま
し
た
。
概
略
の
説
明
の

後
、
今
年
度
か
ら
医
学
を
学
び

始
め
た
学
生
に
よ
る
、
実
際
の

Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
見
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
が
一
番
の
驚
き

で
し
た
。
七
十
四
歳
男
性
が
失

神
を
主
訴
に
救
急
外
来
を
受
診

し
た
、
と
い
うCase

で
し
た
。

私
は
循
環
器
的
疾
患
の
鑑
別
診

断
的
な
思
考
回
路
で
ば
か
り
考

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

え
て
い
ま
し
た
が
、
学
生
は
社

会
的
背
景
や
、
家
の
構
造
の
問

題
な
ど
ま
で
仮
説
を
広
げ
、
こ

う
い
っ
た
こ
と
を
膨
ら
ま
せ
て

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
な
ど
も
最

後
に
調
べ
て
く
る
テ
ー
マ
に
あ

げ
て
い
ま
し
た
。
高
校
か
ら
直

接
医
学
部
に
入
学
す
る
日
本
と

違
い
、
大
学
を
卒
業
し
て
い
る

こ
と
や
半
分
以
上
が
学
費
を
た

め
る
た
め
も
あ
り
、
社
会
人
を

経
験
し
て
い
る
こ
と
も
背
景
に

は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
基
本

的
に
受
身
的
学
習
が
身
に
つ
い

て
い
る
日
本
の
学
生
が
、
広
い

発
想
を
も
っ
て
ど
ん
ど
ん
意
見

を
出
し
合
え
る
よ
う
なT

utor

に
な
る
の
は
、
か
な
り
大
変
だ

ろ
う
と
感
じ
ま
し
た
。
Ｐ
Ｂ
Ｌ

は
救
急
外
来
で
も
短
時
間
で
臨

床
推
論
に
使
え
る
、
と
い
う
こ

と
も
学
び
ま
し
た
。

　

帰
っ
て
か
ら
、
ほ
ど
な
く
し

てPostCC O
SCE

の
試
験
監

督
を
す
る
機
会
が
あ
り
、
救
急

の
実
習
に
ぜ
ひ
と
も
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を

取
り
入
れ
る
べ
き
と
考
え
ま
し

た
。
特
別
に
Ｐ
Ｂ
Ｌ
シ
ナ
リ
オ

を
作
成
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
実

際
に
受
診
し
た
患
者
の
主
訴
を

Facts &
 Problem

s

、
鑑
別
診

断
をH

ypothesis

と
し
て
、
病

歴
・
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
や
検
査

デ
ー
タ
をN

eed to K
now

と

し
て
シ
ナ
リ
オ
を
進
め
、
我
々

が
そ
の
患
者
を
ど
う
考
え
て
診

断
し
、
治
療
方
針
を
決
定
し
た

の
か
を
考
え
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
新
年
度
か
ら
は
こ
れ
を
基

　 I would like to express my sincere appreciation to 
Professor Koichi Wakabayashi, the Dean of Hirosaki 
University Graduate School of Medicine and the 
International Exchange Research Committee, as well 
as the people concerned, for receiving the 23rd Hirosaki 
University School of Medicine Internationalization 
Education Encouragement Award.
　 During 22-25 October 2019, I participated the 
Problem Based Learning (PBL)-Hawaii Style workshop 
at the University of Hawaii, John A. Burns School of 
Medicine, Honolulu, Hawaii, USA. In this workshop, 
the participants were treated as students in a small 
group exercise, and the skillful instructor encouraged 
us to think aloud, share our ideas, and contribute to 
the discussion. The instructor demonstrated a most 
important thing for all of us to recognize that the PBL 
tutors are not teachers, but we are meaningful 
facilitators who stimulate and encourage students 
towards self-direct learning. The best tutor needs to 
create an enjoyable learning environment, where 
students are inspired to be fully active learners. In 

addition, the participants had some chances to observe 
the PBL in Hawaii style demonstrated by the medical 
students. Passion to be a ‘GOOD’ doctor of Hawaii 
students is very strong. They were enjoyable to ask, 
study, search, analyze and discuss without any 
pressure from the tutors. The participants also learned 
how to write PBL case. The case should be carefully 
designed to guide the dept and breadth of learning of 
study. More importantly, the story should also include 
interesting tips to help students remember the key 
points of learning.
　 Here, I would like to express my gratitude for the 
Award to provide me this great opportunity. The 
training program allows me to strengthen my PBL 
skills and improve my own ability. I realize that all of 
these knowledge and experience are adaptable things 
which can be used in several different situations, not 
only for PBL but also other lectures and training 
programs. Although passive lectures are essential for 
providing medical contents, I will keep in mind that 
active learning is also very important for improvement 
of medical education. Even if only a small part, I would 
like to contribute this experience to improve the 
medical education of students in Hirosaki University. I 
hope that they will be GOOD doctors and researchers 
in the future.

医学科国際化教育奨励賞を
受賞して

感染生体防御学講座　
教授　浅野　クリスナ

ス
キ
ネ
ジ
ア
に
限
っ
た
も
の
で

は
な
い
よ
う
で
、
ジ
ス
ト
ニ
ア

な
ど
の
他
の
不
随
意
運
動
や
向

精
神
薬
に
よ
る
遅
発
性
ジ
ス
キ

ネ
ジ
ア
、
は
た
ま
た
薬
物
依
存

な
ど
に
も
関
連
し
て
い
る
可
能

性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
Ｌ-

ド
パ
誘
発
ジ
ス
キ

ネ
ジ
ア
で
み
ら
れ
る
変
化
が
、

不
随
意
運
動
に
み
ら
れ
る
普
遍

的
変
化
で
あ
る
か
を
確
認
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

も
し
、
ご
興
味
を
お
持
ち
の
か

た
が
い
ら
し
た
ら
、
ぜ
ひ
脳
神

経
内
科
学
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

に
六
年
生
が
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を

使
っ
て
状
況
を
再

現
し
、
五
年
生
を

指
導
す
る
形
を
取

り
入
れ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

期
待
し
て
い
た
よ

り
も
、
よ
り
多
く

実
際
に
応
用
可
能

な
こ
と
を
学
ぶ
機

会
を
頂
き
、
本
当

に
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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こ
れ
ま
で
「
八
甲
田
山
九
湯
会
」

は
七
湯
紹
介
し
ま
し
た
の
で
、
今
回

は
二
湯
と
な
り
ま
す
。そ
の
あ
と
は
、

城
ヶ
倉
大
橋
を
経
て
黒
石
経
由
で
平

川
に
足
を
延
ば
し
ま
し
ょ
う
。

　
八
甲
田
温
泉
（
第
九
十
二
湯

：

青

森
市
駒
込
字
深
沢

：

日
帰
り
十
七
時

迄

：

冬
期
休
業
）
は
、
昭
和
三
十
九

年
開
業
と
の
こ
と
、
年
季
の
入
っ
た

建
物
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
四
つ

の
源
泉
、
龍
神
の
湯
（
中
性
・
ナ
ト

リ
ウ
ム
・
カ
ル
シ
ウ
ム-

硫
黄
塩
・

炭
酸
水
素
塩
泉
）、八
甲
田
元
湯
（
酸

性
・
含
硫
黄-

カ
ル
シ
ウ
ム
・
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム-

硫
酸
塩
・
塩
化
物
泉
）、

み
る
く
の
湯
（
酸
性
・
含
二
酸
化
炭

素
・
硫
黄-

カ
ル
シ
ウ
ム
・
ア
ン
モ

ニ
ウ
ム-

硫
酸
塩
・
塩
化
物
泉
）、

ら
む
ね
の
湯
（
酸
性
・
含
硫
黄-

カ

ル
シ
ウ
ム
・
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム-

硫
酸

塩
・
塩
化
物
泉
）が
あ
り
ま
す
。
ゆ
っ

く
り
と
滞
在
し
て
源
泉
を
楽
し
み
た

い
温
泉
で
す
。

　
寒
水
沢
温
泉
八
甲
田
リ
ゾ
ー
ト
ホ

テ
ル
（
第
九
十
三
湯

：

青
森
市
荒
川

字
寒
水
沢

：

日
帰
り
十
六
時
迄

：

冬

期
休
業
）
は
、
八
甲
田
ロ
ー
プ
ウ
ェ

イ
山
麓
駅
の
奥
に
位
置
す
る
ナ
ト
リ

ウ
ム-

炭
酸
水
素
塩
泉
で
す
。
開
放

感
の
あ
る
浴
室
で
湯
に
つ
か
れ
ば
、

疲
れ
も
す
っ
か
り
と
癒
さ
れ
ま
す
。

　
八
甲
田
山
か
ら
国
道
三
九
四
号
～

国
道
二
〇
一
号
を
経
て
、
弘
前
市
堀

越
ま
で
来
る
と
、
整
備
さ
れ
た
史
跡

堀
越
城
址
が
あ
り
ま
す
。
大
浦
（
津

軽
）
為
信
が
弘
前
城
完
成
前
に
本
拠

を
置
い
た
城
で
す
が
、
こ
こ
か
ら
の

八
甲
田
山
の
眺
め
は
最
高
で
す
。

　
大
坊
温
泉
（
第
九
十
四
湯

：

平
川

市
大
坊

：

二
十
二
時
迄
）
は
、
堀
越

城
址
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
ナ
ト
リ
ウ

ム
・
塩
化
物
泉
（
低
張
性
弱
ア
ル
カ

リ
性
高
温
泉
）
で
す
。
単
純
泉
に
近

い
無
色
透
明
で
、
癖
が
な
く
温
ま
る

湯
で
す
。
個
人
的
に
は
、
平
川
市
の

温
泉
に
は
ま
る
き
か
っ
け
と
な
っ
た

湯
で
す
。

　
館
田
温
泉
（
第
九
十
五
湯

：

平
川

市
館
田

：

二
十
一
時
迄
）
は
、
弘
南

鉄
道
館
田
（
た
ち
た
）
駅
の
近
く
に

あ
り
ま
す
。
内
湯
は
や
や
熱
め
で
す

が
、
広
く
温
め
の
露
天
風
呂
と
の
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
を
味
わ
う
と
と
て
も
心

地
よ
い
気
分
に
な
り
ま
す
。
近
く
の

大
坊
温
泉
と
く
ら
べ
る
と
、
や
や
濃

い
塩
化
物
泉
で
、
温
ま
り
感
は
半
端

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
南
田
温
泉
ア
ッ
プ
ル
ラ
ン
ド
（
第

九
十
六
湯

：

平
川
市
町
居
南
田

：

二

十
一
時
迄
）
満
天
の
湯
は
、
露
天
風

呂
も
心
地
よ
い
ナ
ト
リ
ウ
ム
・
塩
化

物
泉
（
低
張
性
弱
ア
ル
カ
リ
性
高
温

泉
）
で
す
。
大
型
ホ
テ
ル
の
別
館
に

あ
る
の
で
す
が
、
地
元
の
入
浴
者
も

多
く
風
情
あ
る
温
泉
で
す
。

　
毎
年
六
月
か
ら
十
月
に
は
「
ひ
ら

か
和
！
温
泉
銀
座
ラ
リ
ー
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
最
近
は
平
川
市
観
光
協

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
し
っ
か
り

掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
皆
さ
ん
是

非
と
も
ラ
リ
ー
に
参
加
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

八
甲
田
温
泉

寒
水
沢
温
泉

大
坊
温
泉

館
田
温
泉

南
田
温
泉

　

胸
部
心
臓
血
管
外
科
学
講

座
、
呼
吸
器
外
科
の
佐
藤
史
絵

で
す
。
昨
年
の
一
月
に
入
局
し

ま
し
た
。
呼
吸
器
外
科
に
新
人

が
入
る
の
は
十
五
年
ぶ
り
だ
そ

う
で
、
入
っ
た
だ
け
で
〝
十
五

年
ぶ
り
の
逸
材
〟
と
呼
ば
れ
大

事
に
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
も
と
も
と
看
護
師
を
し

て
い
て
、
学
士
編
入
学
で
弘
前

大
学
へ
入
学
し
ま
し
た
。
学
生

の
頃
、「
心
臓
血
管
外
科
は
怖

そ
う
。
避
け
た
い
。」
と
の
純

粋
な
思
い
か
ら
消
極
的
に
呼
吸

器
外
科
を
選
び
、
実
習
し
て
い

た
ら
な
ん
だ
か
と
て
も
楽
し
く

な
っ
て
、
当
時
も
今
も
変
わ
ら

な
い
指
導
医
に
「
呼
吸
器
外
科

興
味
あ
り
ま
す
！
」
と
思
わ
せ

ぶ
り
な
こ
と
を
言
っ
て
卒
業
し

ま
し
た
。

　

卒
後
、
健
生
病
院
で
初
期
研

修
を
行
い
、
そ
の
間
に
女
の
子

を
出
産
し
ま
し
た
。
色
々
考
え

た
末
、
呼
吸
器
外
科
の
指
導
医

を
裏
切
っ
て
、
健
生
病
院
で
そ

の
ま
ま
外
科
の
後
期
研
修
を
行

う
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
卒
後

六
年
目
ま
で
は
消
化
器
外
科
を

中
心
と
し
た
一
般
外
科
で
修
練

を
積
み
ま
し
た
。
多
様
な
疾
患

を
幅
広
く
学
び
、
緊
急
対
応
も

多
く
本
当
に
大
変
で
し
た
が
、

懐
の
深
い
頼
れ
る
指
導
医
の

下
、
何
も
の
に
も
代
え
難
い
経

験
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
般
外
科
修
練
中
に
現
在
所

属
し
て
い
る
胸
部
心
臓
血
管
外

科
で
研
修
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
研
修
は
想
像
以
上
に

楽
し
く
充
実
し
た
毎
日
で
し

た
。
知
識
も
技
術
も
一
流
の
先

生
方
か
ら
指
導
を
受
け
な
が

ら
、
研
究
や
学
術
活
動
、
教
育

に
関
し
て
も
多
く
を
学
び
、
視

野
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
研
修
が
き
っ
か
け
と

な
り
、
心
臓
血
管
外
科
の
面
白

さ
を
知
り
、
呼
吸
器
外
科
の
魅

力
も
再
認
識
し
た

た
め
胸
部
心
臓
血

管
外
科
へ
入
局
す

る
こ
と
に
決
め
ま

し
た
。

　

呼
吸
器
外
科
で

は
胸
部
の
疾
患
を

扱
っ
て
お
り
、
そ

の
中
で
も
診
療
の

中
心
は
肺
癌
で

す
。
肺
癌
は
男
女

共
に
死
亡
率
の
高
い
疾
患
で
、

女
性
の
罹
患
率
は
増
加
傾
向
で

す
。
ま
た
、
癌
治
療
の
進
歩
に

よ
り
原
発
性
肺
癌
だ
け
で
な
く

転
移
性
肺
腫
瘍
も
外
科
的
切
除

可
能
な
も
の
が
増
え
て
き
て
い

ま
す
。
今
後
、
手
術
が
増
え
る

と
予
想
さ
れ
る
中
、
ま
だ
ま
だ

呼
吸
器
外
科
医
が
足
り
な
い
の

が
現
状
で
す
。
青
森
県
内
で
は

呼
吸
器
外
科
専
門
医
は
九
名
し

か
い
ま
せ
ん
。
現
在
、
当
科
で

は
手
術
待
機
の
患
者
さ
ん
も
少

な
く
な
い
状
況
で
、
待
機
期
間

中
は
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
を
不

安
に
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
今

の
私
に
で
き
る
こ
と
は
、
手
術

手
技
の
精
度
を
上
げ
、
専
門
医

を
取
る
べ
く
勉
強
し
、
呼
吸
器

外
科
の
魅
力
を
伝
え
て
い
く
こ

と
か
な
と
思
い
ま
す
。
目
ま
ぐ

る
し
い
毎
日
で
は
あ
り
ま
す

が
、
医
局
の
先
生
方
の
協
力
の

お
か
げ
で
、
仕
事
と
子
育
て
を

両
立
し
な
が
ら
充
実
し
た
日
々

を
過
ご
せ
て
い
ま
す
。
今
後

も
、
力
み
過
ぎ
ず
、
自
分
の
家

族
や
人
生
も
大
切
に
し
な
が

ら
、
ゆ
っ
た
り
と
患
者
さ
ん
に

寄
り
添
っ
て
い
け
る
医
師
で
あ

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

呼
吸
器
外
科
医

　
　
常
時
募
集
中
で
す
。

胸
部
心
臓
血
管
外
科
学
講
座　

助
手　

佐　

藤　

史　

絵

若
手
教
員
・
医
師
だ
よ
り

女
性
小
児
科
医
だ
よ
り

周
産
母
子
セ
ン
タ
ー
（
小
児
科
）　

助
教　

相　

澤　

知　

美

若
手
教
員
・
医
師
だ
よ
り

　

小
児
科
学
講
座
所
属
の
相
澤

知
美
で
す
。
平
成
十
八
年
に
弘

前
大
学
を
卒
業
し
、
む
つ
総
合

病
院
で
初
期
研
修
を
行
っ
た

後
、
小
児
科
学
講
座
に
入
局
し

ま
し
た
。
最
近
の
臨
床
と
実

験
、
そ
し
て
子
育
て
に
つ
い
て

書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
は
、
腎
臓
グ
ル
ー
プ
に
所

属
し
て
い
ま
す
。
小
児
の
腎
疾

患
、
膠
原
病
を
主
に
診
療
し
て

お
り
ま
す
が
、
少
子
化
と
治
療

の
進
歩
に
よ
り
、
入
院
患
者
さ

ん
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

伊
藤
教
授
か
ら
は
、
診
療
の
幅

を
広
げ
る
よ
う
に
と
よ
く
言
わ

れ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
外
来

で
は
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
子
の

プ
リ
ッ
ク
テ
ス
ト
や
、
ア
ト

ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
治
療
等
も

行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ど

の
分
野
も
治
療
は
進
歩
す
る
た

め
、
専
門
の
幅
を
広
げ
る
と
勉

強
す
る
事
も
増
え
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
未
だ
に
初
め
て
遭

遇
す
る
珍
し
い
疾
患
も
沢
山
あ

り
、
更
に
は
血
液
・
心
臓
・
神

経
等
の
専
門
外
の
疾
患
の
こ
と

に
な
る
と
素
人
さ
ん
同
然
に

な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
、
そ
こ

が
疾
患
の
幅
が
広
す
ぎ
る
小
児

科
臨
床
の
大
変
な
と
こ
ろ
で

す
。
そ
れ
で
も
、
退
院
す
る
子

か
ら
も
ら
う
お
手
紙
や
修
学
旅

行
の
お
土
産
、
何
よ
り
子
供
た

ち
の
笑
顔
や
パ
ワ
ー
に
こ
ち
ら

が
励
ま
さ
れ
、「
や
っ
ぱ
り
小

児
科
医
で
よ
か
っ
た
な
～
」
と

思
い
な
が
ら
働
い
て
い
ま
す
。

腎
臓
グ
ル
ー
プ
に
入
っ
た
の
が

十
年
ほ
ど
前
な
の
で
、
そ
の
頃

か
ら
関
わ
っ
て
い
る
ネ
フ
ロ
ー

ゼ
、
Ｓ
Ｌ
Ｅ
の
患
者
さ
ん
も
お

り
、
長
期
に
渡
り
治
療
に
難
渋

す
る
中
で
、
進
学
、
就
職
な
ど

の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
乗
り
越

え
て
い
る
様
子
を
見
る
と
こ
ち

ら
も
嬉
し
く
な
り
ま
す
。
慢
性

疾
患
を
診
療
す
る
こ
と
の
魅
力

や
や
り
が
い
を
、
若
手
小
児
科

医
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
今
後

の
課
題
で
す
。

　

臨
床
の
か
た
わ
ら
、
腎
臓
グ

ル
ー
プ
の
田
中
完
先
生
、
脳
血

管
病
態
学
の
今
泉
忠
淳
先
生
の

ご
指
導
の
下
、
大
学
院
生
の
頃

か
ら
細
々
と
続
け
て
い
る
実
験

が
あ
り
ま
す
。
腎
臓
の
メ
サ
ン

ギ
ウ
ム
細
胞
、
血
管
内
皮
細
胞

に
お
け
る
自
然
免
疫
系
分
子
の

発
現
に
関
す
る
研
究
で
、
現
在

は
ル
ー
プ
ス
腎
炎
の
病
態
を
分

子
レ
ベ
ル
で
調
べ
て
い
ま
す
。

自
分
は
臨
床
医
で
す
の
で
、
疾

患
の
病
態
の
理
解
を
深
め
る
目

的
が
大
き
い
で
す
。
と
は
言
っ

て
も
、
最
近
は
時
間
的
・
実
力

的
に
限
界
を
感
じ
て
き
て
お

り
、
今
後
は
こ
ち
ら
も
大
学
院

生
の
若
手
小
児
科
医
の
力
に
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
育
児
に
つ
い
て
で

す
。
小
児
科
教
室
の
先
生
方
に

は
い
つ
も
ご
配
慮
い
た
だ
き
、

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
学
童
保

育
、
病
児
保
育
、
さ
ら
に
は
息

子
の
習
い
事
の
先
生
に
も
協
力

し
て
も
ら
っ
て
、
な
ん
と
か
こ

う
に
か
暮
ら
し
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。
息
子
は
、
小
さ
い
頃

か
ら
私
の
仕
事
の
都
合
で
振
り

回
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
す
が
、

最
近
は
「
そ
れ
は
お
母
さ
ん
の

用
事
で
し
ょ
、
俺
は
関
係
な

い
！
」
と
ご
ま
か
し
が
き
か
な

い
状
況
で
、
成
長
の
過
程
だ
と

は
思
う
も
の
の
、
今
後
思
春
期

は
ど
う
な
る
こ
と
や
ら
と
心
配

し
て
い
ま
す
。
息
子
が
七
歳
で

す
と
、
お
母
さ
ん
と
し
て
も
七

歳
で
す
の
で
、
日
々
学
ぶ
こ
と

も
多
く
、
今
後
仕
事
の
現
場
に

も
生
か
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

系
統
萎
縮
症
の
病
態
を
再
現
し

た
モ
デ
ル
マ
ウ
ス
を
開
発
し
ま

し
た
。
今
回
こ
の
マ
ウ
ス
を
用

い
て
次
世
代
マ
イ
ク
ロ
ア
レ
イ

に
よ
る
全
転
写
産
物
解
析
を
行

い
、
モ
デ
ル
マ
ウ
ス
で
有
意
に

増
加
し
て
い
た
分
子
を
複
数
同

定
し
ま
し
た
。
今
後
、
本
助
成

金
を
有
効
に
活
用
し
て
こ
れ
ら

の
分
子
が
病
態
に
関
与
し
う
る

か
、
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
に
な
り

う
る
か
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

　

最
終
的
に
目
の
前
の
患
者
さ

ん
の
希
望
の
光
と
な
る
よ
う
な

成
果
に
な
る
よ
う
励
ん
で
参
り

ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、
本
研
究
は
脳
神
経
病
理
学

講
座
、
脳
神
経
生
理
学
講
座
と

共
同
研
究
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
日
ご
ろ
か
ら
多
大
な
る

ご
高
配
・
ご
指
導
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
に
深
謝
い
た

し
ま
す
。

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）
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形
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熊　

谷　

玄
太
郎

　

弘
前
大
学
整
形
外
科
学
教
室

は
、
東
北
大
学
か
ら
赴
任
し
た

佐
竹
逸
郎
先
生
が
そ
の
基
礎
を

作
ら
れ
、
一
九
五
二
年
に
諸
富

武
文
先
生
（
九
大
大
学
関
連
病

院
国
立
小
倉
病
院
）
に
よ
り
開

講
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
東
野

修
治
先
生
（
東
京
大
学
）、
原

田
征
行
先
生
（
弘
前
大
学
）、

藤
哲
先
生
（
弘
前
大
学
）
が
歴

任
さ
れ
、
平
成
二
十
四
年
十
二

月
一
日
よ
り
石
橋
恭
之
先
生
が

引
き
継
が
れ
、
二
年
後
に
開
講

七
十
周
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て

お
り
ま
す
。

　

現
在
、
整
形
外
科
学
の
ス

タ
ッ
フ
は
十
九
名
で
構
成
さ

れ
、
疾
患
ご
と
に
五
つ
の
グ

ル
ー
プ
が
診
療
と
研
究
に
当

た
っ
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
グ

ル
ー
プ
は
、
関
節
鏡
下
手
術
を

中
心
と
し
た
治
療
を
行
い
、
さ

ら
に
ス
ポ
ー
ツ
障
害
予
防
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
研
究
テ
ー
マ

は
、
体
内
再
生
誘
導
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
応
用
し
た
損
傷
膝
前
十
字

靱
帯
・
軟
骨
修
復
法
の
開
発
、

膝
前
十
字
靱
帯
の
基
礎
的
・
臨

床
的
研
究
、
変
形
性
膝
関
節
症

成
因
・
予
防
に
関
す
る
疫
学
研

究
で
す
。
脊
椎
グ
ル
ー
プ
は
、

脊
髄
腫
瘍
や
側
弯
症
手
術
と

い
っ
た
一
般
病
院
で
は
治
療
困

難
な
症
例
や
高
度
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
に
搬
送
さ
れ
る
脊
髄
損

傷
な
ど
重
症
外
傷
を
中
心
に
治

療
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
研
究

テ
ー
マ
は
、
脊
柱
靭
帯
骨
化
症

の
病
態
と
治
療
、
脊
髄
損
傷
に

対
す
る
再
生
医
療
、
頚
髄
症
・

腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
・
ロ
コ
モ

テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
疫
学

調
査
、
脊
柱
側
弯
症
の
病
因
と

治
療
で
す
。
関
節
グ
ル
ー
プ

は
、
人
工
股
関
節
置
換
術
や
各

種
骨
切
り
術
、
ま
た
小
児
疾
患

の
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
研

究
テ
ー
マ
は
、
変
形
性
股
関
節

症
の
成
因
・
進
行
に
関
す
る
疫

学
調
査
、
股
関
節
疾
患
の
生
体

力
学
的
研
究（
有
限
要
素
法
）、

大
腿
骨
セ
メ
ン
ト
レ
ス
ス
テ
ム

の
生
物
学
的
固
定
に
関
す
る
臨

床
的
研
究
で
す
。
手
外
科
グ

ル
ー
プ
は
手
の
疾
患
の
み
な
ら

ず
、M

icrosurgery

の
技
術
を

応
用
し
た
機
能
再
建
術
を
行
っ

て
い
ま
す
。
研
究
テ
ー
マ
は
、

手
指
変
形
性
指
関
節
症
と
上
肢

機
能
に
関
す
る
疫
学
研
究
、
絞

扼
性
神
経
障
害
に
対
す
る
超
音

波
診
断
装
置
の
応
用
、
有
限
要

素
解
析
を
用
い
た
手
関
節
障
害

の
病
態
解
析
で
す
。
腫
瘍
グ

ル
ー
プ
は
、
骨 

・
軟
部
腫
瘍

に
対
す
る
手
術
の
他
、
化
学
療

法
を
行
っ
て
い
ま
す
。
研
究

テ
ー
マ
は
、
肉
腫
の
組
織
型
別

治
療
と
臨
床
成
績
、
骨
軟
部
腫

瘍
手
術
へ
の
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム
の
応
用
、
蛍
光
グ
ル

コ
ー
ス
を
応
用
し
た
新
規
の
画

像
診
断
技
術
の
開
発
で
す
。

　

積
極
的
に
海
外
と
の
研
究
交

流
も
行
っ
て
お
り
、
現
在
は
ス

ポ
ー
ツ
グ
ル
ー
プ
の
佐
々
木
静

先
生
が
ア
メ
リ
カ
ジ
ョ
ー
ジ
ア

州
ア
ト
ラ
ン
タ
に
あ
るEm

ory 
U

niversity

に
留
学
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
中
国
か
ら
の
留
学

生
金
圣
道
先
生
が
大
学
院
生
と

し
て
研
究
に
従
事
し
て
い
ま

す
。
ま
た
診
療
、
研
究
の
他
、

課
外
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
お

り
、
大
学
病
院
及
び
関
連
病
院

に
所
属
す
る
医
師
で
構
成
さ
れ

る
弘
前
大
学
整
形
外
科
野
球

部
、
サ
ッ
カ
ー
部
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
、
陸
上
部
が
あ

り
、
全
国
や
地
区
の
大
会
に
出

場
し
、
好
成
績
を
残
し
て
い
ま

す
。
弘
前
大
学
医
学
部
附
属
病

院
職
員
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
で

は
、
現
在
二
連
覇
中
で
す
。

　

弘
前
大
学
の
理
念
は
〝
世
界

に
発
信
し
、
地
域
と
と
も
に
創

造
す
る
〟
こ
と
で
す
。
大
学
病

院
の
み
な
ら
ず
、
関
連
病
院
と

連
携
し
た
多
施
設
研
究
に
も
積

極
的
に
取
り
組
み
、
運
動
器
疾

患
の
治
療
法
や
予
防
法
を
確
立

し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。〝
地

域
に
貢
献
し
つ
つ
弘
前
か
ら
世

界
に
発
信
し
て
い
く
〟
た
め
に

も
、
さ
ら
に
基
礎
的
研
究
・
臨

床
研
究
を
推
進
さ
せ
、
よ
り
良

い
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
、

微
力
な
が
ら
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

多
く
の
診
療
部
門
・
診
療
科
の

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

社

会

医

学

講

座

社
会
医
学
講
座　

教
授　

井　

原　

一　

成

　

社
会
医
学
講
座
は
、
旧
公
衆

衛
生
学
講
座
と
旧
衛
生
学
講
座

が
統
合
さ
れ
て
二
〇
〇
五
年
に

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
初
代
教
授

は
、
中
路
重
之
先
生
で
す
。
社

会
医
学
講
座
は
、
統
合
さ
れ
た

両
講
座
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
な

が
ら
、ス
ポ
ー
ツ
医
学
、免
疫
、

栄
養
、
が
ん
の
疫
学
や
国
際
保

健
な
ど
多
方
面
で
多
く
の
実
績

を
挙
げ
て
来
ま
し
た
。

　

講
座
設
立
の
年
に
始
ま
っ
た

岩
木
健
康
増
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
健
診
（
岩

木
健
診
）
は
、
医
学
部
の
多
く

の
講
座
の
先
生
が
た
が
参
画

し
、
い
ち
ど
き
に
多
項
目
の

デ
ー
タ
を
集
め
る
大
規
模
な
健

　
学
生
の
部
活
動

　
医
学
部
の
学
生
と
話
し
て
み

る
と
多
く
の
学
生
は
な
ん
ら
か

の
部
活
に
所
属
し
て
い
る
よ
う

で
す
。
運
動
部
系
文
化
系
様
々

で
す
。
部
活
動
は
勉
強
以
外
の

人
間
関
係
に
つ
い
て
も
多
く
の

こ
と
を
学
ぶ
良
い
機
会
で
す

し
、
ま
た
試
験
の
傾
向
や
問
題

な
ど
の
貴
重
な
情
報
収
集
に
関

し
て
も
重
要
と
推
察
し
ま
す
。

部
活
動
に
お
い
て
横
の
つ
な
が

り
だ
け
で
な
く
縦
の
つ
な
が
り

を
持
て
る
こ
と
が
最
大
の
メ

リ
ッ
ト
で
あ
り
、
と
く
に
運
動

部
系
で
遠
征
な
ど
で
同
じ
釜
の

飯
を
食
う
仲
間
の
場
合
に
は
よ

り
強
固
な
つ
な
が
り
が
形
成
さ

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
学
生
時

代
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
卒
業

し
て
か
ら
も
部
活
の
縦
の
つ
な

が
り
は
生
涯
に
お
い
て
も
有
益

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
医
療
の

世
界
で
は
臨
床
に
関
わ
る
場
合

に
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
は
非
常
に
重
要
で
す
。
部
活

生
活
は
上
下
関
係
で
人
と
接
す

る
こ
と
で
人
間
性
を
向
上
さ
せ

る
た
め
に
は
役
に
立
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
自
分
の
学
生

時
代
を
鑑
み
る
と
そ
の
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
こ
の
弘
前
で
の
学

生
時
代
を
勉
学
以
外
の
場
で
も

是
非
濃
厚
な
青
春
の
ひ
と
と
き

と
し
て
過
ご
し
て
欲
し
い
と
切

に
願
い
ま
す
。
し
か
し
、
部
活

の
先
輩
を
つ
い
つ
い
○
○
先
生

で
は
な
く
○
○
さ
ん
と
読
ん
で

し
ま
う
の
は
自
分
だ
け
で
は
な

い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

診
で
す
。
そ
の
準
備
と
運
営
、

デ
ー
タ
セ
ッ
ト
作
り
は
社
会
医

学
講
座
の
一
年
を
通
し
た
仕
事

と
な
っ
て
い
ま
す
。
二
〇
一
三

年
に
弘
前
大
学
が
文
部
科
学
省

の
事
業
で
あ
る
革
新
的
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
Ｃ
Ｏ
Ｉ
）
の
拠
点
に
選
ば
れ

て
以
後
、
岩
木
健
診
に
多
く
の

企
業
や
研
究
機
関
が
参
加
す
る

と
こ
ろ
と
な
り
、
今
で
は
調
査

項
目
が
三
千
に
及
ん
で
い
ま

す
。

　

二
〇
一
二
～
一
七
年
、
弘
前

市
の
委
託
事
業
と
し
て
弘
前
市

健
幸
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
生
活
習
慣
の
改
善

や
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
の
獲
得

な
ど
を
通
し
た
住
民
の
健
康
づ

く
り
を
支
援
す
る
こ
と
は
、
社

会
医
学
の
臨
床
と
い
う
べ
き
も

の
で
、
研
究
、
教
育
と
な
ら
ぶ

講
座
活
動
の
柱
で
す
。
沢
山
の

住
民
の
健
康
づ
く
り
を
進
め
る

に
は
、
地
域
で
健
康
づ
く
り
を

リ
ー
ド
す
る
住
民
が
必
要
で

す
。
社
会
医
学
講
座
は
、
委
託

事
業
が
終
わ
っ
た
後
も
、
保
健

学
科
の
平
川
裕
一
先
生
ら
と
協

力
し
な
が
ら
リ
ー
ダ
ー
活
動
の

支
援
を
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た

Ｃ
Ｏ
Ｉ
の
一
環
と
し
て
リ
ー

ダ
ー
育
成
を
全
県
的
に
展
開
す

る
と
と
も
に
、
健
康
増
進
の
た

め
の
新
し
い
健
診
の
開
発
も
進

め
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
二
〇
一
六
年
か
ら

は
、
国
内
八
大
学
の
共
同
研
究

で
あ
る
「
健
康
長
寿
社
会
の
実

現
を
目
指
し
た
大
規
模
認
知
症

コ
ホ
ー
ト
研
究
（
い
き
い
き
健

診
）」も
始
ま
り
ま
し
た
。
ベ
ー

ス
ラ
イ
ン
調
査
の
参
加
者
約
二

千
四
百
人
を
追
跡
し
、
認
知
症

や
う
つ
病
、
心
血
管
イ
ベ
ン
ト

を
把
握
し
発
症
の
危
険
因
子
を

明
ら
か
に
す
る
疫
学
研
究
で
す
。

　

現
在
の
社
会
医
学
講
座
の
ス

タ
ッ
フ
、
教
授
の
井
原
と
沢
田

か
ほ
り
助
教
（
現
在
は
育
休
中

の
た
め
松
原
博
子
氏
が
代

替
）、
技
能
補
佐
員
の
竹
島
千

秋
さ
ん
と
中
路
特
任
教
授
の
四

人
だ
け
で
、
こ
れ
ら
全
て
の
仕

事
を
進
め
る
こ
と
は
と
て
も
で

き
ま
せ
ん
。
中
路
先
生
が
代
表

を
務
め
る
共
同
研
究
講
座
や
Ｃ

Ｏ
Ｉ
等
の
教
員
（
神
田
晃
、
徳

田
糸
代
、
和
田
啓
二
、
熊
谷
美

香
、
三
澤
美
菜
、
鄭
松
伊
、
安

藤
雅
峻
、
杉
村
嘉
邦
、
チ
マ
ー

ワ
イ
の
各
先
生
）
と
技
術
補
佐

員（
福
士
め
ぐ
み
、対
馬
優
子
、

桑
田
亜
有
美
、
高
橋
京
子
、
長

山
瑠
璃
佳
、
小
枝
み
ど
り
、
小

山
内
佑
香
利
の
各
氏
）
と
力
を

合
わ
せ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
村
下
公
一
教
授
を
は
じ

め
と
す
る
Ｃ
Ｏ
Ｉ
の
皆
さ
ん
と

タ
ッ
グ
を
組
ん
で
い
ま
す
。
そ

し
て
、
市
民
の
た
め
に
役
に
立

て
ば
嬉
し
い
と
、
い
つ
も
快
く

ご
支
援
い
た
だ
い
て
い
ま
す
各

講
座
の
先
生
方
に
大
変
助
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
を
借
り

て
関
係
者
の
皆
様
に
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
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す
る
こ
と
を
念
頭
に
、
今
後
も

精
進
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ

の
よ
う
な
貴
重
な
機
会
を
与
え

て
下
さ
っ
た
富
田
教
授
、
循
環

器
腎
臓
内
科
学
講
座
の
先
生

方
、
関
係
者
の
皆
様
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

留
学
だ
よ
り

循
環
器
腎
臓
内
科
学
講
座　

助
教　

石　

田　

祐　

司

　

私
は
二
〇
一
九
年
四
月
よ
り

米
国M

edical U
niversity of 

South Carolina 

（
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｃ
）, 

D
ivision of Cardiology

に
て

M
ichael R. Gold

教
授
の
も
と

研
究
留
学
を
し
て
い
ま
す
。
米

国
南
東
部
に
位
置
す
る
サ
ウ
ス

カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
は
、
イ
ギ
リ
ス

か
ら
最
初
に
独
立
し
た
十
三
州

の
一
つ
で
あ
り
、
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｃ
の

あ
る
チ
ャ
ー
ル
ス
ト
ン
は
歴
史

的
景
観
都
市
と
し
て
（
特
に
ご

高
齢
の
方
に
人
気
の
あ
る
）
米

国
屈
指
の
観
光
地
と
し
て
知
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
と
は
言
い
つ

つ
、
実
際
は
南
部
の
田
舎
町
と

い
っ
た
ほ
う
が
イ
メ
ー
ジ
し
や

す
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ダ
ウ

ン
タ
ウ
ン
の
治
安
は
あ
ま
り
良

い
と
は
い
え
ず
、
片
側
四
車
線

の
巨
大
な
橋
を
跨
い
で
少
し
離

れ
た
マ
ウ
ン
ト
プ
レ
ザ
ン
ト
と

い
う
街
に
住
ん
で
い
ま
す
。

　

私
の
所
属
す
る
不
整
脈
グ

ル
ー
プ
は
ス
タ
ッ
フ
五
名
お
よ

び
フ
ェ
ロ
ー
三
名
か
ら
な
り
、

サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
の
不
整

脈
診
療
の
中
心
的
な
役
割
を

担
っ
て
お
り
ま
す
。Gold

教
授

は
心
臓
再
同
期
療
法
を
は
じ
め

と
す
る
心
臓
植
込
み
デ
バ
イ
ス

を
専
門
に
さ
れ
、
私
は
そ
の
指

導
の
下
、
渡
米
前
よ
り
関
心
の

あ
る
皮
下
植
込
み
型
除
細
動
器

（S-ICD

）
に
関
し
て
の
研
究
を

中
心
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
日

本
で
の
適
応
は
心
臓
移
植
待
機

症
例
の
た
め
限
定
的
な
補
助
人

工
心
臓
とS-ICD

の
併
用
と
い

う
稀
有
な
症
例
か
ら
の
デ
ー
タ

の
解
析
や
、
通
常
の
ペ
ー
ス

メ
ー
カ
の
弱
点
を
克
服
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
ヒ
ス
束
ペ
ー

シ
ン
グ
や
左
脚
ペ
ー
シ
ン
グ
と

い
っ
た
症
例
な
ど
の
知
見
を
深

め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
日
米
間

の
デ
バ
イ
ス
ラ
グ
は
少
な
く

な
っ
て
き
た
と
は
い
わ
れ
ま
す

が
、
新
し
い
マ
ッ
ピ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
の
導
入
は
早
く
、
先
進
的

な
医
療
技
術
に
も
触
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

生
活
面
に
関
し
て
で
す
が
、

サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
の
夏
は
高

温
多
湿
で
あ
り
、
連
日
四
十
度

を
超
え
る
事
も
珍
し
く
は
あ
り

ま
せ
ん
。
二
年
連
続
で
大
型
ハ

リ
ケ
ー
ン
が
上
陸
し
て
お
り
、

そ
の
際
に
は
大
学
・
病
院
を
含

め
て
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
出
入
り

す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

そ
の
一
方
で
冬
は
氷
点
下
に
な

る
こ
と
も
あ
り
、
年
間
の
気
温

差
は
想
像
以
上
に
過
酷
で
す
。

ま
た
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
に

お
け
る
ア
ジ
ア
人
の
人
種
比
率

は
一
％
程
度
で
、
街
中
で
日
本

人
に
遭
遇
す
る
こ
と
は
滅
多
に

あ
り
ま
せ
ん
。
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｃ
に
は

現
在
か
つ
て
な
い
ほ
ど
日
本
人

医
師
・
研
究
者
が
在
籍
し
て
お

り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
十
五
人

ほ
ど
で
す
。

　

異
な
る
文
化
の
中
で
外
国
人

と
し
て
生
活
す
る
毎
日
は
思
う

よ
う
に
い
か
な
い
事
ば
か
り
で

す
。
し
か
し
日
常
診
療
か
ら
は

な
れ
て
リ
サ
ー
チ
に
没
頭
で
き

る
環
境
に
身
を
置
け
る
こ
と

は
、
間
違
い
な
く
貴
重
な
経
験

で
あ
り
、
今
後

の
人
生
観
に
も

大
き
な
変
化
を

も
た
ら
す
も
の

と
思
い
ま
す
。

現
在
の
研
究
を

形
に
さ
せ
る
こ

と
、
帰
国
後
に

は
少
し
で
も
こ

の
経
験
を
還
元

で
き
る
よ
う
に

写真１　職場であるMUSC Ashley River Tower

写真 2　 チャールストンとマウント
プレザントをつなぐ Arthur 
Ravenel Jr. 橋

写真 3　Michael R. Gold 教授と私

部
活
動
紹
介

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

医
学
科
二
年　

山　

村　

悠　

介

　

今
日
、
日
本
で
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が

盛
り
上
が
っ
て
き
て

い
ま
す
。
国
内
の
プ

ロ
リ
ー
グ
で
あ
る

Ｂ-

リ
ー
グ
は
二
〇

一
六
年
に
始
ま
り
ま

し
た
。
昨
年
は
、
八

村
塁
選
手
が
Ｎ
Ｂ
Ａ

ド
ラ
フ
ト
九
位
で
ワ

シ
ン
ト
ン
・
ウ
ィ

ザ
ー
ズ
に
指
名
さ
れ

た
と
い
う
ビ
ッ
グ

ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
、

今
後
ま
す
ま
す
競
技

人
口
も
フ
ァ
ン
も
急

増
す
る
で
あ
ろ
う
ス

ポ
ー
ツ
で
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
中
で
、

今
回
私
た
ち
弘
前
大

学
医
学
部
男
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
が

ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る

か
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

私
た
ち
は
、
現
在
プ
レ
イ

ヤ
ー
十
八
名
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

四
名
の
計
二
十
二
名
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
日
々
の
練
習
で

は
、
個
人
ス
キ
ル
向
上
を
目
的

と
し
た
一
対
一
、
シ
ュ
ー
テ
ィ

ン
グ
メ
ニ
ュ
ー
や
、
仲
間
と
の

連
携
プ
レ
ー
の
向
上
を
目
的
と

し
た
二
対
二
、
三
対
三
、
実
際

の
試
合
を
想
定
し
た
五
対
五
な

ど
を
軸
に
し
て
練
習
し
て
い
ま

す
。
加
え
て
、
昨
年
か
ら
チ
ー

ム
全
体
で
の
ト
ー
タ
ル
デ
ィ

フ
ェ
ン
ス
を
意
識
し
た
組
織
的

な
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
に
も
取
り
組

み
、
現
在
の
私
た
ち
の
弱
点
で

あ
る
サ
イ
ズ
の
不
足
を
補
い
、

強
み
で
あ
る
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な

展
開
に
つ
な
げ
る
べ
く
、
日
々

の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
練
習
の
み
な
ら
ず
、
定
期

的
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
す
る
こ

と
で
、
練
習
の
目
的
を
明
確
に

し
、
部
員
の
中
で
共
通
認
識
を

も
っ
て
取
り
組
む
よ
う
努
め
て

い
ま
す
。

　

最
近
の
戦
績
は
、
八
月
に
長

野
で
行
わ
れ
た
東
医
体
で
は
ベ

ス
ト
８
、
十
一
月
に
新
潟
で
行

わ
れ
た
十
一
大
学
定
期
戦
で
は

四
戦
全
勝
と
、
登
り
調
子
で

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
東
北
地

区
で
は
秋
田
大
学
、
北
関
東
地

区
に
は
群
馬
大
学
と
い
っ
た
毎

年
東
医
体
で
ベ
ス
ト
４
に
入
る

よ
う
な
強
豪
校
と
の
直
接
対
決

で
は
、
こ
こ
数
年
勝
利
す
る
こ

と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
今
年

度
は
東
医
体
で
の
ベ
ス
ト
４
進

出
、
北
医
体
と
秋
の
十
二
大
学

定
期
戦
で
の
上
位
リ
ー
グ
進
出

を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
勝
利
だ
け
が
す
べ

て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
先
述
し

た
Ｎ
Ｂ
Ａ
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
八
村

選
手
が
高
校
時
代
に
言
っ
た

「
バ
ス
ケ
は
す
っ
ご
い
、
す
っ

ご
い
楽
し
い
で
す
。」
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち

も
、
ま
ず
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
を
思
い
っ

き
り
楽
し
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 女

子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

医
学
科
三
年　

村　

上　

花　

香

　

弘
前
大
学
医
学
部
女
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
で
す
。
私
た

ち
は
普
段
、
一
年
生
か
ら
四
年

生
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
十
九
名
、
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
四
名
で
、
週
三
回

活
動
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、

一
年
生
・
二
年
生
の
部
員
が
十

四
名
と
多
く
を
占
め
、
仲
の
良

い
活
気
の
あ
る
部
活
で
あ
る
と

自
負
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
八
月
に
は
、
医
学
科
生

の
大
会
で
あ
る
東
日
本
医
科
学

生
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
今
年
度
は
長
野
県
で
の
開

催
で
し
た
。
昨
年
度
の
大
会
で

は
二
回
戦
で
筑
波
大
学
に
僅
差

で
負
け
と
て
も
悔
し
い
思
い
を

し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
、
今
年

は
な
ん
と
か
勝
ち
上
が
り
た
い

と
い
う
気
持
ち
で
臨
み
ま
し

た
。
三
回
戦
で
筑
波
大
学
と
対

戦
し
、
競
っ
た
場
面
も
あ
り
ま

し
た
が
、
な
ん
と
か
勝
利
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
終
的

に
は
、
準
決
勝
と
三
位
決
定
戦

で
敗
れ
、
第
四
位
と
い
う
結
果

で
し
た
。
東
日
本
医
科
学
生
体

育
大
会
で
四
位
以
上
の
大
学
に

は
全
日
本
医
科
学
生
体
育
大
会

王
座
決
定
戦
へ
の
参
加
権
が
与

え
ら
れ
、
九
月
に
群
馬
県
に
向

か
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
秋

田
大
学
二
名
と
の
合
同
チ
ー
ム

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
優
勝
と

い
う
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
大
会
に
臨
ん
だ
医
学

科
部
員
は
も
ち
ろ
ん
、
指
導
し

て
く
だ
さ
っ
た
先
輩
や
、
試
験

が
重
な
る
非
常
に
忙
し
い
時
期

に
練
習
相
手
と
な
っ
て
く
れ
た

保
健
学
科
部
員
全
員
の
力
あ
っ

て
の
勝
利
だ
っ
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。
大
会
に
際
し

ま
し
て
多
大
な
る
ご

支
援
を
い
た
だ
い
た

皆
様
に
も
、
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
た
だ

し
今
回
の
大
会
の
成

績
は
弘
前
大
学
部
員

の
み
で
の
も
の
で
は

な
い
た
め
、
次
年
度

の
大
会
で
弘
前
大
学

単
独
と
し
て
も
好
成

績
が
残
せ
る
よ
う
、

励
ん
で
い
く
つ
も
り

で
す
。

　

大
学
生
活
で
は
、

中
学
時
代
や
高
校
時

代
に
比
べ
、
そ
れ
ぞ

れ
勉
強
以
外
に
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
や
や
り
た
い
こ
と
が
格
段

に
多
く
な
り
ま
す
。
週
三
回
の

活
動
を
、
時
に
は
体
力
的
に
厳

し
い
練
習
内
容
で
続
け
て
い
く

こ
と
の
大
変
さ
や
難
し
さ
を
感

じ
る
こ
と
も
、
多
々
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
中
で
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
を
す
る
た
め
に
人
が

集
ま
っ
て
、
ど
う
す
れ
ば
上
達

す
る
の
か
互
い
に
真
剣
に
考
え

練
習
で
き
て
い
る
こ
と
の
有
難

さ
を
、
今
回
の
大
会
を
終
え
て

改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
多
く

の
時
間
を
共
に
過
ご
し
て
き
た

仲
間
は
か
け
が
え
の
な
い
も
の

で
あ
り
、
ず
っ
と
大
切
に
し
て

い
き
た
い
大
切
な
関
係
で
す
。

ひ
と
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
自

分
た
ち
で
考
え
、
工
夫
し
、
話

し
合
い
、
鍛
え
て
い
く
と
い
う

体
験
は
、
大
学
生
活
を
終
え
社

会
人
に
な
っ
た
後
で
も
十
分
に

生
か
さ
れ
る
学
び
な
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

は
、
今
の
仲
間
と
出
会
い
部
活

動
に
取
り
組
む
機
会
を
得
た
こ

と
に
感
謝
し
な
が
ら
、
向
上
心

を
忘
れ
ず
楽
し
ん
で
活
動
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

十一大学定期戦（2019年11月）で４戦全勝した際の写真
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「
い
や
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
Ｍ
Ｃ
や
ゲ
ス
ト
の

色
々
な
質
問
に
ア
ド
リ
ブ
で
即

座
に
お
答
え
い
た
だ
き
ま
し

て
、
良
か
っ
た
で
す
。
流
石
で

す
ね
。
い
つ
も
講
演
さ
れ
て
お

ら
れ
る
の
で
慣
れ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
ん
で
す
ね
。」
収
録
終

了
直
後
、
楽
屋
で
ス
タ
ッ
フ
の

方
に
声
を
か
け
て
頂
き
ま
し

た
。「
そ
う
で
し
ょ
う
か
。
よ

く
覚
え
て
い
な
い
ん
で
す
。」

と
お
応
え
し
た
通
り
、
収
録
時

の
記
憶
が
あ
ま
り
に
も
断
片
的

な
た
め
散
文
的
な
記
事
に
な
り

ま
す
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
け

ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

　

こ
の
番
組
に
つ
き
ま
し
て

は
、
や
は
り
リ
ン
パ
が
テ
ー
マ

に
取
り
上
げ
ら
れ
た
三
年
前
に

も
実
は
画
像
や
情
報
の
提
供
な

ど
で
製
作
協
力
を
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
回

は
格
段
に
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し

た
形
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
、
昨
秋
か
ら
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
の
方
（
若
い
女
性
の

方
に
代
わ
っ
て
い
ま
し
た
）
が

企
画
の
段
階
か
ら
何
度
も
足
し

げ
く
本
学
ま
で
足
を
運
ん
で
下

さ
り
、
内
容
の
相
談
・
打
ち
合

わ
せ
か
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
実

験
、
画
像
・
動
画
の
作
成
、
撮

影
ま
で
周
到
な
準
備
が
精
力
的

に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

間
、
電
話
や
メ
ー
ル
で
も
、
台

本
の
構
成
・
進
行
、
模
型
の
原

案
（
と
い
っ
て
も
落
書
き
で
す

Ｎ
Ｈ
Ｋ 

Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム

　
「
美
と
若
さ
の
新
常
識

　
　
　
～
カ
ラ
ダ
の
ヒ
ミ
ツ
～
」

生
体
構
造
医
科
学
講
座　

教
授　

下　

田　
　
　

浩

テ
レ
ビ
に

出
演
し
て

が
）・
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
細

か
な
点
ま
で
度
々
ご
相
談
頂

き
、
非
常
に
充
実
し
た
楽
し
い

時
間
を
与
え
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
上
、
渋
谷
の
ス
タ
ジ
オ
に

ま
で
ご
招
待
頂
き
ま
し
て
本
当

に
感
謝
の
念
に
堪
え
な
い
想
い

で
す
。

　

収
録
当
日
は
雨
模
様
で
い
つ

も
以
上
の
ラ
イ
オ
ン
ヘ
ア
と
顔

色
の
悪
さ
を
何
と
か
番
組
名
に

耐
え
得
る
よ
う
に
と
入
念
に
メ

イ
ク
が
施
さ
れ
、
広
い
ス
タ
ジ

オ
の
片
側
に
設
け
ら
れ
た
華
や

か
な
セ
ッ
ト
で
二
時
間
強
の
収

録
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
事
前
に

「
先
生
は
Ｍ
Ｃ
（
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
ア
ワ
ー
の
後
藤
さ
ん
）
に
一

番
近
い
の
で
よ
く
振
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
ね
。」
と
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
こ

れ
が
や
は
り
仇

と
な
り
、
条
件

反
射
的
に
余
計

な
こ
と
ば
か
り

口
に
し
て
い
た

か
と
思
い
ま

す
。
模
型
を

使
っ
て
の
説
明

で
は
、
何
度
も

リ
ハ
ー
サ
ル

（
事
前
に
模
型

の
確
認
と
説
明

の
練
習
が
小
生

に
だ
け
課
せ
ら

れ
て
い
た
）
を

繰
り
返
し
た
リ

ン
パ
管
内
皮
細

胞
の
シ
ー
ル
が

め
く
れ
ず
慌
て
ま
し
た
が
、
後

藤
さ
ん
の
お
か
げ
で
何
と
か
そ

の
場
を
乗
り
切
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
こ
れ
が
ア
ド
レ
ナ
リ
ン

の
作
用
を
強
烈
に
増
幅
し
、
試

食
さ
せ
て
頂
い
た
（
リ
ン
パ
の

流
れ
を
良
く
す
る
食
物
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
た
）
シ
ナ
モ
ン

⃝医学研究科
【採用】

発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 前　所　属
R1.12.1 社会医学講座 助教 松原　博子 東北大学　東北メディカル、メガバンク機構

【昇任】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 前　所　属
R2.2.1 医療安全学講座 教授 大德　和之 医療安全推進室　准教授
R2.2.1 内分泌代謝内科学講座 講師 髙安　忍 内分泌内科，糖尿病代謝内科　助教

【配置換】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 前　所　属
R2.1.1 歯科口腔外科学講座 助教 田中　祐介 歯科口腔外科　助教

【辞職】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 異　動　先　等
R2.1.31 内分泌代謝内科学講座 講師 照井　健 板柳中央病院
R2.2.29 ウォーターヘルスサイエンス講座 助手 三澤　美菜 COI研究推進機構

人 事 異 動（R1.12.1～R2.2.29）
⃝附属病院

【採用】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 前　所　属
R2.1.1 呼吸器外科，心臓血管外科 講師 板谷　博幸 呼吸器外科，心臓血管外科　助教
R2.1.1 歯科口腔外科 講師 伊藤　良平 歯科口腔外科学講座　助教

【採用】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 前　所　属
R2.2.1 内分泌内科，糖尿病代謝内科 助手 牧田　興志 内分泌内科，糖尿病代謝内科　医員

【辞職】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 異　動　先　等
R1.12.31 呼吸器外科，心臓血管外科 講師 對馬　敬夫 国立病院機構弘前病院

臨床教授・臨床准教授称号付与者（令和2年1月1日付）
 称 号 名 氏　名   現　　職　　名  称 号 付 与 日  称号付与期間  推薦講座

臨床教授 相馬　正始 青森市立病院　
リハビリテーション科長 2020年1月1日 2020年1月1日

～2022年12月31日
リハビリテー
ション医学

診療教授等新規称号付与者（R1.12～R2.2）
称　　号 氏　　名 所　　　属 期　　　間

診療講師 武田　育子 耳鼻咽喉科 令和元年12月1日～令和4年11月30日

カ
レ
ー
は
味
が
分
か
ら

ず
、
喉
も
通
ら
ず
の
有

様
で
し
た
。
数
々
の
失

言
と
ト
ラ
ブ
ル
も
編
集

と
い
う
魔
法
で
事
な
き

を
得
て
全
国
放
送
と
相

成
り
ま
し
た
。

　

ゲ
ス
ト
の
Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ｏ

さ
ん
、
潮
田
玲
子
さ

ん
、
野
呂
佳
代
さ
ん

は
、
収
録
の
合
間
に
も

ご
質
問
頂
い
た
り
し
て

本
当
に
楽
し
い
時
間
を

共
有
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
Ｍ
Ｃ
、
ゲ
ス
ト
の

方
々
が
ス
タ
ッ
フ
の
皆

さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て

一
つ
の
番
組
を
ゼ
ロ
か

ら
作
り
上
げ
て
い
か
れ

る
姿
に
深
く
感
銘
を
覚

え
ま
し
た
と
同
時
に

様
々
な
こ
と
を
勉
強
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
支

え
て
頂
き
ま
し
た
皆
様

に
改
め
て
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
原
稿
執
筆
時
点
（
二
〇

二
〇
年
一
月
十
九
日
）
で
、
弘

前
は
雪
が
少
な
く
、
皆
さ
ん
口

を
開
け
ば
、
雪
が
少
な
く
て
楽

で
す
ね
、
と
お
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
確
か
に
車
道
の
雪
は
大
体

な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
建
物

の
陰
に
な
っ
て
い
る
道
で
は
、

雪
や
氷
が
ま
だ
残
っ
て
い
て
、

歩
く
の
に
気
を
付
け
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。
私
も
赴
任
以

来
、
転
ば
な
い
よ
う
に
気
を
付

け
て
い
た
の
で
す
が
、
昨
シ
ー

ズ
ン
は
初
め
て
転
倒
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
の
際
、
手
を
つ

い
て
し
ま
い
、
し
ば
ら
く
痛
み

が
残
り
ま
し
た
。
冬
に
は
、
海

外
の
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
で
の
学

会
用
に
買
っ
た
登
山
用
の
靴
を

履
い
て
き
た
の
で
す
が
、
結
構

ツ
ル
ツ
ル
滑
る
な
、
と
思
っ
て

い
た
と
こ
ろ
、
冬
用
の
ス
タ
ッ

ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
よ
う
な
構
造

の
靴
を
履
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
よ
、
と
教
え
ら
れ
、
よ
う
や

く
冬
靴
を
買
っ
た
と
こ
ろ
で
す

（
苦
笑
）。
そ
う
す
る
と
雪
は
グ

リ
ッ
プ
が
効
く
の
で
い
い
の
で

す
が
、
依
然
と
し
て
ア
イ
ス

バ
ー
ン
は
な
か
な
か
手
強
い
。

そ
こ
で
、
ア
イ
ス
バ
ー
ン
対
策

と
し
て
、
接
地
し
て
い
る
時
に

は
靴
底
が
冷
却
さ
れ
て
ア
イ
ス

バ
ー
ン
と
固
定
さ
れ
る
た
め
転

ば
ず
に
済
む
が
、
足
を
上
げ
よ

う
と
す
る
と
瞬
時
に
熱
が
か

か
っ
て
外
れ
る
よ
う
な
構
造
の

靴
を
着
想
し
ま
し
た
（
メ
カ
ニ

ズ
ム
は
秘
密
）！
商
業
展
開
に

興
味
の
あ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

れ
ば
、
ぜ
ひ
お
声
掛
け
く
だ
さ

い
。

 

（
藤
井　

記
）

今泉忠淳今泉忠淳
今泉忠淳

　【写真１】は、昭和
63 年［1988 年］撮
影の建設中の現在の
第一病棟です。当時、
私は大学院生でした。
第一病棟は平成元年

［1989年］に完成し、
続いて、旧病棟の解体
が行われました（【写
真２】、平成２年［1990年］撮影）。私たちの学年は、この旧病棟
で臨床実習を行いました。その後、第二病棟、中央診療棟が整備さ
れ、平成19年［2007年］には現在の外来診療棟が竣工しました。
第一病棟の完成から早30年がたち、令和元年 ［2019年］には、

再び附属病院の新しい再
開発整備が開始されてい
ます。附属病院の設備や
機能は常に最先端のもの
でなくてはなりませんか
ら、一定の期間で解体・
新築が繰り返されていく
のは当然のことですが、
私のような昭和の人間に
とっては、少々寂しい気
もします。

写真コラム （7）

附属病院の改築 脳血管病態学講座
教授　今　泉　忠　淳

【写真２】 完成した一病棟と旧病棟の
解体．1990年

【写真1】建設中の一病棟．1988年


